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１ 
一九八三年六月一一日（士）に、ジャワの各地ですばらしい皆既日食が観測された。前日までの雨模様の空も日
食直前には晴れあがった。世界各国からの日食観測陣、観光客、それにインドネシアの人々は、皆既時間五分余り
の太陽食を異様な熱気のなかで過した。ＮＨＫはＴＶＲＩ（インドネシア国営テレビ）と協力して、ポロブドゥー
ル寺院から日食の模様を中継したので、私もその放送を見て興奮した。人類の歴史において、日食や月食のような
一、喧騒と静寂ｌジャワ、’九八三年六月一一日Ｉ
日
・
月
食
の
記
号
論
目
次
『
喧
騒
と
静
寂
ｌ
ジ
ャ
ワ
二
九
八
三
年
六
月
二
日
’
二、月の交点上の怪物
三、日・月の対立と接近
四
、
時
の
非
調
律
五、境界と音
中
島
成
久
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天
体
の
異
変
は
、
彗
星
や
流
星
と
な
ら
ん
で
、
人
間
の
精
神
に
深
い
印
象
を
し
る
し
て
き
た
。
日
，
月
食
の
原
因
探
求
と
そ
の
予
知
は
、
既
に
ビ
バ
ロ
ニ
ア
の
時
代
か
ら
始
っ
て
い
る
。
ギ
リ
シ
ア
時
代
の
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
の
『
ア
ル
マ
ゲ
ス
ト
』
に
は
、
天
動
説
に
元
（一）
（一一）
（一一一）
づ
く
日
・
月
食
の
理
論
が
展
開
さ
れ
、
そ
れ
が
イ
ン
ド
、
ア
ラ
ビ
ア
に
も
ひ
ろ
ま
っ
て
ゆ
く
。
だ
が
人
類
が
日
・
月
食
を
理
論
的
に
）
工
（四）
全
に
予
知
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
力
学
的
世
界
像
の
完
成
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
坐
叩
老
で
私
が
め
ざ
す
の
は
、
そ
う
し
た
科
学
史
の
素
描
で
は
な
い
。
も
し
天
体
現
象
が
人
類
の
生
活
に
深
い
関
り
が
あ
る
と
い
う
前
提
を
認
め
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
種
々
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
コ
ー
ド
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
所
詮
人
間
は
、
意
味
の
宇
柵
の
な
か
で
し
か
生
き
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
日
・
月
食
の
時
の
未
開
人
の
入
職
ぎ
を
笑
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
既
に
『
プ
リ
ニ
ウ
ス
の
博
物
（五）
誌』のなかでも③次のような文謹早が承られる。「星の蝕に際して何らかの犯罪とか死とが起ることを恐れたり、ある
い
は
月
が
死
に
か
け
て
い
る
と
ぎ
、
そ
れ
が
赤
を
艦
ら
れ
た
も
の
と
考
え
、
そ
の
た
め
に
シ
ン
バ
ル
を
か
ま
び
す
し
く
打
ち
叩
い
て
救
い
の
手
を
仰
く
よ
う
と
す
る
（
蝕
の
原
因
に
つ
い
て
無
知
で
あ
っ
た
ア
テ
ナ
イ
の
将
耶
ニ
キ
ァ
ス
は
、
雛
慨
の
あ
ま
り
、
艦
隊
を
率
い
て
出
港
す
る
こ
と
を
恐
れ
、
そ
の
た
め
に
ア
テ
ナ
イ
の
方
策
を
だ
い
な
し
に
し
た
の
だ
）
」
。
し
か
も
プ
リ
ニ
ゥ
ス
は
、
宇
宙
の
運
行
に
音
楽
的
譜
調
を
求
め
る
ピ
ュ
タ
ゴ
ラ
ス
の
理
論
を
、
「
説
得
的
と
い
う
よ
り
も
見
せ
物
的
な
粘
妙
さ
と
い
う
べ
き
だ
」
と
断
定
し
て
い
（一ハ）
る
か
ら
、
彼
の
批
判
糀
神
は
相
当
の
も
の
で
あ
る
。
先
の
ジ
ャ
ワ
の
日
食
の
時
に
も
、
プ
リ
ニ
ウ
ス
が
笑
っ
た
も
の
と
同
邨
緬
の
現
象
が
お
き
た
。
日
・
月
食
は
怪
物
ラ
ー
フ
（
閃
昌
ロ
）
が
太
陽
や
月
を
飲
永
こ
む
た
め
に
生
ず
る
（
そ
の
詳
細
は
第
二
章
参
照
）
、
そ
の
ラ
ー
フ
を
追
い
は
ら
い
太
陽
や
月
を
救
う
た
め
に
激
し
い
臓
音
が
必
要
で
あ
る
。
Ｈ
・
月
食
は
地
上
に
災
害
を
も
た
ら
す
が
特
に
妊
婦
に
悪
影
響
を
お
よ
ぼ
す
等
だ
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
も
、
民
衆
を
迷
信
か
ら
解
き
放
つ
た
め
に
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
ポ
ス
ク
ー
な
ど
で
日
食
の
科
学
的
説
明
と
注
意
（
太
陽
を
直
接
見
な
い
こ
と
な
ど
）
を
何
し
た
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、
ジ
ャ
ワ
の
村
々
や
ヨ
ク
ャ
ヵ
ル
タ
や
ス
マ
ラ
ン
な
ど
の
都
会
で
も
人
々
の
熱
狂
は
発
生
し
た
。
ま
た
一
方
で
は
、
Ⅱ
食
の
附
始
前
か
ら
、
家
の
な
か
に
息
を
ひ
そ
め
て
川
じ
こ
も
る
人
々
の
姿
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
民
衆
の
行
為
を
笑
う
こ
と
は
容
易
で
あ
る
が
、
一
体
何
故
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
お
き
た
の
か
と
問
う
こ
と
が
よ
り
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
科
学
的
合
理
主
義
が
剥
奪
し
た
人
間
と
宇
宙
と
の
あ
る
べ
き
調
和
の
世
界
へ
と
、
我
々
を
い
ざ
な
う
試
み
に
通
ず
る
か
ら
。
日
・
月
食
と
い
う
天
体
現
象
が
発
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
解
読
が
こ
の
小
論
の
目
的
で
あ
る
。
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図
Ｉ
に
よ
れ
ば
、
一
九
八
三
年
六
月
二
日
の
皆
既
日
食
稀
は、インド洋に而するジャワの海岸部からジャワ海に
面
す
る
東
ジ
ャ
ワ
の
海
岸
部
へ
抜
け
、
ス
ラ
ウ
ェ
シ
島
の
南
岸
を
経
て
、
更
に
イ
リ
ア
ソ
・
ジ
ャ
ャ
南
部
へ
至
っ
て
い
る
。
無
い
日
食
柵
に
そ
っ
た
網
Ⅱ
柵
は
、
皆
既
日
食
に
近
い
状
態
の
部
分
食
滞
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
黒
と
網
Ⅱ
に
よ
る
円
は
、
各
地
の部分食の形状を示している。日食のおきた時間は、
ジ
ャ
ワ
島
の
各
地
に
よ
っ
て
四
’
五
分
の
時
間
の
前
後
は
あ
っ
た
。
西
部
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
標
準
時
（
日
本
標
準
時
よ
り
二
時
間
遅
い
）
の
午
前
一
○
時
前
に
太
陽
が
月
に
隠
さ
れ
は
じ
め
た
（
節
一
次
接
触
）
。
午
前
一
一
時
過
ぎ
に
は
タ
カ
の
よ
う
な
暗
さ
に
な
り
、
二
時
一
一
六
分
項
完
全
に
太
陽
は
隠
さ
れ
た
（
節
二
次
接
触
）
ｏ
空
に
は
黒
い
太
陽
と
、
金
星
、
火
星
、
水
星
な
ど
の
惑
陥
が
見
ら
れ
た
。
五
分
二
秒
間
の
皆
既
食
の
あ
と
、
一
一時一一二分風、蚊も美しいゴールデンリングが現れ、
次
節
に
肌
る
く
な
っ
て
き
た
。
日
食
が
完
全
に
終
っ
た
の
は
午
後
一
時
過
ぎ
で
あ
る
。
六月一一日のジャワを中心としたインドネシア各地
の
様
子
を
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
発
行
さ
れ
て
い
る
新
聞
と
週
刊
（七）
誌
の
記
事
を
も
と
に
し
て
再
椛
成
し
て
み
よ
う
ｃ
今
回
の
儒
既
日
食
の
観
測
の
中
心
は
、
ス
ラ
バ
ャ
の
北
に
あ
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日
食
が
始
っ
て
か
ら
し
ば
ら
く
経
過
し
た
午
前
一
○
時
一
二
四
分
、
地
震
が
発
生
し
た
。
タ
ソ
ジ
ュ
ソ
・
コ
ド
ッ
ク
で
は
震
度
五
、
ソ
ロ
の近くにあるラゥ山の麓のタワマング（目ロゴ日ロ目、ロ）それに中ジャワのクラテソ（【］臼の口）では、震度一一一を記録
し
た
。
震
源
地
は
タ
ン
ジ
ュ
ン
・
コ
ド
ッ
ク
か
ら
二
百
五
○
キ
ロ
離
れ
た
地
点
で
あ
る
。
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
は
稲
れ
は
観
測
さ
れ
な
か
っ
た
。
新
聞
の
報
道
で
は
こ
の
地
震
を
「
多
く
の
日
食
観
測
者
が
驚
い
た
」
と
あ
る
が
、
太
陽
を
食
べ
る
怪
物
ラ
ー
フ
の
存
在
を
信
じ
る
者
に
は
暗
示
的
な
現
象
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
ラ
ー
フ
は
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
神
に
そ
の
首
を
射
切
ら
れ
て
、
そ
の
頭
だ
け
天
空
を
さ
ま
よ
い
、
胴
体
は
地
上
に
落
ち
て
地
震
を
発
生
さ
せ
た
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
勿
論
、
地
震
と
日
食
は
新
聞
の
論
調
の
よ
う
に
、
「
偶
然
の
一
致
」
で
あ
る
。
だ
が
、
エ
ヴ
ァ
ソ
ス
Ⅱ
プ
リ
チ
ャ
ー
ド
の
妖
術
理
論
を
持
ち
出
す
ま
で
も
な
く
、
我
女
が
偶
然
に
帰
す
事
象
間
に
因
（八）
ろタンジュソ・コドック（目：］ｐｐｍ【・ロ・丙、蛙岬、岬に蛙の石像があるからその名がついた）であった。タンジュ
ソ
・
コ
ド
ッ
ク
を
日
食
の
中
心
が
通
過
す
る
の
で
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
タ
リ
ア
、
日
本
、
イ
ン
ド
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
カ
ナ
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
そ
れ
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
観
測
隊
が
つ
め
か
け
た
。
日
食
一
日
前
の
一
○
日
の
日
は
、
各
地
の
観
測
地
点
は
厚
い
雲
で
お
お
わ
れ
、
タ
ン
ジ
ュ
ン
・
コ
ド
ッ
ク
で
は
嵐
に
な
り
、
観
測
器
に
一
部
障
害
が
で
た
。
だ
が
二
日
の
日
食
直
前
に
は
空
は
完
全
に
晴
れ
あ
が
り
、
美
し
い
日
食
の
光
景
が
展
開
さ
れ
た
。
た
だ
東
か
ら
西
に
絹
層
雲
が
流
れ
、
そ
れ
だ
け
が
唯
一
の
心
配
で
あ
っ
た
。
だ
が
観
測
は
完
全
に
成
功
し
、
各
国
の
観
測
隊
は
、
日
食
終
了
後
ビ
ー
ル
で
乾
杯
し
た
。
海
岸
に
は
ビ
キ
ニ
姿
の
女
性
も
い
た
が
、
何
千
人
と
い
う
人
は
殆
ど
座
っ
て
見
て
い
た
。
ア
マ
チ
ュ
ア
天
文
家
も
そ
れ
ぞ
れ
手
に
望
遠
鏡
を
持
っ
て
忙
し
く
観
測
し
て
い
た
が
、
そ
の
そ
ば
で
黒
い
サ
ン
グ
ラ
ス
や
目
を
保
護
す
る
道
具
を
売
る
人
の
姿
も
あ
っ
た
。
太
陽
が
隠
さ
れ
は
じ
め
た
時
に
は
余
り
変
化
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
た
だ
三
三
度
Ｃ
あ
っ
た
気
柵
が
下
が
り
は
じ
め
、
風
が
強
く
な
っ
た
。
一
一
時
一
一
○
分
、
太
陽
の
東
方
に
一
片
の
岬
く
雲
状
の
天
体
が
呪
れ
た
。
そ
れ
が
金
雌
で
、
間
Ｊ
も
な
く
火
昆
も
几
え
た
。
太
陽
が
完
全
に
か
く
さ
れ
た
時
、
普
通
肉
眼
で
見
る
こ
と
の
大
変
む
ず
か
し
い
水
星
も
明
瞭
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
オ
リ
オ
ン
の
ベ
テ
ル
ギ
ウ
ス
と
リ
ゲ
ル
、
牡
牛
座
の
ア
ル
デ
バ
ラ
ン
、
駅
者
座
の
力
（九）
・
ヘ
ラ
な
ど
の
肌
る
い
星
ｊ
も
見
え
る
Ｊ
も
の
と
期
待
さ
れ
た
が
、
絹
層
雲
の
た
め
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
気
棚
は
二
七
．
九
度
に
ま
で下がった。ブロモ山付近のプナソジャヵン（勺の目口〕畏目）山では、一一五度から一一一度にｊも下がり、観光客が寒さ
に
ふ
る
え
あ
が
っ
た
。
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采
の
連
鎖
は
結
び
う
る
も
の
で
あ
る
。
日
く
、
何
故
特
定
の
人
が
特
定
の
時
と
所
で
、
あ
る
事
故
に
あ
っ
た
の
か
と
。
こ
れ
と
同
じ
問
い
は
、
こ
の
日
食
と
地
震
の
間
に
も
設
定
し
う
る
。
す
る
と
怪
物
ラ
ー
フ
の
存
在
を
肯
定
す
る
論
理
が
部
分
的
に
は
実
証
さ
れ
た
こ
と
になり、人々は満足する。「コンパス」、「シナール・ハラパソ」、「スァラ・カルャ」の一一一紙は、節一面で、大した被害
も
出
て
い
な
い
こ
の
地
震
の
こ
と
を
取
り
あ
げ
て
い
る
。
見
川
し
は
い
ず
れ
も
「
日
食
中
に
地
震
」
（
傍
点
辨
老
）
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
多
く
の
人
が
驚
い
た
（
が
、
そ
れ
は
仙
然
の
出
来
訓
ピ
と
結
ば
れ
て
い
る
。
そ
の
行
間
を
読
む
な
ら
ば
、
多
く
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
に
と
っ
て
こ
の
地
震
は
、
怪
物
ラ
ー
フ
の
存
在
を
暗
示
し
て
い
る
現
象
と
解
釈
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
（一一）
今回の日食は、ジャワの南海岸のチラチャップ（Ｑ｝口・Ｐｂ）地力でもっとも早く始まった。「コンパス」紙は、こ
の
地
力
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
、
ハ
ン
ガ
ン
ダ
ラ
ソ
（
勺
目
的
目
＆
『
目
）
で
は
、
午
前
二
時
一
一
一
分
一
○
秒
に
太
陽
が
完
全
に
隠
れ
始
め
た
。
空
に
は
姿
が
か
か
っ
て
、
観
測
条
件
は
あ
ま
り
よ
く
は
な
か
っ
た
。
日
食
前
一
一
三
．
一
一
度
あ
っ
た
気
温
は
一
一
八
．
一
度
ま
で
下
が
っ
た
。
興
味
深
い
こ
と
に
海
岸
の
潮
位
が
大
き
く
上
昇
し
て
い
る
。
人
々
は
皆
子
供
た
ち
と
と
も
に
、
家
の
中
に
カ
ギ
を
し
て
閉
じ
こ
も
っ
て
い
た
が
、
外
国
の
旅
行
者
は
写
真
を
撮
っ
た
り
し
て
い
た
。
日
食
の
禁
忌
は
強
く
、
漁
師
の
船
も
出
漁
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
メ
ス
ジ
ッ
ト
や
村
辻
の
礼
拝
所
に
は
、
お
祈
り
（
の
巳
＆
）
を
す
る
人
々
で
あ
ふ
れ
て
い
た
。
他
の
村
か
ら
来
た
六
人
の
男
性
が
、
海
岸
に
膝
を
く
ん
で
坐
り
、
あ
る
儀
礼
（
そ
の
内
容
水
川
）
を
し
て
い
た
。
チ
ラ
チ
ャ
ッ
プ
で
は
天
候
は
良
く
、
殆
ど
雲
は
な
か
っ
た
。
川
の
店
々
や
市
場
は
閉
め
ら
れ
、
川
は
櫛
寂
に
つ
つ
ま
れ
た
。
海
で
泳
ぐ
こ
と
は
禁
止
さ
れ
た
。
チ
ラ
チ
ャ
ッ
プ
の
工
場
地
柵
は
休
業
に
な
り
静
か
だ
っ
た
。
日
食
の
時
に
外
に
川
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
禁
忌
は
よ
く
守
ら
れ
て
い
た
が
、
黒
い
太
陽
が
コ
ロ
ナ
に
包
ま
れ
て
御
く
そ
の
美
し
さ
に
感
動
し
た
あ
る
役
人
は
、
泣
き
な
が
ら
「
こ
ん
な
美
し
い
光
最
を
何
故
見
て
は
（一一一）
な
ら
な
い
の
だ
」
と
語
っ
た
。
だ
が
「
シ
ナ
ー
ル
・
ハ
ラ
パ
ン
」
紙
は
、
こ
の
地
方
が
静
寂
さ
を
破
る
騒
幸
口
に
あ
ふ
れ
て
い
た
こ
と
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
チ
ヵ
ト
マ
ス
（
Ｑ
百
ｓ
目
Ｐ
の
）
の
村
は
静
ま
り
か
え
り
、
メ
ス
ジ
ッ
ト
は
シ
ャ
ラ
ッ
ト
の
祈
り
の
人
で
あ
ふ
れ
て
い
た
。
｜
力
、
村
の
各
所
か
ら
米
臼
を
禍
く
音
が
聞
こ
え
て
き
た
。
家
々
は
ラ
ン
プ
を
つ
け
て
い
た
。
束
の
．
ハ
ソ
ガ
ン
ダ
ラ
ン
（一一一一）
（一四）
は戦争のような雰囲気であった。クントンガソ（屍のロ（・ロ、目）、ティティール（葺〕Ｈ）、米臼が打ち鳴らされ、同時
に
自
動
車
の
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
音
が
響
い
た
。
い
つ
も
は
多
く
の
海
水
浴
客
が
い
る
海
岸
に
は
人
影
は
ま
ば
ら
で
、
バ
ン
ド
ン
の
。
ハ
ジ
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ヤ
ジ
ャ
ラ
ン
大
学
か
ら
潮
位
の
変
化
そ
の
他
の
調
査
に
や
っ
て
き
た
百
人
ぐ
ら
い
が
い
る
だ
け
だ
っ
た
。
ヨ
ク
ャ
カ
ル
ク
特
別
区
の
天
候
は
良
く
、
各
地
で
観
測
、
熱
狂
、
静
寂
と
い
う
対
照
的
な
光
承
が
見
ら
れ
た
。
ポ
ロ
ブ
ド
ゥ
ー
ル
寺
院
は
日
食
の
中
心
線
の
通
過
す
る
地
点
の
一
つ
で
、
テ
レ
ビ
中
継
を
は
じ
め
、
多
く
の
観
測
隊
が
い
た
（
実
際
は
、
前
、
の
天
候
が
悪
かったので危険を分散させて予想よりは少なかった）。皆既食が頂点に達した時、寺院の近くで歌舜をおこなった。
だ
が
突
然
、
寺
院
の
孤
上
の
ス
ト
ゥ
ー
。
〈
か
ら
叫
び
声
が
聞
こ
え
て
中
断
さ
れ
た
。
そ
の
男
は
あ
る
ア
リ
ラ
ン
の
信
者
で
、
大
声
で
「神」（目昌目）の名前を叫んでいた。暗くなってきた時、惑星が兄えてきた。遠くのムラピ山もくっきりと浮かび
あがった。気州は二九度から一一一一一度に下がった。ヨクャカルタ市内の天候はよく、殆ど雲がなかった。このために
日
食
時
の
太
陽
は
完
全
に
死
ん
で
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
に
兄
え
た
。
道
路
に
人
影
は
な
く
、
脳
は
閉
ま
っ
て
い
た
。
数
ヶ
所
の
地
点
で
、
数
人
の
若
者
が
ク
ン
ト
ン
ガ
ソ
や
グ
ン
グ
ン
（
ぬ
の
己
目
、
、
ゴ
ソ
グ
）
な
ど
の
打
楽
器
を
日
食
の
間
中
鳴
ら
し
て
い
た
。
ま
た
、
Ａ・アズワール（し国ョ日）に率いられた「テアテル・アラム」（Ｈの臼の門し］ロ日、世界劇場）の一五人は、ベドゥグ
（一五）
（一一ハ）
ロ
七
）
・カチル（、のロロ、【のＱ］）やクソプル（【のＢｂＢ）、ケチュレ（【の。Ｈの【）などを打ち鳴らして、町を歩きまわっ
て
い
た
。
な
お
、
ヨ
ク
ャ
カ
ル
タ
市
内
で
肢
高
級
の
、
ホ
テ
ル
・
ア
ム
バ
ル
ク
モ
で
は
、
日
食
の
一
日
前
に
Ｓ
・
Ｈ
・
ロ
ス
マ
ッ
ト
（閃・の日日）作の「バタラ・カラ・ラーフ」（団の片言］Ｐ【巳口宛呂ロ）が上演された。それは多数の観光客に見せる舜
踊で、日食をおこす伝説上の怪物の物語である。南の．〈ラソトリティス海岸には多数の観光客がつめかけた。オパ
ッ
ク
（
○
ｇ
ご
川
の
渡
し
を
す
る
竹
製
の
筏
は
、
平
術
は
た
っ
た
の
五
○
ル
ピ
ア
で
あ
る
が
、
こ
の
日
は
何
と
一
、
○
○
○
ル
ピ
ア
に
まで器鵬した。渡しを待つ多くの人々は不平をもらしていたが、それでも皆しぶしぶ払っていた。．〈ラントリティ
ス
で
は
午
前
一
一
時
二
九
分
に
皆
既
食
が
始
っ
た
。
ポ
ロ
ブ
ド
ゥ
ー
ル
で
観
測
を
予
定
し
て
い
た
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
の
観
測
隊
は
こ
こ
に
や
っ
て
き
て
い
た
。
士
腿
日
の
朝
こ
の
海
岸
で
は
、
日
食
川
の
サ
ン
グ
ラ
ス
が
一
ヶ
五
○
○
’
一
、
○
○
○
ル
ピ
ア
の
値
が
つ
い
た
が
、
よ
く
売
れ
て
い
た
。
グ
ヌ
ソ
・
キ
ド
ゥ
ル
地
力
で
も
、
日
食
の
情
報
は
流
さ
れ
、
外
に
出
な
い
よ
う
注
意
が
さ
れ
た
。
い
つ
も
な
ら
市
の
た
つ
日
（
勺
目
）
な
の
に
、
こ
こ
の
市
場
は
全
部
閉
鎖
さ
れ
た
。
人
々
は
じ
っ
と
家
の
中
に
ひ
き
こ
も
り
、
テ
レ
ビ
を
特
（一八）
っ
て
い
る
者
は
殆
ど
い
な
い
が
、
ラ
ジ
オ
を
持
っ
て
い
る
者
も
そ
れ
を
つ
げ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
Hosei University Repository
８ 
乳蝋懸櫻 蕊薑iL1i蕊 鱒澱鰍雫駆茸
１m〈バー-2〉
蕊
雲i篝ilbLJ‘ 雫三三護憲三ﾌﾞララ
イラストＩ日食ナンセンス没imi
上太陽を飲永こむ首だけのラーフと地｣二の大騒ぎ。クソトソガソが打ち
鳴らされ，サングラスをかげた少年を事情の分からない男が本当の盲だと
感違いする。サングラスをつけたまま望遠鏡を見る人をさして，学校のカ
リキュラムを変えないとならないと教育相は心配する。
下(左）｜]食観ii('１用のサングラス売場に，盲人１Nの杖の「在Iilf一掃」セー
ルをやろ感迷い男。下(右）サングラスをかけて太陽を襲うラーフ，いず
れもＳＨ，11-6-1983（夕刊)。
が
、
「
シ
ナ
ー
ル
・
ハ
ラ
ロ九）
パ
ン
」
紙
に
は
、
家
の
中
の
寝
台
の
下
に
隠
れ
て
い
る
人
と
、
腹
を
さ
す
っ
て
胎
児
の
安
全
を
祈
っ
て
い
る
妊
婦
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
妊
婦
は
部
屋
の中で、震少日津－し日詳
］口宮口、団口］〕馨（お腹の
中
の
赤
ん
坊
が
無
事
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
〃
）
と
祈
っている。
／
ス
マ
ラ
ソ
や
ソ
ロ
と
い
っ
た
中
ジ
ャ
ワ
の
中
心
都
市
で
も
、
ヨ
ク
ャ
カ
ル
タ
と
同
じ
現
象
が
見
ら
れ
た
。
ス
マ
ラ
ン
の
町
は
死
ん
だ
よ
う
に
な
っ
た
。
民
これまでの記事のな
か
で
、
人
々
は
家
の
中
に
刑
じ
こ
も
っ
た
と
あ
る
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ス
マ
ラ
ン
で
は
一
人
の
男
性
が
、
太
陽
を
直
接
見
た
た
め
に
目
が
つ
ぶ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
事
故
は
私
が
参
照
し
た
四
紙
の
す
べ
てにとりあげられている。「コン。ハス」によると、彼の災雌は次のようにしておきた。「四人の子供を持つ三一一才の
ウ
ィ
ジ
さ
ん
は
、
水
を
入
れ
た
バ
ケ
ツ
を
川
意
し
て
、
家
の
後
ろ
で
日
食
の
過
職
を
見
て
い
た
（
月
兄
の
要
価
）
。
だ
が
彼
は
こ
れ
に
満
足
せ
ず
、
家
の
前
の
広
場
で
直
接
太
陽
を
見
だ
し
た
。
一
一
時
三
○
分
、
彼
の
目
は
突
然
見
え
な
く
な
り
、
彼
は
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
お
ち
い
っ
た
。
彼
の
妻
と
両
親
も
慌
て
ふ
た
め
い
た
。
彼
は
近
所
の
人
と
警
察
の
助
け
で
病
院
へ
運
ば
れ
た
。
眼
科
医
の
話
で
は
、
一
五
人
ぐ
ら
い
が
日
食
を
凡
て
目
を
悪
く
し
た
が
、
ウ
ィ
ジ
さ
ん
ほ
ど
ひ
ど
い
状
態
に
な
っ
た
人
は
い
な
い
と
い
う
」
。
ヨ
ク
ャ
ヵ
ル
タ
で
（一一一）
は
、
皆
既
日
食
の
終
っ
た
あ
と
何
百
人
も
の
人
が
、
サ
ル
ジ
ト
病
院
に
目
の
治
療
に
や
っ
て
き
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
の
注
晋
凹
は
、
完
全
に
は
徹
底
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
次
に
、
中
ジ
ャ
ワ
の
北
海
津
地
帯
か
ら
束
ジ
ャ
ワ
に
か
け
て
の
皆
既
食
帯
と
ス
ラ
バ
ャ
周
辺
の
様
子
を
凡
て
承
よ
う
。
漁
師
町
の
ル
ンバン（肉の日冨長）では人々は家を閉めきっていた。バスターミナルには人はおらず、店やワロン（屋台）は閉ま
っていた。ルソバソの若者は参加者がいたいため、。ハトル（両日・」、伝統的なレスリング）とオレック（○門の戸、伝統
間
の
事
務
所
は
殆
ど
閉
め
ら
れ
て
い
た
が
、
政
府
の
事
務
所
は
普
通
の
よ
う
に
や
っ
て
い
た
。
だ
が
通
り
に
は
殆
ど
人
影
が
な
か
っ
た
。
人
々
は
鍵
を
閉
め
て
家
に
隠
れ
て
い
た
の
み
な
ら
ず
、
窓
も
布
や
新
聞
紙
で
覆
い
を
し
て
し
め
き
っ
て
い
た
。
時
折
、
ク
ン
ト
ソ
ガ
ン
や
サ
イ
レ
ン
そ
れ
に
電
柱
も
打
ち
鳴
ら
す
騒
音
が
ひ
び
い
た
。
ソ
ロ
の
町
も
閑
散
と
し
て
い
た
。
車
は
何
の
障
害
も
な
く
町
を
走
れ
た
。
汽
車
は
時
刻
表
通
り
の
運
行
を
し
て
い
た
が
、
市
内
を
走
る
バ
ス
は
普
通
の
日
の
三
分
の
一
に
減
っ
て
い
た
。
手
峰
な
ア
ン
ド
ン（シ己・信）という馬車は一合も走っていなかった。ボョラリ（団・］・巨昏）の近くのチュポゴ（○の□。、。）は、日
食
の
中
心
線
が
通
過
す
る
地
で
あ
っ
た
た
め
、
多
く
の
観
測
陣
・
見
物
群
が
つ
め
か
け
た
。
早
朝
雲
が
ぶ
厚
く
た
れ
こ
め
て
い
た
が
、
次節に暗れあがり、十分観測できた。ソゴロ（Ｚ、。Ｂ）、ジ．ハソ（］ご目、）、ガドソ（○＆・ロ）の村々では、日食が
はじまるとクントンガソが打ち鳴らされた。人々はコロン（【・］・信、家の広間、普通竹でできている）のなかに入
り
、
（
大
型
）
椅
子
の
下
に
身
を
隠
し
た
。
一
部
の
人
は
村
長
の
家
に
集
ま
り
、
自
分
の
家
は
固
く
閉
ざ
し
た
ま
ま
、
村
長
の
家
で
テ
０、（大型）椅子の下）
（一一○）
レ
ビ
の
日
食
中
継
を
几
た
。
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的な歌郷）を附けなかった。。ハティ（蚕は）やクドゥス（属口自の）の町の状況もルンバンとほぼ同じであった。チ
ュプ（○の宮）では朝晴れていたが、鋪二次接触の時に雲がかかり、観測隊をハラハラさせた。ソグロラン（ｚ、］・’
３
口
）
の
観
測
地
点
で
見
て
い
た
人
の
な
か
に
は
、
大
声
で
お
祈
り
（
ス
ン
バ
ャ
ソ
）
を
す
る
者
が
い
た
。
た
め
に
近
く
に
い
た
人
は
彼
が
気
が
ふ
れ
た
と
思
っ
た
。
大
声
で
祈
る
人
に
は
、
日
食
の
時
ト
ゥ
ハ
ン
（
神
）
の
偉
大
さ
が
一
層
増
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ス
ラ
バ
ャ
の
町
は
日
食
中
天
候
は
良
か
っ
た
。
市
場
や
店
々
は
閉
め
ら
れ
、
通
り
に
は
人
が
い
な
か
っ
た
。
い
つ
も
な
ら
千
人
は
入
る
動
物
園
も
、
こ
の
日
は
三
五
○
人
し
か
入
ら
ず
、
そ
の
人
達
も
入
場
料
は
払
わ
な
か
っ
た
。
ジ
ュ
ン
ブ
ル
（
］
の
日
ウ
関
）
の
川
は
皆
既
食
で
は
な
凸
ヘ
ム 譲驚
篝
鮴ｉｉ言護iｉ瀞
イラスト]［今週のスターＱｉＤ，太陽を飲糸こんだも
のの暑過ぎて吐きだすコロ・ラーフ。この日の社説
には，核兵器による人類の絶滅が懸念されており，
核融合炉としての太'場にはコロ・ラーフもお手｣:げ
といったところ。ＫＰＳ，12-11-1983.
ソブル（］の日ウ関）の川は皆既食ではな
か
っ
た
が
、
町
は
静
ま
り
か
え
っ
た
。
い
つ
も
な
ら
に
ぎ
わ
う
市
場
も
空
に
な
っ
た
。
人
☆
は
家
の
な
か
に
閉
じ
こ
も
り
、
窓
は
布
や
紙
で
覆
い
を
さ
れ
Ⅱ
光
が
さ
さ
な
い
よ
う
に
された。クディリは一一時一一一一一一分に皆
既
食
が
始
り
三
六
分
ま
で
続
い
た
。
川
は
夜
の
よ
う
に
随
く
な
っ
た
。
ブ
リ
タ
ー
ル
（
国
辱
閂
）
の
ス
ヵ
ル
ノ
の
蕊
に
は
い
つ
も
と
比
べ
て
訪
れ
る
者
が
少
な
く
、
こ
の
日
の
朝
は
一
二
七
人
だ
け
だ
っ
た
。
ブ
リ
タ
ー
ル
（一一一一）
は
皆
既
日
食
に
な
ら
な
か
っ
た
。
バ
リ
島
で
も
皆
既
食
に
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
デ
ン
。
ハ
サ
ー
ル
で
は
テ
レ
ビ
の
日
食
中
継
放
送
が
始
る
と
、
町
の
人
々
は
、
ク
ソ
ト
ン
ガ
ン
を
鳴
ら
し
始
め
た
。
老
人
の
な
か
に
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そ
し
て
日
食
の
終
っ
た
翌
六
月
一
二
日
か
ら
、
イ
ス
ラ
ム
の
断
食
月
が
始
っ
た
。
イ
メ
ラ
ム
暦
は
朔
望
月
を
も
と
に
す
る
か
ら
、
宗
教右の「月齢計算局（田の号己目閃昌］臼）」では新月が日の出時の西の空に出た時に、ラマダン月の開始を宣一一一一口
する。西暦一九八一一一年は、イスラム暦一四○一一一年に相当する。イスラム共同体（ロ日呉）の成員（冨巨の］ご）にとっ
て
は
、
日
食
の
よ
う
な
現
象
は
神
の
恩
龍
の
確
認
で
き
る
時
で
あ
る
。
す
べ
て
は
宇
耐
を
創
造
し
た
神
の
為
し
た
も
う
こ
と
で
あ
る
か
（一一五）
ら
、
そ
こ
に
神
秘
の
入
る
余
地
は
な
く
、
人
々
は
た
だ
祈
る
だ
け
で
よ
い
。
（二四）
部
の
人
影
は
な
く
な
っ
た
。
は、この時「カララウ」（【＆日自）というラクササが太陽を食べていると信じている者がいる。マドゥラ島の．ハメ
カサン（勺口日の百ｍ目）でも町は死んでしまった。一○時一五分には多くの人がメスジットヘ行って、お祈り（シャ
（一一一一一）
ラット）をした。海岸の漁師は一別の晩から海へ出ていない。
そ
の
他
の
町
の
様
子
を
ざ
っ
と
見
て
ふ
よ
う
。
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
は
部
分
食
で
あ
っ
た
。
町
は
静
ま
り
、
テ
レ
ビ
の
前
に
は
人
が
集
ま
っ
た
。
ス
ハ
ル
ト
大
統
領
は
自
宅
で
日
食
中
継
を
見
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ス
マ
ト
ラ
の
メ
ダ
ソ
は
朝
の
七
時
か
ら
町
は
静
ま
り
か
え
っ
た
。
下
町
で
は
風
窓
が
布
で
固
く
と
ざ
さ
れ
て
い
た
。
日
食
が
終
っ
て
「
太
陽
光
線
が
突
然
さ
し
こ
ん
で
く
る
の
を
防
ぐ
た
め
」
だ
と人々はいう。村々では人々が恐れて、なかには川へ用を足しに行けない者までいた。スラウェシのウジュソ。ハソ
ダ
ソ
は
皆
既
日
食
の
通
過
点
に
入
り
、
約
五
○
○
人
の
外
国
人
が
訪
れ
た
。
他
の
都
市
と
同
じ
く
こ
の
町
も
麻
拝
し
た
。
町
は
静
か
で
、
数
匹
の
猫
の
行
動
が
異
常
だ
っ
た
。
北
ス
ラ
ウ
ェ
ン
の
マ
ナ
ド
で
は
、
部
分
食
は
一
二
時
二
五
分
に
最
大
に
達
し
た
。
町
の
中
心
ジャワ島で皆既日食があったのは、一六二六年以来実に一一一五七年ぶりのことであった。一九八一一一年六月二日の
ジ
ャ
ワ
を
中
心
と
し
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
ま
さ
に
喧
騒
と
静
寂
に
つ
つ
ま
れ
た
。
各
地
で
人
々
は
家
の
鍵
を
し
め
、
窓
に
は
布
や
紙
で
覆
い
を
し
て
、
寝
台
・
椅
子
の
下
に
隠
れ
た
。
妊
婦
は
お
腹
の
赤
ん
坊
の
安
全
を
祈
っ
た
。
外
に
出
る
こ
と
は
固
く
禁
じ
ら
れ
、
漁
二
、
月
の
交
点
上
の
怪
物
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師は海に出るのをひかえた。人々の信ずるところでは、日食はラーフ（又はカラ・ラーフ尻巴口閃口冨、ジャワ語
的
に
読
め
ば
コ
ロ
・
ラ
ー
乙
と
い
う
怪
物
が
、
太
陽
を
む
さ
ぼ
り
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
き
る
の
で
あ
る
。
日
食
直
後
に
地
震
が
発
生
し
た
が
、
そ
れ
は
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
神
に
射
切
ら
れ
た
彼
の
胴
体
が
地
面
に
落
ち
た
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
し
た
と
さ
れ
る
。
ラ
ー
フ
を
恐
れ
る
人
々
の
恐
怖
感
と
禁
忌
は
、
ラ
ー
フ
に
対
す
る
騒
音
に
よ
る
防
御
と
い
う
行
為
と
連
続
す
る
。
人
々
は
、
ク
ソ
ト
ン
ガ
ン
、
米
ョ
、
ゴ
ン
グ
、
砺
柱
な
ど
を
は
げ
し
く
叩
き
、
サ
イ
レ
ン
や
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
鳴
ら
し
た
。
町
の
交
通
は
ほ
ぼ
停
止
し
、
店
や
市
場
、
覗務所、工場もほぼ閉鎖状態であった。イスラムの信仰に鰯い人々は、メスジットや村の礼拝所でお祈りをした。
彼
ら
は
普
通
毎
金
雌
日
と
イ
ス
ラ
ム
暦
の
並
要
な
日
に
、
メ
ス
ジ
ッ
ト
ヘ
行
き
お
祈
り
を
す
る
。
日
食
の
よ
う
な
現
象
は
、
怪
物
ラ
ー
フ
の
存
在
を
信
ず
る
者
に
と
っ
て
は
天
変
地
異
の
一
つ
で
あ
る
が
、
ム
ス
リ
ム
に
と
っ
て
は
神
の
恩
寵
を
知
り
う
る
機
会
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
気
が
ふ
れ
た
よ
う
に
神
の
名
前
を
呼
ん
だ
り
、
泣
い
た
り
、
叫
ん
だ
り
す
る
者
が
い
た
。
外
国
か
ら
多
数
の
研
究
者
、
観
光
客
が
お
し
か
け
、
皆
既
日
食
の
中
心
点
通
過
地
に
は
多
数
の
人
が
集
ま
っ
た
。
人
が
集
ま
る
と
、
物
売
り
が
集
ま
る
。
日
食
用
の
サ
ン
グ
ラ
ス
が
よ
く
売
れ
た
。
又
、
一
時
的
に
物
価
が
暴
鵬
し
た
。
日
食
は
潮
位
を
上
昇
さ
せ
た
だ
け
で
な
く
、
物
価
ま
で
押
し
あ
げ
た
よ
う
である。ポロブドゥールからテレビによる実況中継が放送され、多くの人は家のなかにいて「安全」に日食（放送）
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
は
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
二
次
体
験
で
、
ま
さ
に
今
日
的
情
況
で
あ
る
。
ラーフの神話を詳細に検討する前に、Ｓ・アトモジョ（し汁日・□〕・）の「コンパス」紙の甥箱入り解説記事を紹介
しよう。ジャワで日食をおこすラーフについて記した文献は、古代ジャワ詔で書かれた「アディ。ハルウォ」（シ臼‐
□日ゴロ）と中仙ジャワ識で書かれた「タンッ．、ハンゲララソ」（Ｈ：旨勺目、、の］日：）の一一つである。「アディ．ハル
ウ
ォ
」
で
は
ラ
ー
フ
の
神
話
は
次
の
よ
う
に
腱
剛
す
る
。
「
（
神
戈
と
ラ
ク
サ
サ
の
戦
闘
で
）
ラ
ク
サ
サ
凧
が
敗
北
し
た
あ
と
、
八
ダ
ラ
・ヴィシュヌは他の神につきそわれてアメルト（し日日宮、生命の水）を持って帰った。天界で神々はアメルトを飲
んだので死ぬことがない。サン・ウィプラチティ（の目四二〕ｂ３Ｑ三）とサン・シソイコ（の目、のど、匡百）の子
供
で
あ
る
一
人
の
ラ
ク
サ
サ
（
ラ
ー
フ
）
は
こ
の
こ
と
を
聞
き
、
神
に
変
装
し
て
ア
メ
ル
ト
を
飲
み
に
来
た
。
サ
ン
・
ヒ
ャ
ソ
・
プ
ラ
ン（の目、国呂目、団巳目、月）とサン・ヒャン・マタハリ（の．国・宮口冨冨凶、太陽）がこれにきづき、ヴィシュ
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ヌ
に
伝
え
た
。
ア
メ
ル
ト
が
ま
だ
ラ
ー
フ
の
首
に
あ
る
時
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
は
チ
ョ
ク
ロ
で
そ
の
首
を
射
切
っ
て
し
ま
っ
た
。
彼
の
胴
体
は
地
面
に
落
ち
地
震
を
ひ
き
お
こ
し
た
。
彼
の
胴
体
は
地
上
で
滅
び
た
が
、
頭
部
は
ア
メ
ル
ト
を
飲
ん
だ
た
め
不
滅
で
、
告
げ
口
を
し
た
太
陽
と
月
を
追
い
か
け
、
時
と
両
天
体
を
完
全
に
飲
み
こ
ん
で
し
ま
う
。
だ
が
ラ
ー
フ
に
は
胴
体
が
な
い
た
め
、
飲
み
こ
ん
で
も
、
し
ばらくすると太陽も月もまた外へ出てくる」（伝承１，以下田と略記）。「タンッ・・ハソゲララン」では、地面に落
ち
た
ラ
ー
フ
（
コ
ロ
・
ラ
ー
フ
）
の
胴
体
は
米
臼
に
変
わ
る
。
日
・
月
食
の
時
に
人
々
は
コ
ロ
・
ラ
ー
フ
を
苦
し
め
よ
う
と
し
て
米
臼
を描く（、）。「世界劇場」という意味のタンッ・・ハンゲラランの著者は不明である。それは神々によるメルー山の
ジャワへの設値、日・月食の起原、シバとウマなど七章より成っている。Ｈ・サルカール（の日百門）は、不死の液
【四日目ＱＰ］屋（【の（の丙冨の］のロ、）を飲む怪物を閃日日Ｐ〕口と門凹一日巳】の一一人のラクササとしている。これと共通の
怪
物
は
ダ
ャ
ク
、
バ
タ
ッ
ク
、
ハ
ル
マ
ヘ
ラ
の
ア
ル
フ
ハ
ス
人
の
側
で
も
み
ら
れ
る
と
い
う
。
ラ
ー
フ
の
体
が
米
臼
に
変
る
モ
チ
ー
フ
（一一一ハ）
は
サ
ル
カ
ー
ル
に
は
み
ら
れ
な
い
。
そもそも、このラーフという怪物はヒンドゥ教の悪魔の一人である。Ｍ＆Ｊ・ストットレイ（のどこの］）の『ヒソ
（一一七）
ドゥ教辞典』では、ラーフは次のように説凹されている。「ラーフは、《の①〕国のＨ》（とらえるもの）を語源とする。日
・月食をおこすヴェーダ以後の悪魔の名前。リグ・ヴェーダではスヴァルヴァーヌ（の国門ウ冨目）が日・月食をお
こす。マハーバーラタやいくつかのプラーナ文献では、ラーフはダーナヴァｅ晋四国）と呼ばれ、神に変装して海
の攪排（の口日目日日日宮口）に現れ、聖なるアメルタ（不死の秘薬）を他の神女とともに飲んでしまった。だが、
の冒怠（太陽）との○日Ｐ（月）が彼を見やぶり神々に告げた。ヴィシャヌはただちに彼の頭を射落とした。彼の頭
は
悲
鳴
を
あ
げ
て
空
中
へ
放
り
あ
げ
ら
れ
た
。
か
く
し
て
ラ
ー
フ
の
頭
と
、
太
陽
と
月
と
の
長
期
に
わ
た
る
争
い
が
始
っ
た
。
ラ
ー
フ
は
太
陽
と
月
を
と
ら
え
て
飲
糸
こ
も
う
と
す
る
の
だ
。
ラ
ー
フ
は
シ
○
日
目
の
、
８
（
空
の
悪
魔
）
と
い
う
称
号
を
も
つ
。
イ
ン
ド
の
天
文
学
的
神
話
で
は
、
ラ
ー
フ
の
頭
は
月
の
昇
交
点
を
、
尾
の
ケ
ト
ゥ
負
の
ご
）
は
月
の
降
交
点
だ
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
い
く
つ
か
の
プ
ル
ス
で
は
ケ
ト
ゥ
は
彗
星
や
流
星
の
人
格
化
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
、
ハ
ド
マ
と
バ
ー
ャ
バ
ー
タ
・
プ
ル
ス
で
は
ケ
ト
ゥ
と
ラ
ー
フ
は、ダーナヴァ・ヴィプラチティｅ山口ロ『ｐご】ロ日・〕三）の妻のシミーカ（の〕日亘菌）の悪魔的息子たちとされて
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いる。ラーフの乗物は八頭の黒い馬で、彼は天界の南西をつかさどる。彼の息子は三一一の彗星で、彼が太陽の円雛
上に見える時は、飢餓、盗み、外国軍の侵入、王の死などの前兆とされる」（Ｅ）。
ラ
ー
フ
と
ケ
ト
ゥ
が
月
の
二
つ
の
交
点
を
あ
ら
わ
す
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
も
っ
と
あ
と
で
検
討
す
る
。
こ
こ
で
は
も
う
少
し
ラ
ー
フ
の
神
話
の
異
伝
を
ゑ
て
承
よ
う
。
Ｈ
・
ツ
ィ
ン
マ
ー
（
凶
日
日
の
Ｈ
）
の
『
イ
ン
ド
の
芸
術
と
文
肌
に
お
け
る
神
話
と
象
徴
』
で
は
、
（一一八）
次
の
よ
う
な
展
開
を
と
げ
て
い
る
。
「
乳
海
撹
伴
後
神
々
は
不
死
の
水
（
ア
ミ
ル
タ
）
を
、
輝
く
月
を
容
器
と
し
て
飲
ん
で
い
た
。
月
は
生
命
を
付
与
す
る
原
理
の
代
表
で
あ
る
。
神
々
の
間
に
し
の
び
こ
ん
だ
ラ
ー
フ
は
不
死
の
水
の
一
滴
を
務
ん
だ
が
、
す
ぐ
に
ヴ
ィ
シ
ュヌの武器のチァクラ（火輪）で首を射切られた。ラーフの頭部は不死性をそなえ、それ以来不死の水を汲む容器
で
あ
る
月
を
求
め
続
け
て
い
る
。
月
食
は
ラ
ー
フ
が
月
を
と
ら
え
、
飲
永
こ
ん
だ
時
に
お
き
る
。
だ
が
ラ
ー
フ
に
は
口
と
喉
し
か
な
く
（胴体は切り落とされたから）、月はまた現われる」（山）。マレイ半島でも、日・月食は巨大な竜（ラーフ）又は
犬
に
よ
っ
て
天
体
が
む
ざ
ぼ
り
食
わ
れ
て
い
る
し
る
し
で
あ
る
、
と
ゑ
な
さ
れ
て
い
る
○
日
・
月
食
の
時
の
ゴ
ン
グ
や
大
音
声
に
よ
（一一九）
る大駁ぎは、それによってその怪物を追いはらっている。Ｗ・スキート（の戸の口汁）はＭ・ウィリァムス（ミ〕」盲目の）
を引川して、ラーフの神話を述べているが、その内容は岡と殆ど同じである。
よ
り
詳
細
な
ラ
ー
フ
の
伝
承
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
よ
り
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ア
ン
コ
ー
ル
・
ワ
ッ
ト
の
乳
海
撹
伴
図
は
、
次
の
よ
う
な
杣
（一一一○）
話
を
伝
婆
え
て
い
る
。
「
悪
魔
と
神
々
は
か
つ
て
は
協
力
し
て
何
千
年
も
の
間
乳
海
を
蝿
押
し
て
い
た
。
マ
ン
ダ
ラ
山
が
彼
ら
の
撹
伴
擁
で
、
ヴ
ァ
ー
ス
キ
蛇
が
そ
れ
に
か
ら
み
つ
い
た
ロ
ー
プ
の
役
割
を
し
て
い
た
。
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
神
が
地
の
上
に
の
り
、
蝿
伴
捧
で
あ
る
山
の
於
部
を
さ
さ
え
た
。
神
☆
は
蝿
伴
捧
の
一
方
の
端
を
、
恕
脆
が
他
力
の
端
を
お
し
て
い
た
。
乳
海
か
ら
現
わ
れ
た
肢
初
の
も
の
は
、
〆
巳
員
三
口
（
無
い
頂
上
）
と
い
う
名
の
黒
い
赤
煙
で
、
仕
事
は
誰
か
そ
れ
を
す
い
こ
む
勇
気
の
あ
る
者
が
で
て
く
る
ま
で
中
止
さ
れ
た
。
腰
想
を
中
断
し
た
シ
バ
神
が
や
っ
て
き
て
、
そ
の
死
の
液
（
煙
）
を
の
ん
だ
。
す
る
と
彼
の
喉
は
青
く
変
っ
た
が
彼
は
死
ぬ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
後
撹
排
は
ま
た
続
け
ら
れ
た
。
乳
海
が
バ
タ
ー
に
な
り
だ
す
と
、
ア
プ
サ
ラ
ス
（
水
の
緒
）
が
あ
ら
わ
れ
た
。
次
に
。
〈
ド
マ
ー
・
ラ
ク
シ
ュ
ミ
ー
が
あ
ら
わ
れ
、
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
は
彼
を
自
分
の
配
偶
者
に
し
た
。
次
に
白
い
馬
、
乳
白
の
象
、
真
珠
が
次
々
に
あ
ら
わ
れ
て
、
最
後
に
神
々
の
医
師
で
あ
る
ガ
ン
バ
ン
タ
リ
が
あ
ら
わ
れ
、
手
に
は
月
で
あ
る
白
い
容
器
を
持
っ
て
い
て
、
そ
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の
な
か
に
ア
ミ
ル
タ
（
不
死
の
液
）
が
入
っ
て
い
た
。
す
る
と
神
々
と
悪
魔
と
の
間
に
、
こ
の
不
死
の
液
の
所
有
を
め
ぐ
っ
て
戦
い
が
始
っ
た
。
悪
魔
の
一
人
の
ラ
ー
フ
が
ど
う
に
か
そ
の
一
滴
を
飲
む
の
に
成
功
し
た
が
、
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
は
ア
ミ
ル
タ
が
彼
の
喉
を
通
過
す
る
前
に
そ
の
首
を
切
り
落
と
し
て
し
ま
っ
た
。
彼
の
胴
体
は
腐
敗
し
た
が
、
彼
の
頭
部
は
不
死
性
を
そ
な
え
、
今
日
に
至
る
ま
で
月
を
（一一一一）
追いかけそれをとろうとしている。これが月食の理由である」（Ｂ）。カンボジアの他の異伝は囮とやや異る。「ラ
ー
フ
は
乳
海
か
ら
神
々
が
汲
み
あ
げ
た
水
死
の
液
を
総
む
の
に
成
功
し
た
。
だ
が
月
と
太
陽
は
こ
れ
に
気
づ
き
、
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
に
報
告
し
た
。
怒
っ
た
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
は
ラ
ー
フ
の
体
を
、
胴
体
と
頭
に
二
分
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
一
一
つ
の
部
分
は
既
に
不
死
の
液
を
飲
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
の
で
死
ぬ
こ
と
は
な
く
、
獣
帯
の
各
宮
を
う
ろ
つ
き
ま
わ
っ
て
い
る
。
だ
が
元
の
一
つ
の
体
に
一
灰
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
か
が
太
陽
か
月
を
そ
の
軌
道
上
で
見
つ
け
る
と
、
ラ
ー
フ
は
そ
れ
を
追
い
か
け
、
む
さ
ぼ
り
食
お
う
と
す
る
。
仏教の伝説では、ラーフはブッダの介在によって彼の餌食となった天体を放す」（町）。
これまで述べてきたラーフに関する四１町までの神話群は、その細部において異る。その神話群のプロットを、
ラーフの系譜関係（１）、ラーフがアミルタを飲む手段（Ⅱ）、ラーフの浸入をヴィシュヌに告げるもの（Ⅲ）、ヴィ
シュヌに射切られた頭と胴体のその後（Ⅳ）に分けて比岐検討してゑる。Ｅはラーフとケトゥを月の二つの交点と
する天文学的神話の前を前段とし、その後を後段とする。図Ｉがその結果である。ラーフの系誹について田と凸後
段がそれに言及している。ラーフはウィプラチティ（夫）とシミーヵ（シンイコァ妻）を両親とする。他では一一一一口及さ
れていないがこの系誹関係はほぼ妥当だろう。後段では更にラーフとケトゥは兄弟とされ、ラーフの子供が一一三の
彗星とされている。この点についてはあとで検討する。ラーフが不死の液を飲む手段ではその迷いによってⅢ、Ⅳ
の結果が異ってくる。変装してアミルタを飲むとする田、、、四前段、町では、ラーフの好計を見破るのが月と太
陽であり、ヴィシュヌに告げる。そして一フープはアミルタがその喉にある時、ヴィシュヌのチァクラで首を射切られ
てしまう。ラーフの頭部は不死性をもち空中をさまよって、太陽と月を追いかけ、両天体をとらえた時に日・月食が
おきる。残った胴体の結末で違いがでてくる。田では地上に落ちた胴体は地震をおこすとされるが、、では興味深
いことに米臼に変ったとされる。ジャワの人女は日・月食の時に、「ラーフを苦しめるために米臼を搗く」という。
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ﾌ神話群の榊造図 － フ
この問題は第四章、五章でもっと詳しくとりあ
げてみよう。塒ではラーフの胴体は地上で腐っ
てしまうとされる。町では胴体も頭部と同じく
獣帯をさまようが、二つはつながることはもは
やなく、そのどちらかが日。月食をおこすとさ
れる。、と時ではアミルタは月の容器のなかに
入っている。月は殆どアミルタと同一視されて
いて、月と生命付与というような観念連合を読
みとることは可能であるが、ここでは詳論する
ことをひかえよう。そして囮、昭ではヴィシュ
ヌに告げ口をする存在がいなくなり、一フープは
いきなりヴィシュヌの反撃を受ける。そしてラ
ーフの頭は不死の液を求めて月を追いかけ、月
食をおこす原因となる。日食について何の言及
しない。喝後段では日食と災厄の関連性が肌示
されているが、それは他の場合にも潜在的に言
及されている。
ラーフのように月・太陽を飲みこんで日・月
食をおこす悪魔・怪物は、他にもいろいろ指摘
することができる。アラブの一プィソニーン（且‐
ロ已口）や・ヘルシャのジャウザール（Ｃ］口三目言）
Ｉ IＩ IⅡ Ⅳ 
Ｔ 】
シンイコウィプラチティ
(火）
変装して天界へ至}）
１ｌｌｌ々とともにアメル
ﾄを飲む
月と大ﾄﾞﾙがラーフの
変装をAl破る
jijn→[１．月食をお
こす
ＩｌｌＩ体→地震をおこす
Ｔ すう￣ 諒及なし liiI-上 ｌｉｉｌ」：
ｍｉ→[１．｝1食をお
こす
腓1体→地｣:で米臼に
変る
砥前段 喬及なし 変装してアミルタを飲む liリ」１ Hji→[１．）1文をおこす1ﾙ1体->(言及なし）
唾後段 ウィプラチティケトウシ 32の灘111 誘及なし 言及なし ラーフが太iMiの|']盤上にくると災厄（肌lWi､城争､死)の前兆
Ｔ ⑨ 汀及なし
天界へしのびこみ)１
を容器とするアミル
タを飲む
該当二打なし
jjIi→ 食
([1食なし）
llE1体→(言及なし）
Ｔ ５ 冨及なし
１１の容器に入ってい
るアミルタを盗み欲
む
該当：行なし
頭→)l食
(日食なし）
肋１体→腐敗
Ｔ ６ 言及なし アミルタをiiiみ飲む
)１と太陽かラーフに
女(づきヴイシュヌに
報(!；
斑iと11ﾘ体は別々に獣
１Ｗをさまよい、日．
)j食をおこす
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（一一一一一）
は
ラ
ー
フ
と
並
ん
で
そ
の
代
表
で
あ
る
。
ス
カ
ン
ジ
ナ
ヴ
ィ
ァ
の
神
話
で
は
太
陽
は
常
に
狼
の
ス
コ
ル
に
追
わ
れ
て
い
る
。
リ
ト
ア
ニ
ア
で
は
悪
魔
の
チ
ク
ニ
ス
が
太
陽
の
乗
物
を
攻
撃
す
る
。
ユ
ダ
ヤ
神
話
で
は
太
陽
は
周
期
的
に
大
き
な
魚
に
の
み
こ
ま
れ
る
。
古
代
ヵ
（一一一一一一）
ナ
ン
人
は
竜
ま
た
は
蛇
が
日
・
月
食
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
と
み
な
し
て
い
た
。
マ
レ
イ
人
は
、
ｎ
匁
・
太
陽
を
飲
ゑ
こ
む
傑
物
を
巨
大
な
竜
あ
る
い
は
犬
で
あ
る
と
み
な
す
こ
と
は
先
に
指
摘
し
た
。
そ
の
名
前
を
ラ
ー
フ
と
い
う
の
だ
が
、
ラ
ー
フ
と
い
う
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
恐
魔
の
観
念
が
マ
レ
イ
に
浸
透
す
る
以
前
の
日
・
月
食
の
怪
物
に
、
ラ
ー
フ
の
名
前
が
つ
け
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
ポ
リ
ネ
シ
ア
で
も
（一一一四）
日
・
月
食
は
経
物
（
そ
の
イ
メ
ー
ジ
不
詳
）
が
太
陽
や
月
を
む
ざ
ぼ
り
食
う
こ
と
で
お
こ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
北
米
の
パ
イ
ュ
テ
族
で
始まったゴースト・ダンスの予言者ウォヴォカ（ヨコ「・ぐ○百）は、太陽が死んだ時（日食）啓示を受けた。、ハイュテ
族
の
考
え
方
で
は
、
太
陽
は
生
き
た
存
在
で
、
大
き
な
力
を
，
も
ち
祝
福
を
与
え
る
。
太
陽
が
一
時
暗
く
な
る
こ
と
は
、
太
陽
を
む
ざ
ぼ
り
食
お
う
と
す
る
超
自
然
的
怨
雌
の
攻
撃
で
生
ず
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
怪
物
が
太
陽
を
食
ら
い
つ
く
し
た
時
に
は
、
ま
じ
な
い
と騒音で追放されない限り、地上は永遠の夜になってしまうとされている。子一一一一口老ウォヴォカが啓示をえたのは、
一
八
八
九
年
一
月
一
日
の
ネ
バ
ダ
州
で
の
皆
既
日
食
の
時
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
時
。
ハ
イ
ュ
テ
族
の
人
々
は
與
齋
し
て
狂
乱
状
態
に
お
ち
い
り
、
空
は
騒
音
と
泣
き
叫
ぶ
声
と
銃
声
で
油
た
さ
れ
た
。
日
食
の
興
籍
と
轡
告
が
、
病
気
で
弱
っ
て
い
た
ウ
ォ
ヴ
ォ
ヵ
の
鯖
（一一一五）
神
と
肉
体
に
作
川
し
て
、
彼
に
震
界
の
入
、
に
立
つ
彼
口
円
身
の
姿
を
幻
視
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
日
・
月
を
食
す
悪
魔
と
い
う
神
話
的
怪
物
に
つ
い
て
は
、
太
陽
・
月
を
含
め
た
天
体
の
神
話
論
的
背
景
、
暦
、
季
節
、
天
候
、
人間の成長、植物、動物界への影響などといった側面との関連が十分に認識されるべきである。それは天文学、占
星術の発達していない地域に‘も萌芽的には認められうるⅢ題ではあるが、何といってＴも天体の観測とそれに元づく
暦法の発達という高度な宇宙論的知識の体系を前提としている。、の中段で、怪物ラーフの頭は月の昇交点を、尾
のケトゥは月の除交点をあらわすとある。あるいはケトゥは、彗星や流星の人格化であると，もされている。Ｅの後
段では、ラーフとケトゥは兄弟で、ラーフの子供が三一一の彗星とされている。月の鼎交点とか峰交点というのはｙ
高
度
な
天
文
学
的
知
識
を
必
要
と
す
る
が
、
こ
れ
と
ラ
ー
フ
あ
る
い
は
ケ
ト
ゥ
と
い
う
神
話
的
怪
物
を
結
び
つ
け
た
イ
ン
ド
の
天
文
学
、
占
星
術
に
つ
い
て
、
我
々
は
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Hosei University Repository
1８ 
’
１
１
菰
道
に
そ
っ
て
三
○
度
ず
つ
一
一一等分したものが菰道一一一宮（獣帯）である。一一一宮は、天球の哉逆を一二等分した宮と天球上の星座から成って
お
り
、
占
星
術
の
埜
礎
を
な
し
て
い
る
。
占
星
術
が
碓
立
し
た
古
代
ギ
リ
シ
ア
時
代
の
春
分
点
で
あ
る
白
羊
宮
（
牡
羊
座
）
を
起
点
と
して、以下次の順番で続く。金牛宮（牡牛座）、双子宮（双子座）、巨盤宮（盤座）、獅子官（獅子座）、処女官（乙
女座）、天秤官（天秤腿）、天鰍宮（鰍座）、人馬官（射手座）、階鍋官（山羊座）、宝瓶宮（水瓶座）、双魚宮（魚座）。
現
在
の
春
分
天
は
歳
差
の
た
め
、
魚
駆
に
ズ
レ
て
い
て
、
占
凪
術
の
妥
当
性
を
揺
る
が
す
問
題
で
あ
る
。
占
塊
術
の
埜
本
は
、
個
人
の
出生時の獣帯（黄道一二宮）と天動説で考えられた地球を回転する七惑星（月、太陽、水屋、金星、火星、木星、土
星
）
の
位
置
関
係
を
読
承
と
る
こ
と
で
あ
る
。
獣
帯
の
各
宮
も
、
各
惑
星
も
そ
の
属
性
・
性
格
を
持
っ
て
は
い
る
が
、
そ
の
位
置
関
係
フ
凸
ワ
図Ｈ天球上の黄道とIﾖ道
地球のまわりを回転する天球は，太陽の運動を説
lﾘ]するために，古代の天文学者によって考えださ
れた。天球の南・北極と赤道は地球の南・北極と
赤道の天への投影である。天球は伽三1その１１１１のま
わりに東から西へまわるので，太陽や品々は両極
のまわりに同心円を描く。太陽は腿女より少しず
つおくれて動くので，１年たつうちに太陽は天球
上で黄道とよばれる大円の上を東向きの道すじを
たどり，月は１ハかけて天球を一週する。黄道と
|ﾖ巡が天球上で交叉する点が月の二つの交点であ
る。
Brown，1976,120,ギソガリッチ，１９８６，３４よ
り筆者作製。
太
陽
は
見
か
け
上
、
地
球
を
中
心
と
す
る
天
球
面
を
一
年
に
一
回
転
す
る
。
天
球
面
に
張
り
つ
い
て
い
る
と
さ
れ
る
動
か
な
い
恒
星
に
対
す
る
位
腱
を
埜
準
に
し
て
太
陽
の
動
き
は
示
さ
れ
る
。
天
球
面
を
太
陽
が
通
過
す
る
経
路
を
黄
道
と
呼
ぶ
。
茨
道
は
、
約
束
と
し
て
地
球
の
森
分
点
か
ら
始
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
黄
道
の
南
北
に
八
度
づ
つ
の
幅
を
持
っ
た
帯
状
部
分
を
考
え
、
春
分
点
を
起
点
と
し
て
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に
よ
っ
て
、
更
に
複
雑
な
影
響
を
示
す
と
さ
れ
る
。
あ
る
惑
星
が
あ
る
獣
帯
の
宮
に
入
っ
た
時
、
最
高
の
状
態
と
さ
れ
た
り
最
悪
と
な
ったりされる。またその時、他の惑星との位置関係が、合（黄道上の同一地点に並ぶ）、六分（角差六○度）、矩（角
差
九
○
度
）
、
三
分
（
一
一
一
○
度
）
、
衝
（
黄
道
帯
の
な
か
で
直
径
の
方
向
に
並
ぶ
）
な
ど
に
よ
っ
て
も
意
味
が
異
る
と
さ
れ
た
。
古
代
に
お
い
て
、
天
文
学
と
占
星
術
は
殆
ど
区
別
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
日
・
月
食
の
Ⅲ
題
で
も
そ
れ
は
、
一
方
で
は
純
粋
天
文
学
的
説
凹
と
他
力
で
は
占
晶
術
的
解
釈
が
同
居
し
て
い
た
。
茨
道
而
は
、
地
球
の
赤
道
の
無
限
延
長
天
に
あ
る
犬
の
赤
道
と
三
一
一
．
五
度
極
い
て
い
る
。
ま
た
、
月
の
軌
道
面
（
白
道
）
は
茨
道
而
と
五
度
九
分
価
い
て
い
る
。
月
が
南
か
ら
北
に
武
道
面
を
よ
ぎ
る
天
が
外
交
点
で
あ
り
、
北
か
ら
南
に
よ
ぎ
る
天
が
降
交
点
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
交
点
を
紬
ぶ
線
は
、
武
道
に
そ
っ
て
月
の
巡
行
方
向
と
は
逆
向
き
に
動
き
、
一
八
．
六
一
年
で
地
球
の
回
り
を
一
週
す
る
。
日
食
は
地
球
が
月
の
影
に
入
り
太
陽
が
隠
さ
れ
る
時
お
こ
り
、
月
食
は
月
が
地
球
の
影
に
入
っ
た
時
に
お
こ
る
。
日
食
は
新
月
の
時
お
き
、
月
食
は
満
月
の
時
お
き
る
。
つ
ま
り
、
日
・
月
食
は
月
が
そ
の
交
点
上
に
達
し
た
時
に
お
き
る
こ
と
に
な
る
（
た
だ
太
陽
・
月
・
地
球
の
軌
道
面
が
傾
い
て
い
る
の
で
、
月
が
交
点
上
に
き
て
も
月
、
地
球
の
影
に
お
互
い
が
入
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
）
。
そ
し
て
、
何
千
年
も
前
か
ら
日
・
月
食
は
サ
ロ
ス
周
期
と
呼
ば
れ
る
一
八
年
二
日
八
時
間
の
周
期
で
く
り
か
え
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
た
。
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
カ
ル
デ
ア
人
が
紀
元
前
六
○
○
年
頃
発
見
し
た
と
さ
れ
、
カ
ル
デ
ァ
周
期
と
も
い
う
。
『
ア
ル
マ
ゲ
ス
ト
』
で
も
『
プ
リ
ニ
ウ
ス
の
博
物
誌
』
で
も
、
カ
ル
デ
ァ
人
の
発
見
し
た
日
・
月
食
の
理
論
（一一一一ハ）
を
下
に
し
た
精
柑
な
日
・
月
食
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
古代の天文学・占塁術はバビロニアにおこり、それがギリシアに伝えられた。『アルマゲスト』をまとめたプトレ
マ
イ
オ
ス
は
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
の
学
者
だ
が
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
天
文
学
（
天
動
説
）
を
体
系
化
し
た
。
そ
の
体
系
は
イ
ン
ド
、
イ
ス
ラ
ム
諸
国
に
伝
え
ら
れ
、
そ
の
地
域
で
独
特
の
発
達
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
矢
野
道
雄
は
、
ピ
ン
グ
リ
ー
（
四
口
四
の
の
）
の
説
を
（一一一七）
紹
介
し
な
が
ら
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
天
文
学
の
発
展
を
次
の
よ
う
に
五
つ
の
時
代
に
分
け
て
い
る
。
Ｈ
ヴ
ェ
ー
ダ
時
代
（
紀
一
兀
一
Ⅲ
一
○
○
○
年
か
ら
紀
元
前
四
○
○
年
）
。
暦
法
体
系
は
存
在
し
な
い
が
、
二
七
ま
た
は
一
一
八
の
星
宿
を
も
っ
て
い
て
、
の
ち
の
天
文
学
・
占
星
術
に
重
要
な
役
割
を
も
っ
た
。
ロ
バ
ビ
ロ
ニ
ア
要
素
の
時
代
（
紀
元
前
四
○
○
年
か
ら
紀
元
後
一
一
○
○
年
）
。
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
天
体
暦
で
重
要
な
時
間
単
位
で
あ
る
テ
ィ
テ
ィ
（
一
朔
望
月
を
三
○
等
分
し
た
時
間
単
位
）
を
も
と
に
し
て
、
五
年
を
ひ
と
つ
の
周
期
と
考
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え
、
不
完
全
な
が
ら
閏
月
を
配
置
し
た
暦
法
を
も
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
五
太
陽
年
Ⅱ
一
八
三
○
恒
星
日
Ⅱ
六
一
一
朔
望
月
Ⅱ
一
八
六
○
テ
ィ
テ
ィ
と
い
う
関
係
が
基
本
と
さ
れ
る
。
ロ
ギ
リ
シ
ア
・
バ
ビ
ロ
ニ
ア
両
要
素
並
立
の
時
代
（
消
略
）
。
囚
ギ
リ
シ
ア
要
素
の
時
代
（
西
暦
五
○
○
年
か
ら
西
暦
一
五
○
○
年
頃
）
。
ギ
リ
シ
ア
天
文
学
を
韮
本
と
し
な
が
ら
も
、
い
っ
た
ん
イ
ン
ド
化
さ
れ
た
の
ち
は
ギ
リ
シ
ア
要
素
を
受
け
つ
け
ず
、
イ
ン
ド
内
部
の
も
の
と
し
て
発
展
し
て
い
っ
た
。
古
代
イ
ン
ド
肢
大
の
自
然
科
学
者
ア
ー
ル
ャ
バ
タ
が
職
場
し
た
の
は
、
こ
の
時
期
の
初
期
の
こ
と
で
あ
る
。
ラ
ー
フ
と
ケ
ト
ゥ
が
月
の
交
点
上
の
怪
物
と
し
て
Ⅱ
．
月
食
を
お
こ
す
、
と
い
う
観
念
が
定
蒲
し
た
の
も
こ
の
時
代
の
こ
と
で
あ
る
。
伽
イ
ス
ラ
ム
要
素
の
時
代
（
一
六
世
紀
の
ム
ガ
ル
朝
の
時
代
か
ら
イ
ギ
リ
ス
（一一一八）
の
柿
民
地
化
ま
で
）
。
イ
ン
ド
と
イ
ス
ラ
ム
諸
国
と
の
交
流
は
も
っ
と
以
前
か
ら
あ
る
が
、
イ
ン
ド
が
イ
ス
ラ
ム
天
文
学
の
優
越
性
を
認
め
た
の
は
ず
っ
と
後
の
時
代
で
、
そ
れ
が
定
若
し
な
い
う
ち
に
、
西
洋
の
新
天
文
学
が
イ
ギ
リ
ス
か
ら
入
っ
て
き
た
。
さ
て
、
「
月
の
交
点
と
Ｈ
・
月
食
を
お
こ
す
ラ
ー
フ
・
ケ
ト
ゥ
と
の
一
体
化
の
妓
後
の
ス
テ
ッ
プ
は
き
わ
め
て
論
理
的
で
あ
る
」
と
Ｗ
・
ハ
ー
ト
ナ
ー
（
国
閏
召
の
Ｃ
は
い
う
。
彼
は
そ
の
「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
・
イ
ス
ラ
ム
図
像
表
現
に
お
け
る
白
道
上
の
擬
似
惑
星
交
点
」
と
い
う
論
文
で
、
イ
ス
ラ
ム
の
日
・
月
食
を
お
こ
す
怪
物
ジ
ャ
ウ
ザ
ー
ル
が
語
源
的
に
も
図
像
表
現
上
も
、
ラ
ー
フ
・
ケ
ト
ゥ
の
影
響
（一一一九）
下
に
成
立
し
た
こ
と
を
主
張
す
る
。
そ
し
て
「
惑
星
と
し
て
の
一
父
点
」
と
題
す
る
一
節
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
日
・
月
食
を
お
こ
す
月
の
二
交
点
は
一
八
年
（
サ
ロ
ス
周
期
）
で
地
球
を
一
回
転
す
る
こ
と
か
ら
、
惑
星
と
の
並
行
関
係
が
暗
示
さ
れ
る
。
そ
し
て
その公転の周期の点でその一一交点上の仮の天体（惑凧）は、木凪（公転周期約一一一年）と土星（約三○年）との間
に
位
樅
し
て
い
る
と
さ
れ
た
。
た
だ
そ
の
述
動
の
力
向
は
、
〃
水
物
の
〃
惑
星
と
は
反
対
向
き
に
Ⅲ
る
と
さ
れ
た
。
だ
が
、
い
つ
、
ど
こ
で
月
の
交
点
を
Ⅱ
．
乃
食
を
お
こ
す
仮
の
惑
星
と
し
て
考
え
る
結
合
が
生
じ
た
か
を
正
碓
に
述
べ
る
こ
と
は
附
難
だ
。
ギ
リ
シ
ア
後
期
の
占
晶
術
に
お
い
て
同
様
な
傾
向
を
脂
摘
で
き
る
が
、
そ
の
観
念
は
イ
ン
ド
に
お
い
て
十
分
に
発
展
し
た
。
紀
元
六
世
紀
の
イ
ソ
ド
の
天
文
学
者
（
ラ
ー
ハ
ミ
ヒ
ー
ラ
は
そ
の
著
書
に
お
い
て
、
ラ
ー
フ
・
ケ
ト
ゥ
神
話
と
月
の
一
一
交
点
と
日
・
月
食
の
科
学
的
剛
論
を
関
連させて論じている。そして正統化惑星にラーフとケトゥを加えた九惑星像（ｚｍぐ鑓日宮）が、紀一兀八’九世紀に
は
つ
く
ら
れ
て
お
り
、
イ
ス
ラ
ム
の
イ
コ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
そ
う
し
た
〃
付
加
的
な
〃
惑
星
が
登
場
す
る
よ
り
も
か
な
り
早
い
。
イ
ン
ド
の
初
期
の
占
星
術
の
文
献
に
は
、
月
の
交
点
の
惑
星
と
し
て
の
性
格
に
つ
い
て
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
私
（
ハ
ー
ト
ナ
ー
）
は
、
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写真Ｉナーヴァグラーハ（九惑星）
左から月，太１場，水星，金星，火星，木星，土星，
右端にあるべきケトゥの像は脱落している。
Hartner，１９３８，１２４より転載
像
そしてラーフ。
六’七世紀頃にインドで月の交点を擬似惑星とし
て
と
ら
え
る
こ
と
が
一
般
化
し
た
と
仮
定
す
る
。
占
星
術
家はこの擬似惑星に不安感を示し、軽んじて呼ば
れることを嫌がった。だが芸術家はそうした心理
的重圧にとらわれず、自由にそれを表現した」。
更に、サンスクリット語で「光り、明るさ」を表
すケトゥは天体現象では「彗星や流星」であり、
それがラーフの尾としてＨ・月食をおこすと考え
られるのには矛盾がある。これをハートナーは、
「月食で太陽の光りを奪うのは月そのものである
ということが知れわたるにつれ、月の光りと豊穣
性に関する観念が中性化して、ケトゥと日・月食
（四○）
をおこす怪物が結びついた」と述べる。その妥当
性について筆者は今のところ保留したい。矢野道
雄によるインド天文学書『アールセハティーャ』
の解説には、日・月食とラーフとの関りが次のよ
（四一）
うに述べられている。「日・月食はラーフがおこ
すという伝統的な考え方をアールャパタ（紀元四
七六年生れ）は、『地球の影』という一一一一口葉ではっ
き
り
と
打
ち
破
っ
た
。
紀
元
七
世
紀
の
プ
ラ
フ
マ
グ
プ
タ
も
こ
の
こ
と
は
知
っ
て
い
た
が
、
伝
統
に
も
と
る
こ
と
、
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（四二）
ハートナーは一一一向う。「イスラム占星術の文献のなかには、意図的に交点の惑星としての解釈を無視しているＪもの
が
あ
る
が
、
こ
れ
と
は
反
対
に
そ
れ
を
き
わ
め
て
当
然
だ
と
ふ
な
し
て
い
る
Ｊ
も
の
し
あ
る
。
だ
が
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
占
星
術
ほ
ど
重
要
な
地
位
は
与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
」
と
。
Ｓ
・
Ｈ
・
ナ
ス
ル
に
よ
る
と
、
イ
ス
ラ
ム
中
世
を
代
表
す
る
自
然
科
学
者
、
宗
教
家
、
占星術師のアル・ピールーニー（之１国己曰、西暦九七一一一’一○五一年）には、自然科学者としては月の交点上の怪
物
を
否
定
し
、
占
星
術
家
と
し
て
は
そ
れ
を
肯
定
す
る
矛
盾
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
一
方
で
は
イ
ン
ド
の
占
星
術
を
評
し
て
次
の
よ
う
（四一一一）
にいう。「七惑星については我々アラビア人との違いはない。彼らはそれをグラーハ（の日ロロ）と呼ぶ。そのうちの
水
星
、
金
星
、
月
は
吉
を
あ
ら
わ
し
、
の
：
口
舌
、
田
富
と
呼
ば
れ
る
。
そ
し
て
土
星
、
火
星
、
太
陽
は
不
吉
で
、
【
己
日
、
国
富
と
平
Ｉ 
Ｌ 
Ｏ 
ァ
「
ル
ャ
パ
タ
を
批
判
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
い
た
の
で
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
Ｉ
月
食
の
時
に
は
地
球
の
影
と
同
じ
大
き
さ
の
ラ
ー
フ
が
月
の
軌
道
上
に
位
置
し
て
地
球
を
陰
ら
せ
る
。
日
食
の
時
に
は
月
と
同
じ
大
き
さ
の
〈
ラ
ー
フ
〉
が
太
陽
を
陰
ら
せ
る
Ｉ
昌
括
田
富
と
呼
ば
れ
る
。
そ
し
て
土
星
、
火
星
、
太
陽
は
不
吉
で
、
【
己
日
、
国
富
と
呼
ば
れ
る
。
後
者
の
な
か
に
本
当
の
星
で
は
な
い
が
竜
の
頭
（
ラ
ー
フ
）
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
」
。
だ
が
他
方
、
占
星
術
で
人
間
の
運
命
に
最
も
好
都
合
な
昂
揚
物
成
服蛎の説明表のなかに彼は、怪物竜と尾の位世を示しているのである。
上
よ
ナ
ス
ル
は
そ
れ
を
「
奇
怪
な
こ
と
」
だ
と
い
い
、
ハ
ー
ト
ナ
ー
は
「
後
世
の
写
（四四）
瑚孤本家の書きこゑだろう」と一一一一口っている・だが、ケ・フラーあたりの天
の
１
月鍋文学者が実は占星術で生計をたてていたことを思えば、アル・ビー
Ⅲ四ルーニーに見られる「矛盾」もそう大したことではないであろう。
川川ナスルは、日・月食をおこす怪物は当時の占星術では普通のこと
う帥だと述べている。イラストⅢは、アブ・マシャールの《己の富岳日の
ィＨ○・日目三・日宮の．．（一五一五）に見られる「月の交点上の怪物」の
姿である。黄道と白道の交差する一一点に、頭と尾を巻きつけたこの
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怪物竜のイメージは、まさにラーフとケトゥのイメージそのものである。
アル・ピールーーーーはインドでは七惑星をグラーハと呼ぶと言っているが、これはイソドのごく一部でしか妥当性
（四五）
が
な
い
よ
う
だ
。
ス
ト
ッ
ト
レ
イ
夫
妻
の
（
〕
国
冨
の
項
の
説
明
は
次
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
。
「
語
根
の
、
国
声
は
と
ら
え
る
こ
とを意味する。つまり、犠牲者を〃とらえ、あるいは懲依する〃悪魔で、病気、狂気をもたらす。グラーハには種点
の
型
が
あ
り
、
特
定
の
場
所
、
時
間
に
供
物
を
そ
な
え
て
宥
和
さ
れ
る
べ
き
存
在
で
あ
る
。
後
期
の
神
話
で
は
、
占
星
術
に
元
づ
き
人
間の生命をとらえ、またそれに影響をおよぼす惑星と結びついた。だがそうした神話は地域が限定されていて、内
容
も
一
致
し
な
い
。
時
に
グ
ラ
ー
ハ
は
人
間
に
良
い
こ
と
を
な
す
が
、
大
部
分
は
悪
影
響
を
、
も
た
ら
す
。
グ
ラ
ー
ハ
は
旅
人
や
寂
し
い
場所、湖・池のそばなどに住んでいる人には危険である。九惑星のうち、ラーフは日・月をとらえ、ケトゥが彗星
と
し
て
大
災
厄
を
も
た
ら
す
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
同
じ
く
、
グ
ラ
ー
ハ
は
不
吉
な
き
ざ
し
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
惑
星
は
植
生
に
も
影
響
を
与
え
た
か
ら
、
朔
望
月
の
特
定
の
日
の
食
物
の
選
択
に
は
注
意
が
は
ら
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
。
現
代
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語で日・月食のことを（の①吋冨目．と呼ぶが、これは勿論サンスクリット語の（の国冨・から派生した言葉である。
（四一Ｃ
標準ジャワ語では《の国富》あるいは、・の国富ロ⑬》と呼び、これ、屯同様である。サンスクリット語の「とらえる、
つく」という意味の⑦田園は、日・月食をさす表現だけでなく、インドネシア諸語のその他の表現にも管見され
る。「何かとらわれたしの、例えば戦利品、略奪品など」を表すサンスクリット語の《の国富》は、カロ（パタック）
族の《の国富》（科料、罰金）のなかにあらわれている（ジャワ語、パリ語も同様）。カロの《の①国富・は同時に日・
（四七）
月食をも表す。「意図的に悪事をなす」意味を、もつジャワ語の《ｚ房四国》》《ご国涛胃四》は、二ｍ｝富国》（悪事）と同じ。
後者は、「強制する」の意味である古代ジャワ語の《、亀涛山国》であるが、サンスクリット語で●もぬく】圃国》（要求す
（四八）
る）という。これはまた、《⑫『一百国の国冨．（強制的奪取）で○もある。ジャワ語の巾の一猪国富‐用・宙》は石切人、彫
刻家伝説をそのうちに含んでいる。つまりサンスクリット語で、銅冒》（石）、（の国冨》（とらえる）で、閃目》は
（四九）
ジャワ語で「窪地」であるから。また古代ジャワ語で、《嵐山弩の⑪色。且〕色．とは「悪い星にとらえられる」ことであ
（五○）
る。それはサンスクリットの（缶くの⑩②．（悪鬼の愚依）と、《⑦国富》（惑星）である。スキートは、マレイ半島のプ
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カン（勺の丙目）では、月食をおこす怪物そのＪものＪもゲルハナ（の①吋嵐目）と呼ばれていることを示している。
セイロンのシソハリ人の占星術においては、九惑星は現在でも重要である。その九惑星とは、閃四己（太陽）、○冨已‐
・国（月）、【巳幽（火星）、国巨：（水星）、の戸日（木星）、の日戸田（金星）、の目〕（土星）、閃：口（月の昇交点）、【の目
（月の降交点）である。シンハリ人の間ではァ今農村よりＪも都市部でよく占星術が用いられている。結婚、選挙の
月の決定、議会の召集、僧の得度式などは占星術の判断で決められる。スリランカでは男性も女性もその誕生時の
ホロスコープを持つが、女性は初潮の時に第二のホロスコープをｊもつ。そして彼の運命を左右するのは第一と第一一
（五一一）
の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
の
ど
ち
ら
で
あ
る
か
が
問
題
で
、
結
婚
の
準
備
の
た
め
に
女
性
の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
は
入
念
に
調
べ
ら
れ
る
。
カ
ン
ポ
（五一一一）
ジアでｊも九惑星は重要で、それぞれが支配する動物と属性、曜日をｊもつ。弔円：脾膏（太陽）、ライオン、金でおお
われた貴重品、日曜、厚呂の冨口（月）、虎、銀でおおわれたガラス、月曜、囿国ロレロ鴇田（火星）、豚、青、火曜、
句日丘囿員（水星）、ロ．〈、薄い色、水曜、旧日戸田国富、（木星）、象、赤、木曜、尼Ｈ島、Ｃ炭（金星）、孔雀、緑、金曜、
祠円昌の目（土星）、水牛、青、土曜。これ以外にアシュラに保護され、神々に敵する二天体がある。卑農肉：臣、
ガルーダの王、黄色、勺『島尻の【・目冨邑の鳥○Ｃ自己の凹具（不明）、』金色。最後の一一天体が月の二つの交点で、ラー
プ
と
ケ
ト
ウ
で
あ
る
こ
と
は
言
う
を
ま
た
な
い
。
マ
レ
イ
の
占
星
術
に
は
ア
ラ
ブ
の
影
響
が
暦
然
と
し
て
い
る
。
マ
レ
イ
の
占
い
に
は、カティカ・リマ（【昌一百回日四、一日を五つの時間帯にわけ、それをヒンドゥーの神々にわりあて、五日周期
でくり返す）がまずあげられる。これはジャワのモソチョ・パット（五曜とそれに対応する方位、属性、職業などの
く
み
あ
わ
せ
）
と
基
本
的
に
は
同
じ
考
え
方
に
基
い
て
い
る
。
マ
レ
イ
の
カ
テ
ィ
ヵ
・
リ
マ
は
イ
ス
ラ
ム
の
神
々
を
用
い
て
な
さ
れ
る
ことｊもある。更に、七惑星を用いて占うカティカ・トゥジョー（【臼房色曰巳・ロ）がある。これは一日を七つの時間
帯
に
わ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
太
陽
、
金
星
、
水
星
、
月
、
土
星
、
木
星
、
火
星
を
配
置
し
て
七
日
周
期
で
回
転
す
る
。
七
区
分
は
そ
れ
ぞ
れ沢山に分れ、妥当な職業とＪも結びつく。獣帯の各宮の呼称法もアラビアのそれを採用しており、二八星宿Ｊもアラ
（五四）
ビア風だが、かなり誤解して用いられている。マレイーの占いには、ラーフ、ケトゥは登場しない。
この章の最後にキールティムカ（【】『再日日百）という魔除けの由来を述べておこう。かつてジャランダラ（］巳目‐
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昏四国）という巨人王がいた。厳しい苦行によって彼は他に対抗しえない力を身につげた。そしてその力によって神
掩を追いだし、彼による新秩序をつくろうとした。ジャランダラはラーフを派遣して、世界の創造者であり、その
維持と破壊をなすシ翁〈神に挑戦した。その時シ標〈は結婚するための苦行をおこなっていた。彼の不死のシャクティ
である女神は彼と離れている間に生れかわり、ヒマーラャ（国圓山｝亀色）の美しい娘の。〈－ルヴァティー（厨２日］）
という名前をもらっていた。ラーフはシ簿〈に、彼が．ハールヴァティーをあきらめ、彼女をジャランダラに渡すよう
一一一一口った。ジャランダラにとって「一一一界の美女」（自己Ｃ巨日‐の目目国）を得ることは、神倉に対する彼の勝利を意味し
ていた。ラーフの伝える要求を聞いたシバは、眉間の第三の目（し）＆‐○島国）から恐ろしい弾丸を発射し、それは
すぐにライオンの頭をした悪魔に変わった。ラーフはシバの放った悪魔に肝をつぶし、怒れる半ライオンの突進に
たまらず、シバの衣類のなかに隠れた。シ今〈はラーフを許したが、半ライオンは獲物にありつけずイラだった。そ
こでシバは半ライオンに彼自身の体を食べるよう命じた。半ライオンは自分の手も体も食べ顔だけが残った。その
怪物はシバ・ルードラ（、三国ｌ肉且国、罰巨国Ⅱ呪える者）という形でのシバの破壊性を示すものである。半ライオ
ンはシバの子供として認められ、その後胃Ｈ三日目富（栄光の顔）と呼ばれた。キールティムヵはシ傘〈自身の特別
の表象で、シバを祀る寺院の架台におかれた行）。その後キールティムカは同じ機能をはたす一対の魚の怪物（冨四‐
百国、ワーー）と並置されることが普通になった。彼らの存在で病気や死をもたらす悪魔は退散される。だがそれは
特にラーフに対する怒りをあらわしているという。ジャワにおいてキールティムヵは、あらゆるところに棲む悪鬼
（五五）
に対抗するものとして一般的になった。あるいはラーフは恐ろしい女神のマーリーチ（三凹同】ａ）に仕えるという。
彼女臆三つの顔をもち、そのうちの一つは豚の鼻である。七頭の豚にひかれた車に乗り、動物の鼻口をもった女神
たちと、ラーフに従われている。彼女の属性は落雷、鉤、矢、針、アショカの弓、ヒモなどで海諒）（蝿）。
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（五七）
大林太郎教授は「東南アジアの日蝕神話の一考案」と題する論文において、わが国のアマテラスの岩一Ｆ隠れの神
話を解く鍵を、モン・クメール系の原アウストロアジア人の日・月食神話に求めている。大林教授は、天体に関す
る観念の分布の大綱を呈示したＬ・フロベニウス（句【◎すのロ旨切）の業績を高く評価しながら、太陽と月の性別の問
題と日・月食の起源神話との関りに焦点を絞ってゆく。そして、モン・クメール語族の人々の日・月食神話のモチ
ーフを次のように整理している。Ｈ日と月は。①ｍ・旨菖禺①局であり、その下にまだ一人の弟或は妹がいる。ｐそれ
は極めて行いが悪い。曰そのため、日、月は死後、（天体の）日、月となるがその悪い弟妹は怪物乃至妖星となる。
四日蝕或は月蝕は彼または彼女のためにおこる。このモチーフと日本の天岩屋神話との顕著な一致は歴然としてい
る。「古事記』では黄泉の国から生還したイザナギの涙ぎの際、イザナギの左右の眼および鼻から、日神アマテラ
ス、月神ツキスミ、そして乱暴者のスサノウが生まれた。そのスサノオの乱暴にアマテラスは怒り天岩屋に隠れる
と、世界は闇にっつまれ災厄に襲われる。大林教授は「この一致は偶然とは考えられない、歴史的な系譜関係をも
つものに違いあるまい」と両者の文化的親縁関係を推定している。このモン・クメール語族の日・月食の起源神話
は、太陽を飲染こむこと以外はヒンドゥーのラーフと殆ど関係がない。ラーフはヴェーダ神話には登場しない（喝
参照）。大林教授は、かつて北部・中部インドの大部分を占めていたムンダ語族において、日、月の○の印◎旨菖旦の円‐
【目、篇一一鷺一目の観念と邪悪な太陽あるいは月の説話の存在を指摘して、その後インドの主流となってゆくドラヴ
ィダ系のラーフ神話が各地に受容されていったと推定している。ただ大林教授は日女、月男という性別に固執し過
ぎている傾向があって、その反対の日男、月女という関係も元点は日女、月男であったとやや強引に主張してい
る
。
ま
た
、
モ
ン
・
ク
メ
ー
ル
系
の
日
・
月
食
神
話
の
日
本
へ
の
伝
播
の
確
か
な
証
拠
に
つ
い
て
は
教
授
自
身
も
保
留
し
て
い
る
。
大林教授の若き日の力のこ〕もったこの論文は、我々後進に大きな示唆を与えてくれる。日、月の①、Ｃ亘「】普曾の
三
、
日
・
月
の
対
立
と
接
近
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観念が日・月食神話の根底にあるという意味で、筆者は大林教授の切り拓いた問題を更に発展させたい。ただ筆者
の狙いは人類文化史の復源あるいは文化の系統を明らかにすることではない。日・月食という天体現象がいかにあ
る
文
化
の
な
か
で
理
解
さ
れ
、
神
話
、
儀
礼
、
社
会
関
係
と
い
う
文
脈
の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
私
の
目
的
で
あ
る
。
「
Ｒ
・
ヤ
ー
ニ
ブ
ソ
ソ
と
初
め
て
交
し
た
と
記
憶
す
る
会
話
の
ひ
と
つ
は
、
様
為
な
言
語
や
神
話
が
月
と
太
陽
と
の
対
立
を
ど
の
よ
う
な
方
法
で
標
示
し
て
い
る
か
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
」
と
い
う
回
想
で
始
る
Ｃ
・
レ
ヴ
ィ
Ⅱ
ス
ト
ロ
ー
ス
の
「
天
体
の
性
別
」
は
、
こ
の
章
の
私
の
方
法
論
を
的
確
に
ま
と
め
て
く
れ
る
。
レ
ヴ
ィ
Ⅱ
ス
ト
ロ
ー
ス
は
き
わ
め
て
限
定
さ
れ
た
資
料
（五八）
か
ら
の
仮
説
で
あ
る
と
断
り
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
○
世
紀
初
頭
に
か
け
て
神
話
学
者
達の心を奪い、しかもその後はすっかり忘れられてしまった問題に、新たな関心を呼びおこすために提起された仮
説
で
あ
る
。
「
両
天
体
は
区
別
さ
れ
て
い
る
か
い
な
い
か
。
別
で
な
い
と
す
れ
ば
、
太
陽
が
月
の
一
様
態
で
あ
る
か
ま
た
は
そ
の
逆
で
あ
る
。
別
だ
と
す
れ
ば
、
違
い
は
性
に
よ
る
か
性
以
外
の
も
の
に
よ
る
。
性
別
に
よ
る
と
す
れ
ば
、
太
陽
が
男
性
、
月
が
女
性
、
ま
た
は
そ
の
逆
、
い
ず
れ
に
し
て
も
関
係
は
夫
妻
、
兄
妹
、
あ
る
い
は
両
関
係
が
重
な
る
。
遠
い
が
性
に
な
い
場
合
は
、
両
天
体
共
に
二
人
の
女
か
二
人
の
男
で
、
各
々
性
格
や
能
力
で
対
立
す
る
。
こ
の
対
立
が
弱
ま
っ
て
、
二
人
の
ど
ち
ら
か
一
方
が
そ
の
個
性
を
失
っ
て
一
種の代役になり下ってしまうこともある。その時は二者択一の最後の鎖は最初の鎖に通じて、実質的にシステムは
閉
鎖
し
て
い
る
。
…
…
二
項
方
式
に
よ
る
モ
デ
ル
化
に
、
更
に
個
念
の
次
元
に
意
味
論
的
函
数
の
変
異
体
が
配
列
さ
れ
う
る
。
遠
近
と
い
う
観
点
で
は
、
両
天
体
は
合
体
し
て
い
る
か
、
近
い
か
、
中
間
距
離
か
、
遠
い
か
、
別
々
か
の
い
ず
れ
か
に
な
り
う
る
。
性
に
即
し
て
象
れ
ぱ
、
両
者
と
も
男
性
か
、
男
と
女
も
し
く
は
共
に
両
性
具
有
か
、
あ
る
い
は
共
に
女
性
で
あ
り
う
る
。
更
に
家
族
関
係
、
話
の
展
開
が
最
後
ま
で
一
定
の
関
係
か
、
あ
る
い
は
途
中
で
変
わ
る
か
な
ど
の
函
数
を
考
え
ら
れ
う
る
。
。
：
…
そ
し
て
そ
こ
に
現
れ
て
く
る
軌跡間の意味論的関係を比較することによって、意味、地理、歴史の三相を統合する期待がもてる。現実の問題は
こ
の
仮
説
で
処
理
し
え
な
い
ほ
ど
複
雑
で
あ
る
が
、
天
体
の
性
別
が
神
話
の
上
で
孤
立
し
た
問
題
で
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
太
陽
も
月
も
神
話
は
素
材
の
各
々
に
意
味
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
素
材
を
通
じ
て
自
ら
意
味
を
表
し
て
い
る
」
。
レ
ヴ
ィ
Ⅱストロースのこの仮説は、『テーブルマナーの起源（神話学第Ⅲ巻）』の第Ⅳ部「カヌーによる月と太陽の旅」の
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大林教授は、「インドに於ては、日・月を。の⑫呂菖、訂『だと見る考えは欠け、ましてラープをも、その○の、：‐
急萬の『の一員だと考えるような説はない。（先に述べたモン・クメール語族の日・月食神話における）天体のコン
する）。
（五九）
なかで見事に生かされている。種念の函数で記号化された太陽と曰却のカヌーによる川の上流と下流への旅は、空間
軸では婚姻関係を、時間軸では昼と夜の交替を意味するとされる。虹、冬の雲、天の川、日・月食といった現象は
時間軸に関るコード群で、空間軸と同一の位相に位置づけられうるという。
マレイ半島の原始的な狩猟採集民のチェウォン族は、プロト・マレイ系の人交であるが、人口わづか一○○人ぐら
いの小集団である。彼らの宇宙は大地を含めて八層より成っている。第一から第六層までが天空の領域で、太陽や
月の運行、雲、雷、稲妻などの自然現象がおきるのは第六層とされている。第七層は海に囲まれた人間の世界であ
る。地下の第八層は死者の世界であり、また始源の蛇のいる世界でもある。チェウォソ族には、夜と昼の交替は次
のように説明されている。太陽と月は姉妹で、太陽が年長であった。星々は月の子供たちである。昔を太陽にも子
供たちがいた。多くの小さな太陽が昼間空にあったので、地上（第七層）はとても暑かった。ある日、月は自分の
子供を髪の結び目に隠して昼寝をしていた。太陽はそれを見て、子供はどうしたのだとたずねた。月は自分の子供
を全部食べてしまった、何故お姉さんもそうしたいのかと太陽に言った。太陽は月の言う通りに、自分の子供を食
べてしまった。すると月はすぐに自分の子供たちを空に放った。だまされたことを知った太陽は月を追いかけた。
それ以来太陽は空の上と地の下を妹の月を追いかけ続けているが、追いつくことはできない。だが人☆は、地上が
そんなに暑くなくなったので大いに喜んだ（囚）。この神話は隣接する「オラン・アスリ」グループの人をも共有し
（六○）
ている。とにかく、チェウォン族は病気、不幸を暑い太陽のせいにする。この喝では日・月食について何Ｊも言及さ
れていないが、太陽が月に追いついた時に天体食は起きると考えてよいだろう。喝で興味深いことは、太陽は月の
好計にあって次食に自分の子供を飲みこんでしまうことである。そして月を追いかける（飲みこもうとする）。太
陽は地下の世界までをも追いかけ、そのことによって地上に夜が訪れるようになる（月は星をひきつれて夜を支配
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（一〈一）
ステラッィオーソの形式は、あくまでｊも非インド的な土着のＪい）のである」と述べている。だが教授はまた、ハイネ
・ゲルデルンｅＣ一二①’○の己の『ロ）を引用して、ラーフ、カルマーサ。ハーダス（【凶］ロ］凶⑫四日目、）、ハヌマン（因目巨‐
（一〈一一）
日目）それにガルーダ（・色【臣：）は思想的に非常に近いｊものがあると指摘する。大林氏はその結果ラーフをドラヴ
ィダ系の悪魔と推論してゆくが、筆者は太陽鳥カルーダの性格を問題としたい。Ｈ・ツィソマー（屋目三国）は、
その鋭い爪で蛇をとらえるガルーダ像に、天と地の象徴的対立の祖型を読みとる。「インドにおいて太陽のギラギ
ラする熱は地上の水を乾燥させ、金毛色の空の支配者（ガルーダ）は無慈悲にもすべてを育てる地上の液体の体現
者（蛇）を攻撃する。ガルーダの語源は飲みこむことを意味するロュである。蛇の絶滅者としてのガルーダは、蛇
毒に対抗する呪力をもつとされ、オリッサ地方では蛇毒に苦しむ人はガルーダ鳥を飾る大寺院の柱に身をすりよせ
（一〈一一一）
た」。清野謙次はミナンカバウの日・月食観を次のように述べている。「太陽は力強い男で、月は弱い女性である。妊
婦が太陽を夢見ると男児が、月を夢身ると女児が生れる。この両天体が病気に罹れぱ蝕である。月蝕を困巳：留固
（月の病い）、日蝕を言質呂胃一段嵐（日の病い）という。その他の原因として、ガルダと称する七つの人頭を有す
（
Ｕ
・
る龍が天体を一部分、あるいは全部飲みこむと蝕を生ずるとされるが、インド渡来らしい」（、）。ミナンヵ．ハゥ人
《Ｕ
の日男、月女の観念は大林氏の仮説と異なるし、チェウォソ族の日・月姉妹関係とｊい）異なる。田の後段の「ガルダ
と称する七つの人頭を有する魂」についてはもっとあとで検討しよう。更に清野は、アチェ人の間では、月は太陽
の妹で、日食は太陽が月と近親相姦を犯していると報告している。妊婦は日・月食の時戸外でこれを見てはならな
い。胎児に有害であるとされるから。日・月食は日・月の近親相姦でおきるから、国土に大災厄がおきるとされて
いる。ところがこのことはｓ・フルフローニニ（国員囚Ｃａの）の『アチェ人』（一九○六）では知られていない。
アチェ人の間の支配層はイスラムの教義どうり、日・月食を神の顕現として冷静に対処するが、村の人為は悪魔が
日・月を飲みこんだとして、大騒ぎをし、宗教歌を歌って傷ついた天体をなぐさめ、あるいは悪魔を追いはらうた
にめに天体銃を発射するｐお守りや護符もよく用いら潅弛）（、）・
先のツィソマー説は少なくと』もインドネシアの日・月食神話の解釈に有力な視点を提供してくれると、筆者は思
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う。それはインドネシアのコスモロジＩに関る問題であるが、まず、東インドネシアのケダン（瞬の：厨）族の場
合を検討してふよう。Ｒ・ニーダム（ｚの①臣四日）の指導を受けたＲ・バーンズ（園目、）は、ケダンの「全体的社
会事実」の分析をめざす。フローレス島東部のルソバタ島に住むケダン族は、トウモロコシを主食とする農耕民で
ある。ケダンのコスモロジーは天と地の対比のうちに存在しているが、天は神点の領域であり、神占の名前は東イ
ンドネシアの他の地域の入念と同じく「太陽・月」（口伝１円。）・）より成っている。ウラ・ロジョは月・太陽の意味
であるが、太陽に相当する言葉は月Ｐの国言巳目）・に勝る。現在海岸部に住むケダン族の故地と糸なされている
ラマホロットＰｍＢ骨。］。（）族では、ルラ・ウランは天空、上界をあらわしヘタナ・エカン（日湧目国富ロ、下界、
大地）と対比されている。だがケダンにはタナ・エヵソに相当する言葉がないが、［天空、上界亜大地、下界］とい
う対比は存在し、その象徴性もラマホロットと変らない。ケダソでは宇宙は大地の上に七層、下に五層あるとされ
る。人間はこの世で死ぬと下の層に行き、そこで死ぬとまた下へ行く。最後の五層で死ぬと人の体は魚になり、魂
は天界へ行き、段々と生まれかわって現在に至る。大地は生命、豊穣、富を地上に与えてくれる。下界に棲むレウ
・トゥァンという蛇は、虹とか天空の輝きでその富を地上にもたらし、それが時尭貴重品として人間の手に入る。
大地は存在を生誕天界は存在を規則化する。ケダソの創世神話では、天と地は最初近くにあったとされる。人奇
はしばしばビンロウジュや椿樹の気根を通じて天に登り火を手にいれた。だがある理由（不明）から彼らはその気
２
 
根を切り、天と地が分離した（四）。レウ・トゥァン蛇の頭上にある椿樹とは、満月の模様とされる椿樹の｝」と・東
インドネシアでは一般に大地をうるおす雨は月の性液と信じられている。ケダンにおいて天と地の性交という観念
は明確ではないが、空がかつて大地の近くにあったことはインセストの問題と結びついている。実際ウラ・ロジョ
（月。太陽）はインセストの下品な表現である。雲が山に低くたちこめてくるのは始源のインセストの状態だとさ
れる。インセストを除去する儀礼では椿樹の気根が重要な象徴性をおびている。大地と空の分離（椿樹の気根を切
るという原罪）は、この世の秩序の成立の第一歩であるとされている。ウラ・ロジョは大地と対比されると、天
界、天体として男性をあらわす。だが太陽と月は別個の天体であると認識されていることも事実で、その時両者の
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性別は日男・月女とするものと、日女・月男とする見解もあり明確ではない。太陽と月が争って地上に人間をおろ
す競争をして、結局太陽の方が文化英雄プラウ・ラマ・レヵソ（勺巳目冒曰国尿冒ロ、）を生みだすとされる。こ
の文化英雄誕生認での太陽と月の争いは、今のところ日・月食神話と結びつかない。独立した天体として太陽は重
要
で
は
な
い
が
、
月
は
妊
娠
、
人
間
の
成
長
、
潮
汐
な
ど
と
関
る
と
さ
れ
、
ま
た
多
く
の
隠
楡
的
表
現
が
月
の
位
相
の
変
化
よ
り
得
ら
れている。ケダンの月食［ご旨冨凹示（月の死）］の起源神話は明らかでないが、それは重要な人物の魂を奪うとさ
〃
れている（恥）。月の死の時人々はゴングをならし騒音をたてる。入念は月がその生命を取り戻すよう祈る歌を歌
う
。
「
月
よ
生
き
返
れ
／
月
よ
帰
っ
て
こ
い
、
帰
っ
て
こ
い
／
月
が
戻
っ
て
き
た
」
。
だ
が
陽
気
で
楽
し
げ
な
歌
か
ら
は
、
彼
ら
が
本
当
に月食を恐れているとは思われない。一方日食がおきても人斉は何もしないという。バーソズによると、一九二二
年にボルネオで日食を見たマリンクロヅト（冒國一盲ＯＢ烏）は、原住民のなかでゴングを鳴らした者もいたが、彼が
（六五）
一九二○年に目撃した月食時の大騒ぎとは比べものにならなかったとのことである。
バ
ー
ン
ズ
が
よ
く
似
た
世
界
観
を
も
つ
と
い
う
ボ
ル
ネ
オ
の
ガ
ジ
ュ
・
ダ
ャ
ク
族
で
は
、
日
・
月
食
は
シ
ラ
イ
と
い
う
片
側
人
間
の
試練の物語の結論部分で展開される。原文は長いので、三部にわけて要約し垂砿）（配）。Ｈ「シライの誕生」・太古
に
お
い
て
至
高
神
マ
（
タ
ラ
は
一
対
の
男
女
に
上
界
を
た
っ
て
世
界
の
川
辺
（
こ
の
世
）
へ
降
り
る
よ
う
命
じ
た
。
男
は
賢
明
な
王
と
な
り
妻
は
美
し
い
女
児
を
生
ん
だ
。
彼
女
は
非
常
に
美
し
い
少
女
に
成
長
し
、
月
の
主
で
あ
る
ジ
ャ
グ
ガ
と
結
婚
し
た
。
ジ
ャ
グ
ガ
は
月
の
上
で
藤
ら
し
て
い
た
が
、
新
月
の
時
に
若
妻
の
許
に
や
っ
て
き
た
。
し
か
し
妻
の
妊
娠
に
よ
っ
て
性
交
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
次
第
に
ジ
ャ
グ
ガ
は
不
機
嫌
に
な
っ
た
。
そ
し
て
妻
の
許
に
通
う
こ
と
を
止
め
る
と
宣
言
し
た
。
妊
娠
中
の
妻
を
捨
て
る
こ
とは．ハリ（禁忌）であり、、くりを犯せば子供は怪物の姿で生れるとされていたので若妻は必死に夫を説得した。だ
がジャグガは七本の矢を妻に渡し、子供が男の子であったら年頃になった時それを渡し、天上の自分を訪ねてくる
よ
う
に
と
言
い
残
し
た
。
妻
は
そ
の
後
男
児
を
生
ん
だ
が
、
果
た
し
て
怪
物
の
子
供
だ
っ
た
。
手
足
が
身
体
の
片
側
し
か
な
い
子
供
で、そのため母親はシライ（片側の人）と名づけた。ロ「シライの試練」。成長したシライは母親に自分の父親のこ
とをたずねた。母は事情を話し、まず伯父のジャグカラグ・マタナンダウ（太陽の主）を訪ねるようすすめた。シ
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この片側人間シラィの物語とその筋立が酷似した物語が、スマトラの卜謬（。．〈タック族より報告されている・禁
忌の侵犯による片側（身）人間の誕生、天界への旅立ち、至高神今〈タラ・グルによる救済と地上への帰還。だがこ
（六七）
の異伝には、日・月食の起源は語られていない。このことからシライの物語における日・月食のモチーフはあとか
らの挿入だと理解されやすいが、問題はそう単純ではない。禁忌の侵犯によって不具が生れるモチーフは、日・月
ラィは村を出て七日間歩き、オランウータンの王をたずね、そして次にワタリガラスの王のところに案内された。
ワタリガラスの王はシライに弁当とする蛇を取ってくるよう要求して、翌朝シライをその背中に乗せて飛びたっ
た。三日間飛んでやっと天井の入口までついた。王は鱈で扉を開け、これから旅の途中で困っている動物に会った
ら助けてやれ、そうすれば彼らがお前を助けてやるだろうと言った。シライは歩きだし、王は地上に帰った。途中
でシラィは蟻、小魚、鹿、猿、鰐、螢を助け、伯父の太陽の主の都に着いた。伯父はシライを案内して、翌日彼は
父である月の王の都を訪ねた。だが父親は怪物であるシライを息子として認めず、難題を出してそれが解ければ認
めると言った。シライは父の難題を先に助けた動物たちの報恩で解決することができ、ついに月の王もシライを息
子と認めた。ロ「シライの帰還」。月の王が息子の体にヤスリをかけて鍋で煮てそれに生命の水をかけると、シライ
の体は黒、赤、白と変り、最後に美しい若者へと変身した。シライは父の許に三年ほどいて地上に帰った。父親は
シラィに宝物のあふれた小箱を贈り、倹約して使うようにと忠告した。シライは父と別れ世界の川（地上）へ向っ
たが、途中で例の小箱を開けてみた。するとたちまちすばらしい建物と金の砂洲の都が出現したが、それを元の箱
に一民すことはできない。そこで伯父の所へ行き、世界の川に戻るまでは二度と箱をあけない三」と、伯父に贈物をす
る条件で伯父は宝物を小箱につめ直してあげた。だがシライは伯父に、父から贈物をもらうよう言い、伯父もこれ
に従った。シラィは地上の母の許へ戻った。太陽の主の伯父は月の主の弟の許へ行き、シライを助けたお礼を要求
した。だが月はこれに同意せず、やがて二人の間が険悪になり、今日に至るまでその争いが続いている。太陽が月
を捕えると日は暗くなり。月が太陽を捕えると太陽は暗くなる。そうなると月は精霊たちに捕えられた、と人間は
い尻も
、
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食時に妊娠に課せられる禁忌と儀礼の理由でもある。片側人間が苦難を経て天界へ至り、天神に救済されること
は、日・月食時の禁忌を犯して不具として生れた子供の後日認であるということができる。実際シライの不具の原
因は、新月の時に地上の妻を訪ねた月である夫が妻を捨てたことが原因で、後半に日・月食の起源が出てくるのは
シライの物語では日・月は兄・弟の関係とされている。だが、Ｈ・シニーラー（の。厨『の『）はガジェ・ダャク族
（六八）
のコスモロジーを次のように述べている。原始の海から立ちのびた生命の樹によってガジュ・ダャクの宇宙は始る
が、天上界は男性原理が支配し、犀鳥で表象される。地上界は女性原理が支配し、水蛇で表象される。社会の成員
の分類でも、支配者は川の上流部（東）に住み、太陽の人と呼ばれる。下層と男女の司祭者層は川の下流部（西）
に住み、月の人と呼ばれている。男女の司祭者は性的半陰陽、女装、聖なる売春をおこなうという意味で天と地、
男
と
女
を
媒
介
し
、
儀
礼
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
し
め
る
が
、
現
実
の
社
会
生
活
で
は
差
別
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ガ
ジ
ュ
・
ダ
ャクにおいては、天／地、犀烏／水蛇、男／女、太陽／月、上流／下流、東／西といった象徴的分類が存在してい
るというのである。ところが訳者のクネヒト・ペトロはシェーラーに先行する研究を参照して、下界神は女性でな
く
男
性
で
あ
る
こ
と
、
全
体
神
の
両
義
性
の
根
拠
は
男
と
女
と
い
う
性
別
に
関
る
よ
り
も
天
界
と
地
下
界
と
い
う
相
互
対
立
性
に
こ
そ
（六九）
あ
る
こ
と
、
上
下
両
界
と
い
う
基
本
的
な
分
類
と
二
次
的
分
類
（
男
／
女
、
日
／
月
な
ど
）
が
応
用
さ
れ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
ク
ネ
ヒトの解説を参考にすると、シライの物語における日・月の兄弟関係と、シェーラーの象徴的分類体系との矛盾は
性）と対比》
く
る
よ
う
だ
。
氷解する。
因は、新月の時に坐
必然的ですらある。
ここで我々は日・月の弁別が、天と地の対比に応じて変わりうるものであることを確認した。まさにレヴィⅡス
トロースが予想したように、姉妹、兄妹、兄弟、日男・月女、性は明確でなく日・月が未分化な状態で大地（女
性）と対比されそれゆえ男性とされる。すると、ラッセルスを終生悩まし続けた「・ハンジ・ロマン」の謎も解けて
ラッセルスは『ジャワの文化英雄。〈ソジ］（一九五九）の全編にわたって、、ハンジ・ロマン、稲の女神、ジャワの
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ク
リ
入
鈍羽衣神話、短剣と鍛冶屋、．〈タラ・グルとブッダなどの主題を、トーテミズムをｊい）つ古代の半族の社会構造の反映
（七○）
（七一）
という観点から分析してゆく。ラヅセルスに対する批判は、拙稿「天の川はビモのセクティ」のなかでｊも述べた
が、本稿では視点を変え、根源的な批判を展開して承たい○・ハンジ・ロマンはジャワ、・くりの象ならず、マレイ半
島から更にタイ、カンボジアにまでひろ章っている恋愛冒険物語である。多くの異伝のなかに、東ジャワのクディ
リ、グー〈、シンガサーリなどの歴史上の王国名が登場することから、史実、あるいは史実の反映として考えられ
（七二）
ることｊもあるが、そうした試みはすべて失敗している。．〈ソジ・ロマンが成立したマジャパヒト時代の王国と王族
をたたえる『ナーガラクリタガニでは、王国の中心部の東西が月と太陽の輝きに比せられ、残りの都市は星や他
（七三）
の惑星に比せられている（○目５局の冒冒、①）。。ハンジ・ロマンの異伝としてラスが紹介している物語の筋立を簡
○４ 
単に追ってみよう。「ヒヵャヅト。チニヶル・ワンチェソ・〈ティ」（マレイの．ハソジ物語、四）・天界のある神に男の
子と女の子がいて、二人は「太陽と月のよう」であった。彼らは別々に育てられだが成長して出会い、深く愛しあ
うようになった。彼らの結婚は問題外であるので、父親は二人の子供が地上で生をうけられるようにした・男の子
はコリパン国の王子として再生し、イヌ・ケルタパティあるいはウソダカン・ラウィスラソガ（太陽の角）と呼ば
れた。彼の妹はダーハの王女として再生し、チャンドラ・キラナ（月光）と名づけられた・イヌ王子はチャンドラ
・キラナとの結婚を望みつつＪも突然失院する。そして恨難辛苦のあと、二人は結婚する。「ジョョレンコロ」（ジャ
ワの小説、恥）・ジョョレンコロは妻（月のカズラ、蛇）のほかに妹（月の声）とｊも関係があり、このため王国に
災厄がおとずれる。彼は妻と妹をつれて天界へ登り、コロ・スルョと名前をかえた。彼はトゥングル・ウルンの旗
を地上に投げおろし、その旗が災厄を招いたのでサイェンポロがおこなわれ、ジャンガラ王子がマジャパヒトのテ
ジャ・スワラと結婚した。ゴロ・スルョはその王子として、妹と妻Ｊもそれぞれ地上で再生し、苦難を経て、王子は
ハロ
月光妬と結婚した。「（．ハット・ダーハ・クディリ」（ダーハ・クディリ記、Ｔ）・ジャンガラ国の王子（・ハンジ・タ
グ・ラゥィスレンガ）とダーハ国の王女（チャンドラ・キラナ）とは並行イトコの関係だが、結婚を約束されてい
た。だが．〈ソジは両親のいいつけに従わず追放される。各地を放浪後帰国し、父親と和解し、月光妬と結婚する。
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１
 
ｍ、鴎、恥から．ハンジとチャソＴトラ・キラナは、日男・月女で兄、妹の関係にあることは一目瞭然である・四の前
段
も
同
じ
関
係
で
、
天
体
食
は
日
・
月
の
近
親
相
姦
で
お
き
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
．
ハ
ン
ジ
・
ロ
マ
ン
は
直
接
に
は
天
体
食
と
関
係
が
ない。．〈ソジに相当する名前に、ウソダカン・ラウィスランガ（太陽の角）のようなヒンドゥーの太陽神の用語が
用
い
ら
れ
た
り
し
て
い
る
こ
と
が
や
や
気
に
な
る
。
、
ハ
ン
ジ
・
ロ
マ
ン
の
な
か
に
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
神
だ
の
系
譜
・
観
念
が
入
っ
て
い
る
ことは確かでＪも、それによって。〈ソジ・ロマンの構造が大きく変化しているとは言えない。ケダンにおけるウラ・
戸
ジ
ョ
が
地
に
対
す
る
天
を
表
す
ほ
か
に
、
イ
ン
セ
ス
ト
の
状
態
を
さ
す
下
品
な
表
現
で
あ
る
こ
と
を
先
に
示
し
た
。
こ
の
こ
と
を
想
起すると、日・月の近親婚願望とその矛盾の解決ということが．ハンジ・ロマンの最大のテーマとして浮び上がって
く
る
。
ラ
ッ
セ
ル
ス
は
天
／
地
、
月
／
太
陽
、
女
／
男
、
布
／
槍
と
い
っ
た
矛
盾
す
る
分
類
原
理
を
何
と
か
説
明
し
よ
う
と
し
て
、
証
明
で
き
な
い
前
提
へ
と
さ
ま
よ
っ
て
ゆ
く
。
、
ハ
ソ
ジ
・
ロ
マ
ン
は
天
と
地
の
対
立
と
結
合
を
、
太
陽
と
月
と
い
う
兄
妹
の
近
親
婚
願
望
の
地
上
に
お
け
る
解
決
と
い
う
形
式
の
恋
愛
・
結
婚
劇
で
あ
る
。
そ
れ
を
成
立
さ
せ
る
世
界
観
は
汎
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
的
な
観
念
で
あ
る
。
も
し
そ
の
近
親
婚
願
望
の
解
決
に
失
敗
し
た
ら
、
そ
れ
は
重
大
な
禁
忌
の
侵
犯
と
な
り
、
地
上
に
災
厄
（
日
・
月
食
、
不
具
の
誕
生
な
ｌ
 
ど）がおこるとされる（、前段）。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
民
話
の
解
釈
も
大
い
に
進
む
。
ト
ラ
ジ
ャ
族
に
伝
わ
る
ポ
ソ
湖
の
起
源
は
次
の
よ
う
な
内容で録瀦）（町）・「昔々、現在のポソ湖の付近に子供のない老夫婦が住んでいた・老人はベンテソに乗った若者が
老
婆
を
訪
ね
て
く
る
夢
を
見
て
翌
朝
妻
に
話
し
た
。
森
へ
竹
を
切
り
に
行
く
と
大
き
な
竹
が
あ
り
切
ろ
う
と
す
る
と
、
切
る
場
所
に
気
を
つ
け
て
下
さ
い
、
と
い
う
声
が
し
た
。
そ
の
声
を
聞
い
て
老
人
は
驚
き
言
わ
れ
た
ま
ま
注
意
し
て
竹
を
切
っ
て
家
へ
帰
っ
た
。
妻
に
話し、多くの供物とともにその竹を家の正面（ポロンコ）に飾り人を近づけなかった。一一一日目の夜彼らは芳香で目
ざ
め
た
。
正
面
の
間
に
は
美
し
い
少
女
が
一
人
い
て
、
竹
と
供
物
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
彼
女
は
天
界
の
住
人
で
夫
を
捜
し
に
地
上
に
お
り
て
き
た
の
で
あ
る
。
子
供
の
い
な
い
彼
ら
は
そ
の
少
女
を
我
が
子
と
し
て
、
ラ
ル
ソ
（
天
上
界
の
少
女
）
と
名
づ
け
た
。
あ
る
日
ラ
ル
ン
は
白
い
野
鳩
が
食
べ
た
い
と
泣
い
て
訴
え
る
の
で
老
人
は
森
へ
入
っ
た
。
彼
の
留
守
中
に
野
牛
に
乗
っ
た
マ
ヌ
ル
ン
と
い
う
若
者が老婆を訪ね、家の前にヒマワリを植えた。そしてそのヒマワリを摘む者が男性だったら自分の友人に、女性だ
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（
七
六
）
８
束ジャワのラヌ湖の起源識では、殺された蛇少年の父親は洪水をおこして復讐する（四）。「マジャパヒト国の血
をひくスカル一一は夢のお告げで東南の方向に向う。マジャ・ハヒトに敵対したラヌ・クリンドゥンガン村であわや殺
されそうになる。だが村長は彼女に恋する。ところが村は災厄に襲われ、彼はおじの説得で彼女を追放する。スカ
ル一一は．ハウェァン島に渡る。そこで老修行者と結婚するが、蛇の形をした子供が生れた。不吉に思った彼らはその
蛇少年（ジョコ・ベル、話のできる少年）をジャワ島で修行（夕．〈）させた。スカル一一の去ったラヌ村には平安が
戻った。ある日一人の盲が森に迷い一本の大木の下で休んだ。すると、目が治りたかったら私を突いて流れでた液
を目につけよ、という声が聞こえた。それに従うと盲は目が見えるようになった。彼が大木だと思ったのは、夕．〈
をしているジョコ。、ハルであった。バルは自分のことを話さないようにと条件をつけたのに、目の治った盲は村で
全てを話してしまった。村人はその蛇少年をとらえて殺し、肉を分けあった。やがてこのことを知ったバウェアン
ったら自分の妻になるだろう、と言って消えた。翌朝老婆はヒマワリの花が摘まれているのに気づいた。摘んだの
はラルンであった。三日後マヌルンはやってきて、二人は意気投合して結婚した。それ以来老夫婦の生活はよくな
り、若者は人交から信頼され、王に推挙された。ある乾期はとりわけ雨が少なく疫病がはやり、多くの人が死ん
だ。人々は多くの井戸を必要とした。そのため王は呪力のある槍で大地を突くと、水がこんこんと溢れ、やがて大
（七五）
きな湖（ポソ湖）となった」。竹から生れる「カグャ姫」型のモチーフは、インドネシアでもよく見い出される。ラ
ルンが月に結びつくか、あるいは未分化の日・月であるのかどうかは民話ではよく分からない。ただラルソは夜生
れでるから月とみなしてもよいだろう。バンテンに乗ったマヌルソは、ヒマワリ（国自彊旨菖：胃〕、太陽の花）
を用いてその妻を得るから太陽と結びつく。王となったマヌルンは乾期の不足する水を、槍を大地に突きたてるこ
とで解決する。この時の槍はガジュ・ダャクの生命の樹と同じ象徴をおびている。槍を大地に突きたてる行為は性
７
 
交の隠職的・換噛的表現で、その結果、大地の生命（水）が得られる。四は日・月と直接関連する物語ではないが、
、ハンジ・ロマンを媒介とすると、日・月で象徴された近親婚願望の地上における実現の物語群の一つであると理解
パ
ン
ジ
・
し
う
る
。
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島の両親は悲しみ、老キャイは息子の肉片をもらい、ヤシの葉で大地を突いた。あいた穴から水が沸きたち、洪水と
８
７
 
なってラヌ村の村人を滅ぼした。あとに残ったのがラヌ湖で、肉片を与えた婦人だけは助かった」。四と田は多くの
モチーフにおいて類似するが、結論部で大地の水は破壊性を示す。報われない苦行を続ける蛇少年ジョコ・リンル
（
七
七
）
８
ンは災厄の前兆とされる物語である。四はジョ『一・リンルンの物語と、その導入部と中間部では異なっているが、
結びでは共通の終り方をする。
チモール島のシ・ヤティム・ドゥアンの物語で陣、退治された龍蛇の血は雨となって地上をうる燕）（恥）・「ド
ゥアン少年は父に死なれ一人残された。おじ夫婦にひきとられるが、おばと合わず家を飛びだす。森で休んでいる
と
野
豚
が
近
づ
い
て
き
た
。
寝
た
ふ
り
を
し
て
い
る
と
野
豚
も
休
む
。
そ
の
首
に
は
不
思
議
な
金
の
鎖
が
つ
い
て
い
る
。
野
豚
が
眠
っ
て
い
る
隙
に
少
年
は
そ
の
鎖
を
奪
っ
て
逃
げ
た
。
野
豚
は
こ
れ
に
気
づ
き
少
年
を
追
い
か
け
る
。
少
年
は
海
に
逃
れ
る
と
不
思
議
な
こ
と
に
体
が
楽
に
浮
く
。
野
豚
は
追
跡
を
あ
き
ら
め
た
。
野
豚
の
追
跡
を
ふ
り
切
っ
た
少
年
は
あ
る
小
島
に
た
ど
り
つ
い
た
。
そ
こ
で
一
人
の
老
人
の
も
つ
不
思
議
な
斧
に
気
づ
い
た
。
老
人
が
何
も
動
か
な
い
の
に
斧
は
一
人
で
動
い
て
仕
事
を
し
て
く
れ
る
。
老
人
と
少
年
は
お
互
い
の
呪
物
を
交
換
す
る
が
、
少
年
は
斧
で
老
人
を
打
て
と
命
じ
、
逃
げ
だ
し
た
老
人
か
ら
結
局
金
の
鎖
を
奪
い
、
二
つ
の
呪
物
を
手
に
い
れ
た
。
少
年
は
あ
る
王
国
に
到
着
し
、
そ
こ
の
王
子
が
天
の
外
に
い
る
龍
蛇
に
命
を
狙
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
。
そ
こ
で
王
国
を
譲
っ
て
も
ら
う
条
件
で
龍
蛇
王
退
治
を
申
し
で
る
。
ド
ゥ
ァ
ソ
少
年
は
鎖
に
乗
っ
て
天
の
外
に
至
り
芹
を
使
っ
て
蛇
王
を
殺
し
た
。
龍
蛇
が
子
供
だ
と
口
を
開
け
て
笑
っ
た
時
に
、
芹
が
そ
の
体
に
入
り
一
気
に
切
り
裂
い
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
龍
蛇
の
血
は
雨となって地上をぬらした。蛇体は激しく地上にぶち当った。人も家畜も妊娠し子供を生んだ。ドゥアンは地上に
おり、龍蛇の死体を海に捨て、その後王となった」。父に死なれた孤独なドゥアン少年は、狡鍋な方法で金の鎖と芹
を
手
に
入
れ
る
。
そ
の
呪
物
を
用
い
て
龍
蛇
王
を
退
治
し
、
王
と
な
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
民
話
の
な
か
に
、
『
グ
リ
ム
物
語
』
や
『
イ
８
 
ソップ』などの影響があるのは事実で、この田もグリムの「一一人兄弟」と似た構成である。スソ．〈島の一一人兄弟の
（
七
九
）
９
物語は極めてグリムのものと似ている。四は怪竜退治というモチーフでは「二人兄弟」と似ているが、その登場人
物
の
構
成
で
は
無
関
係
で
あ
る
。
殺
さ
れ
た
天
の
外
仁
棲
む
龍
蛇
の
血
は
、
雨
と
な
っ
て
地
上
を
う
る
お
し
、
人
も
家
畜
も
妊
娠
し
、
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８
 
繁栄する。龍蛇の死体は地上に激突した（地震がおきたかｊも）。囮の龍蛇王は、日・月食をお》」すガルダと称する
０
 
８
 
七つの人頭を持つミナソカ鋤ハウの龍（四）と酷似している。画では日・月食のことは一一一一口及されていない。だが殺さ
れて人間・家畜の生殖を盛んにすることと、生きた状態で地上の人間の命を狙う怪物であることから、それは日。
８
 
月食と意味論的に関ることが明らかとなる。［生前》死後］坤卯［破壊恥生殖］という観念が四にはあり、龍蛇はその
日・月の弁別的特･陸と物語の展開図Ⅳ
こ
と
か
ら
、
そ
れ
は
日
・
に
は
あ
り
、
龍
蛇
は
そ
の
存
在
の
状
態
を
変
え
る
こ
と
で
地
上
と
の
関
係
を
転
倒
さ
せ
る
。
そ
の
転
倒
を
も
た
ら
す
の
が
ド
ゥ
ァ
ソ
少
年
（
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
的
）
で
あ
る
。
地
上
に
激
突する龍蛇の死体催、
地
上
に
お
ち
て
地
震
を
お
こ
す
ラ
ー
フ
の
胴
体
と
酷
似している。、ではラ
ー
フ
の
胴
体
は
米
臼
に
変
え
る
と
さ
れ
て
い
る
。
入
念
は
ラ
ー
フ
を
苦
し
め
る
た
め
に
米
臼
を
搗
く
と
い
う
。
だ
が
こ
れ
は
一
夜
仕
事
の
完
成
を
阻
む
た
め
に
米臼を搗き、鶏を鳴か
日・月の弁:|｣的特性 物語の緒論
チ
ニ
？ 
=' 
Ｔ、 日・月は姉妹（長幼） 日・月の争い→夜と昼の交替
ミナンカパウ Ｕ ⑰前段囮ｎ後段 日・月は男女（性）言及なし 日・月の綱い→日・月食怪迩ガルダが日・月を飲み→日・月食こむ
アチェ ｎ前段Ｔ,、後
段
日・月は兄妹（性÷便幼）
言及なし
近親相姦→ロ・月食
悪魔が日・月
を飲みこtｆ →日・月食
ケタン Ｔ狸Ｔｉ２ ウラ・ロジョ(月・太陽)として大地(女性)に対比される時男性日，月の個々の性別特定きれない 接近する天と天と地の分離－ケ地(インセスト）（秩序の確立）月の死→ 月食(ロ食へのI､心をし）
ガダ
勢、 日・月は兄弟（長幼） 日・月の争い→日・月食
’<ロ Ｔ巫
鷺マｌゼンT咽 日・月は兄妹（性＋長幼）
天界における地上における
日・月(兄妹)→
の近親婚願望解決
７ ２ Ｔ トーフジヤ 日・月は男女（性） 日．月の地上早魁をうるおすたにおける結力ｌｉ→めjdn5水のくみあげ王国の建設（ポソ湖の起源）
、Ｔ 束ジャワ 言及なし 復響のため池下水のくみあ→げ 洪水(ラヌ湖の起源）
、Ｚ Ｔ チモール 言及なし 天の外にいる髄蛇を退治 血（雨）→地上の生殖、農穣死体→地上に激突
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く
月
の
対
立
が
顕
在
化
し
た
時
、
物
語
は
夜
と
昼
の
交
替
か
日
・
月
食
の
起
源
と
さ
れ
る
。
日
・
月
の
接
近
が
回
避
さ
れ
る
と
、
物
語
は
天
と
地
の
分
離
か
．
ハ
ソ
ジ
・
ロ
マ
ン
型
と
な
る
。
日
・
月
の
イ
ン
セ
ス
ト
願
望
が
解
消
さ
れ
な
い
場
合
、
物
語
は
稲
の
起
源
［
兄
妹
の
近
親
婚
願
望
と
妹
（
デ
ウ
ィ
・
ス
リ
）
の
死
体
化
生
］
と
な
る
か
日
・
月
食
が
お
き
る
と
される。物語の結果が現秩序の確立（夜と昼、天と地）をもたらしたり、矛盾の解決（．〈ンジ・ロマン）であった
り、存在様式の変換（稲の起源）で終る場合を㈹記号であらわすと、日・月食の物語（い）は対立と接近をその物
語
の
な
か
で
は
止
揚
し
え
な
い
構
造
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
シ
ス
テ
ム
の
内
部
で
そ
の
矛
盾
を
解
決
し
え
な
い
物
語
は
、
矛
盾の解決を現実の社会のなかに求めざるをえなくなる。
前章までで我々は日・月食の起源として二つの類型を扱ってきた。一つはインドの天文学、占星術に元づく月の
四
、
時
の
非
調
律
［
い
』
■
Ｅ
Ｆ
ｑ
公
創
面
夜
と
昼
の
交
祷
〃
ｊ
 
し
て
夜
明
け
の
到
来
を
偽
装
す
る
広
く
染
ら
れ
る
モ
チ
ー
フ
に
あ
る
よ
う
に
、
夜
明
け
を
・
月
食
」
招
く
音
の
問
題
の
一
つ
で
あ
る
。
死
体
が
米
臼
に
変
る
こ
と
と
地
上
に
降
っ
た
血
が
生
殖
の起源㈲
を
も
た
ら
す
こ
と
は
対
応
し
て
い
て
、
第
四
章
の
課
題
に
通
ず
る
。
命
こ
の
章
の
ま
と
め
と
し
て
図
Ⅳ
を
掲
げ
る
。
き
わ
め
て
限
ら
れ
た
事
例
か
ら
の
結
論
は
ンジ・ロマン刊運
地の分離Ⅱ》嘘傘識議隼聯廟昨檸噸識澤乱痙砿時鮴窪》開詳報鰄峅劃繩辨雛罐巫懸辨蒄輌
１
 
こつの形式がまず目につく。四前段と．ハンジ・ロマンでは性と長幼の一一つの
剛特性が用いられている。これまでの事例だと夫婦の関係はない。弁別的特性
ｊ
 
＋
 
を背塁ふとした日・月の運命を、対立と接近という要素でまとめてゑると、こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
伝
承
群
は
次
の
よ
う
な
変
換
関
係
で
示
さ
れ
る
（
図
Ｖ
）
。
日
。
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交点上の怪物ラーフに関する物語群であった。他の一つは、日・月の弁別的特性の対立と接近というモチーフによ
る
物
語
群
で
あ
っ
た
。
前
者
に
お
い
て
日
・
月
食
は
、
占
星
術
上
き
わ
め
て
不
吉
な
時
と
さ
れ
、
災
厄
の
前
兆
と
さ
れ
て
い
る
。
後
者
に
お
い
て
も
妊
婦
に
悪
影
響
を
も
た
ら
し
、
人
の
死
を
招
く
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
日
・
月
を
飲
承
こ
む
怪
物
（
怪
竜
ガ
ル
ダ
、
悪
魔
）
も
登
場
す
る
。
こ
の
後
者
の
怪
物
像
を
イ
ン
ド
の
ラ
ー
フ
の
投
影
と
み
る
こ
と
は
必
ず
し
も
正
し
く
な
い
。
イ
ン
ド
に
お
け
る
ラ
ー
フ
像
の
成
立
の
歴
史
を
検
討
す
る
と
、
そ
れ
は
日
・
月
の
対
立
か
ら
生
れ
て
き
た
と
想
定
さ
れ
る
。
後
者
の
場
合
の
日
・
月
の
争
い
と
い
っ
て
も
、
日
・
月
の
い
ず
れ
か
が
相
手
を
と
ら
え
る
場
合
を
さ
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
そ
れ
を
「
悪
魔
が
天
体
を
飲
象
こ
む
」
と
表
現
し
て
も
、
あ
る
い
は
日
・
月
の
病
い
、
死
と
表
現
し
て
も
そ
う
か
け
離
れ
た
イ
メ
ー
ジ
と
は
な
ら
な
い
。
日
・
月
の
弁
別
的
特
性
は
天
と
地
の
対
立
と
合
一
の
隠
嶮
的
表
現
形
態
で
、
そ
れ
を
用
い
て
天
と
地
の
分
離
、
近
親
婚
願
望
の
解
決
、
稲
の
起
源
、
夜
と
昼
の
交
替
、
そ
し
て
日
・
月
食
と
い
っ
た
物
語
群
が
で
き
あ
が
る
。
そ
れ
は
宇
宙
の
創
造
、
婚
姻
規
制
、
栽
培
植
物
の
起
源
、
災
厄
の
因
果
な
ど
現
秩
序
の
根
底
に
関
る
問
題
の
神
話
的
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
内
容
を
検
討
す
る
と
、
日
・
月
食
神
話
の
特
異
性
が
浮
び
あ
が
っ
て
く
る
。
つ
ま
り
、
他
の
物
語
群
で
は
天
地
の
分
離
に
よ
っ
て
原
始
イ
ソ
セ
ス
ト
状
態
は
断
ち
切
ら
れ
る
し
、
死
体
化
生
に
よ
る
生
の
存
在
様
式
の
変
換
、
天
界
に
お
け
る
近
親
婚
願
望
の
地
上
に
お
け
る
解
決
な
ど
す
べ
て
、
物
語
の
結
論
は
弁
証
法
的
に
止
揚
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
日
・
月
食
神
話
で
は
、
日
・
月
の
対
立
に
よ
っ
て
も
接
近
に
よ
る
イ
ン
セ
ス
ト
に
よ
っ
て
も
、
地
上
に
災
厄
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
さ
れ
、
神
話
は
神
話
の
外
の
世
界
に
よ
っ
て
、
そ
の
矛
盾
の
止
揚
を
図
ら
な
い
と
な
ら
な
い
。
す
る
と
日
・
月
食
に
お
け
る
禁
忌
の
儀
礼
、
大
騒
ぎ
な
ど
を
、
神
話
の
シ
ス
テ
ム
の
矛
盾
の
止
揚
と
い
う
観
点
か
ら
分
析
し
な
け
ま
ず
日
・
月
食
時
の
禁
忌
や
儀
礼
を
検
討
し
て
ゑ
る
。
第一章において我々は、イスラムの教義・戒律の遵守に熱心な人戈を除いて、多くの人々が日食を恐れ家のなか
に
閉
じ
こ
も
っ
た
の
を
確
認
し
た
。
人
々
は
家
の
入
口
、
窓
を
固
く
閉
ざ
し
、
窓
を
布
や
紙
で
覆
っ
た
。
な
か
に
は
ベ
ッ
ド
や
大
型
机
子
の
下
に
隠
れ
る
者
も
い
た
。
妊
婦
は
胎
児
の
安
全
を
祈
願
す
る
呪
文
と
ま
じ
な
い
（
腹
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
を
お
こ
な
っ
た
。
漁
師
は
漁を休み、市場や店は殆ど閉まり、政府の事務所も開店休業の状態であった。農村では恐怖のあまり、用足しに川
い。すると日・月く
ればならなくなる。
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へ行けない者までいた。こうした息づまるような静寂は、一転したはげしい騒音で破られた。農村部においての
みならず部会においても、人々はクントゥンガソを打ち鳴らし、米臼を搗き、ゴングを叩き、自動車のクラクシ
ョンやサイレンまでもが鳴らされた。ジャワと類似の事例がマレイ半島から報告されている。一般に妊娠中は悪霊
の影響を受けやすく、それ故に種為の禁忌が妊婦に課せられる。日・月食の時こうした禁忌事項にさらされている
女性は台所の棚の下に隠れないとならない。その棚の上には家庭の日用品を置き手に杓子を持つべきである。そう
しないと子供が不具になるという。あるいは、日・月食時には悪霊が跳梁するので妊婦は台所の棚の下で杓子を持
（八○）
ち、藤製の鍋敷きを頭につけて隠れていなければならない。アチュでは日・月食は悪魔（霊）ため起こるとされる
１
 
から妊婦は外に出てはならない（四後段）。または日・月の近親相姦のため日・月食はおこるとされるので、国土
１
 
に大災害がくるとされている（田前段）。ミナンヵ余ハウでは日・月食を日・月の病いと言うが、特別の儀礼は明ら
０
 
かではない（四）。月食の時ケダンでは高位の人の死が近．ついているとされる（恥）。カンボジアでは、妊婦は出産
の軽いことと丈夫な男の子供を願ってラーフの名前を唱えるという。だがこれは、カンボジアの神話でラーフは明
確な宗教的性格をそなえておらず、彼への崇拝は何もなく、彼の伝説は人々の記憶から消えさっているからであ
る。ラーフは現在。〈ゴダの入口を飾る装飾以上の役割を与えられていない。ハッキン（餌：嵐ロ）はこの少し前で、
カンボジアの占いに九惑星が用いられ、通常の七惑星以外に神☆に敵対するアシュラに守られたラーフとケトゥの
（八一）
９
 
』」とを述べているので矛盾を感じる。とにかく四で人を仁書をなす髄蛇が殺されて地上に恵みを与えたように、人
とは日。月食の危険を回避、あるいは積極的に転換するために種なの儀礼・禁忌をおこなう。
ジャワにいつ頃ラーフ、ケトゥの観念が伝えられたのであろうか。サルカールは、マハしハーラタのジャワ語訳
（八一一）
の完成（西暦一一五七年）を契機として、インドの天文学、占星術はジャワに伝鮨えられたと推定する。インドでナ
ーヴァグラー〈の観念が成熟するのは六’八世紀だとされているので、妥当なところである。インドの暦法はジャ
ワ、、くりの暦の体系に大きな影響を与えた。特にシャヵ暦の採用は、単なる暦法上の変化にとどまらず、ジャワ、
今くりの「文明化」を意味していた。ァジ・ソコというインド渡来の人物が、ジャワの食人王を打ち破り、ジャワに
Hosei University Repository
4２ 文字と文化崖えたとする「ァジ・ソ晨説」臓その間の事情をよく伝えて窪』サルカールによるとインドの天
（八四）
文学、占星術のジャワに与えた影響は次のようになる。「古代ジャワの倫理書倉閃＆。【ｇ色【§口冨は、すべての
人間が年、月、日、の自胆嵐旨、それにカウィ語を知ることが義務であるとしている。星や獣帯の宮で夜昼の吉凶
が占われている。人登は一日の五つの【超冨（鈩日拭国．、目］■》【口旨》勺員】》巨昌○百）を信じている。シ日列国‐
【切目囚に生れた人は幸福になる。、目百‐屍、四日は貧乏、厨山］Ｐは激情のとりことなり、勺昌に生れた人は死に、
巨旦・菌に生れた人は不節節にとりつかれる。チレポン手稿の獣帯の名前（富のｇ》岸溜》昌一冨目》丙貰官薗》
の冒園・尻目乱》曰己山〕ご齢・］百》己宮口：》冨鳥胃■》門口日ウ目．冨甘らは完全ではない。二七星宿は□鳥協と
監房感区の娘たちであり、彼らから他の惑星が生れたとされる。天の川や他の天体も彼らとの関連で言及されてい
る」。。くりのバッール湖近くで見つかった西暦一一八一年作の銅刻文は次のように言う。「言凰恩Ｉの巳目、目（現在
のの：目尻］罫。ｐ）の日、目昌呂目、（嵐（女性の飲承もの、ある禁忌？）の時、それに日・月食の時には水牛と豚
を買ってはならない」。あるいは一九六九年に発見された同時代の銅刻文は「日・月食の時日胃目ｍ‐自胃自彊。（太
陽の下での乾燥？）をしてはならない」とされている。現在インドの占星術はジャワ人の間では殆ど重要性をもっ
ていないが、一九六五年ヨクャヵルタのスマジジョョ社のプリソポンには次のように述べられている。「シセハソ
（ルワー）月の日・月食は運の不足、ラマダン（．〈ザ）月の日・月食は人だの楽し承だがあとに疫病が残る、ドゥ
（八五）
ルヒジャ（ブオール）月のそれはアラーの祝福が多い」。一九八一二年六月一一日の日食は翌日から断食が始ったの
で
、
あ
と
に
疫
病
の
心
配
は
な
い
の
で
あ
っ
た
。
ジャワ、バリで日・月食はラーフによっておこされると信じられているが、インドのナーヴァグラー〈の観念そ
のものは定着していない。だから月の二つの交点上の怪物（ラーフの頭とその尾であるケトゥ）という観念は一般
（
八
六
）
０
には知られていない。だが次のバリ島の伝説（、）は、「彗星、流星の人格化」としてのケトゥのイメージとよく
似ている。バリ島にグルブヅグ（の同号愚）という観念がある。これは自然の大災害で人心が不安に陥ることをさ
す。ある暗い夜ヌサ。．〈一一ダ島の方角から、尾のある星が辱くリの丘に落下した。火球は空中で爆発し、最後には跡
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形もなく消えてしまった。何千という家が焼かれ、子供は泣き叫び諺若者は気がふれた。魔女ラソダに指揮され
た悪霊が跳梁し、死神たちは喜んだ。すると人々の間に「ジロ・グデ・ムチャリソ」の噂が流れた。彼は背の高い
巨人で、色は黒く、歯は長く、目は細い。それは死の女神のドゥルガと地下神ヤマのイメージの混合したものであ
る。ジロ。グデ。ムチャリンは尾のある星の爆発で生れたもので、彼が現われると地上の地獄図絵が展開される。
ある老人は死肉を与えられないといって泣き、朝埋葬した死体が生き返った。悪鬼同志の戦いを目撃した者もいる
という。人点は災厄の拡大を恐れ、地下のブータ、カーラ、セダンに供犠をおこない、チャロン・アラン剛を上演
した。Ｔ・グナワソ（の自国言目）によると、、くり暦の六月から九月の間（雨期）によく発生する疫病がジロ・グデ
・ムチャリンによっておこされるという。するとコミュ一一ティーは種々の浄化儀礼をおこなう。グナワンの報告で
（八七）
は、彗星、流星のイメージ化はないが、出産や月経時の女性に特に死や犯罪が襲うとされている。パリのグルプッ
グのようなコミューーティーに破壊をもたらす観念は世界中で染られるが、日・月食のもたらす災厄もそうした悪の
体系のなかで捉えられなければならない。Ｃ・ナイト（門口碕亘）の「レヴィⅡストロースと怪竜」も、女性の生理
現象と自然の運行が神話のなかの怪物のイメージとしてあらわれていることをオーストラリア原住民の事例を通し
（八八）
て
分
析
し
た
、
そ
う
し
た
試
象
の
一
つ
で
あ
る
。
日・月食は地上に災厄だけをもたらすのではない。ガジラダヤク族の間にカロヘイという呪物の観念がある。カ
ロヘイは木片とか石であるのだが、人殉に救済をもたらすと信じられている。だがカロヘイは神の指示を受けた場
合以外は取りに行ってはならない。神々の峰（プキット・ラャ山）はカロヘイの見つかる有名な所であるが、出発
する前に七日間村から離れて禁欲し、神のお告げを待つ。神のお告げがあった後出発するが、その時神は難行に同
行し、呪物を与えてくれる。ところが、カロヘイを捜すのに最適な時期は月食の時であるとされている。これにつ
（八九）
いてシェーラーは次のように解釈する。「月食の時の夜の闇自体が好都合なのではなくて、むしろ太陽と月の宇宙
的・儀礼的争いが月食の闇を出現させたという事実が有効なのである。（裁判の時対立する集団の宇宙の創造を模
した模擬戦のように）儀礼的な争いは、単なる破壊だけを意味するのではなく、それによって宇宙が更新されるた
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め、平和と幸福と救いが示される」。アチュでも日・月食の時に集めた薬草は特別な効力があるが、直接葉に手を
（九○）
ふれてはならないと一一一一口われている。シニーラーの解釈だと日・月食は宇宙の創造につながる争いなのだから、月食
の闇の時集めたカロヘィは特別な効力をもつとされている。だがそれでは何故日食の時は言及されていないのか分
からない。一九一一二年にボルネオで日食を見たマリンクロットは、二年前の月食時の人々の大騒ぎに比べると、日
（
九
ご
食は殆ど感心を呼ばなかったと述べている。ガジュ・ダャクの人をもケダン人と同じく、日食に感心を一示さないの
かも知れない。だがアチュの事例を参考にすると、月食の闇で見つかるカロヘイは危険であるのだが、その扱いを
慎重にやれば生産的なものに転換する、という論理を設定したくなる。
さて、ジャワ人の想像する悪魔のなかで、ブトロ・ゴロ（国の国日【巳凹）はその典型である。プトロ・シバの誤れ
る性液負画日凹の四一農、コモ・サラー）より生れたブトロ・ゴロは、あるカテゴリーに属する人間を食べても良い
とされ、換物を求めて常にさまよっている。そうしたカテゴリーに属する人々はスケルトと呼ばれ、プトロ・ゴロ
の危険を祓う儀礼をおこなう必要がある。それがルワタソというジャワの悪魔祓いである。「とらわれた」という
意味のスヶルトは、「解放」（ルワット）されると「真実の知識」（【四コ白けの①］島日ごｍ厚一己）を身につけたとされ（九一一）
る。ここで問題とするのは、そのスヶルトのカテゴリーの多様さである。ラヅセルスは次の一一種類をあげている
１、炊飯中その鍋をひっくり返した人、
（夫々に同性のきょうだいなし）、
２，石の播鉢（の四目房）をこわした人、
７、同じ両親から生れた二人兄弟、
３，石の播子木（。己⑩：）をこわした人、
８、同じ両親から生れた二人姉妹、
４、上演中倒れたクリルの下敷きになったダラン、
９
、
真
中
だ
け
が
女
の
三
人
き
ょ
う
だ
い
、
５、一人っ子（男女双方）、
⑩、真中だけが男の三人きょうたい、
６
、
同
じ
両
親
か
ら
生
れ
た
男
女
一
人
づ
つ
の
き
ょ
う
だ
い
Ⅱ、五人兄弟（女なし）、
だがスリ・ムルョノ（の邑冒巳百口。）は《弓鼻の日田の局『臣三日目旨冒ゴ島国］凹菖を引用して、次の六○種類をあ
（Ａ群）。
、
く
『
１
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（九三）
げる（Ｂ群）
１、炊飯中その鍋（□目。自由）をひっくり返した人、
２、薬草などを播る播鉢（国已⑩目》の：＆丙）をこわ
した人、
３、どちらも生きている二人兄弟（□ぬのＨ－□ぬのＨ
田口君●四口い）、
４
、
胞
衣
に
包
ま
れ
た
ま
ま
生
れ
た
子
供
、
５、双生児（男男、女女、男女のいずれも）、
６、二人姉妹〔【のヨヴ目嘱のｇ農：）、
７、男女一人づつのきょうだい（【巴高畠‐扇の昌冒）、
８、一人っ子（男女とＪも、○日目、ｌシ日百ｍ）、
９
、
上
と
下
が
男
で
真
ん
中
が
女
の
三
人
き
ょ
う
だ
い
（、のロロロ四目、民凹ロ戸田囚ｐｏＥ日ロ）、
、
、
上
と
下
が
女
で
真
ん
中
が
男
の
三
人
き
ょ
う
だ
い
（勺四二Ｃ巨国口【■ご笄、のど９ケ、口碩）、
、、四人兄弟（全員里べ留日曰冨）、
⑫、四人姉妹（全員女、の己目已）、
週、五人兄弟（ご［目８｝８日目》勺目。旦国）、
必、五人姉妹（冨自８一ｍ目量）、
巧、宅菅］目》（女四人男一人の五人きょうだい）、
胆、《勺且自彊ロ》（男四人女一人の五人きょうだい）、
Ⅳ、《］巳目胸勺巳且》（太陽が沈む時に生れた子供）、
焔、《」已自頤の目鴇自晩》（昼の一二時キヅカリに生れ
た子供）、
ｍ、（］巳目碩笥自彊》（太陽が昇る時に生れた子供）、
釦、（目冨ごロ鴇臼》（生れた直後に死んだ赤ん坊）、
虹、《］の日凰目》（妊娠七ヶ月で生れた子供）、
翠
、
《
員
宮
留
日
ご
片
》
（
腸
を
首
に
巻
き
つ
け
て
生
れ
た
子
供）、
卵、・昌胃彊目》（旅行中に生れた子供）、
型、《急農四目》（家の庭で生れた子供）、
躯、の］言：への巳の葛呂》［一一種類の皮膚の色（例えば白
黒）で生れた子供］、
配、出巳の．（白子、皮膚も髪も白い）、
”、貞島目》（黒い皮膚で生れた子供）、
露、《亀巳》百》（小人のような格好で生れた子供）、
豹、量目、百屍》（背中の曲がったまま生れた子供）、
釦
、
Ｂ
２
、
園
庵
（
背
中
に
コ
ブ
の
あ
る
状
態
で
生
れ
た
子
供）、
皿、《三己達（身長の小さいまま生れた子供）、
躯、臼四急自頤冒自彊》（外が○目臼厨崗、つまり空が
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赤ｂ黄色の時に生れた子供）、
虹ケロールの木（その樹皮や葉ば薬用）を焼くの溌
詔、｝冨且⑫（母親が敷物なしの状態で生れた子供）、
好きな人、
型
、
窓
の
覆
い
９
昌
后
【
の
『
８
ｍ
）
の
な
い
家
に
住
ん
で
い
妃
、
骨
を
焼
く
の
が
好
き
な
人
、
る人、
蛆、ゴミを掃いたあと焼かない／捨てない人、
弱、シーツをひかずに敷き物の上に寝た人、
卯、塩を捨てるのが好きな人、
詔、ペナナの葉を使わずに窓飾りを作った人、
皿
、
寝
台
１
下
に
ゴ
ミ
／
汚
れ
も
の
を
捨
て
る
の
が
好
き
な
訂
、
床
／
屋
根
の
な
い
穀
倉
や
倉
庫
Ｃ
プ
ラ
用
）
を
作
っ
た
人、
人、
兜、窓からゴミを捨てる人、
兜、蓋のない箱に物をしまう人、
斑
、
太
陽
が
昇
る
時
に
寝
て
い
る
人
、
鋤、まだ生きているの象（しらみ）を捨てる人、
別、太陽が沈む時に寝ている人、
伽、戸の真ん中に立つ人、
弱、国巳目、（午前と午後の空白時、正午）の時に木に
虹、戸の前（敷居）に立つ人、
昇る人、
狸
、
い
つ
も
手
を
顎
に
あ
て
て
い
る
人
、
弱
、
ポ
ロ
ン
（
正
午
）
の
時
に
寝
て
い
る
人
、
蝿、タマネギの皮を焼くのが好きな人、
訂、ご飯をたきかけたまま隣りへ出かける人、
坐、食器・鍋ｐ箱などをぶつけた人（鍋対鍋など）、
記
、
他
人
の
物
を
自
分
の
物
だ
と
主
張
す
る
の
が
好
き
な
人
、
妬、髪を焼くのが好きな人、
弱、米臼に精白米を残す人、
妬、竹製の敷物を焼くのが好きな人、
帥
、
不
注
意
で
乾
燥
中
の
種
子
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
人
。
スリ・ムルョノによると、ロンゴワルシト（”目隠覺閂巴薗）の虞弔巨の冨百閃警句ニョ四》》では一一一一六種類のス
ヶルトがあげられているという。それについてここでは検討できないが、傾向は余り変らないだろう。Ａ群とＢ群
ではその数において差はあるが、Ａ群は殆どＢ群に含まれてしまう。私がジャワで聞いたスヶルトの種類の中で、
「耕作中鋤を折った農夫」という項目（Ｃｌ１）は、両群で触れられていない。
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問題はこの多様なスケルトの種類をどう整理するかである。そこに何らかの隠された論理が存在していると、私
は仮定する。そしてその隠された論理の抽出に成功したならば、ジャワの悪魔祓いであるルワタソの謎が一気に解
けるかもしれない。私は作業仮説として、スヶルトの種類を六つの類型に分ける。その六類型が共通の論理で結ば
れる時、私の仮説は妥当なものとなるだろう。（なお以下の番号で特に断わらない限りはＢ群の番号をさす）。Ｈき
ょうだい関係（３，５，６，７，８，９、、、ｕ、⑫、咽、ｕ、頭、坊）、ロ出生時の解剖学的状態（４、豹、虹、
理、鋼、型、顕、配、函、躯、豹、釦、皿、詔）、白時の状態（Ⅳ、蛆、、、躯、斑、別、弱、妬）、四空間の状態
（型、妬、幻、記、釦、虹）、国物の状態（１，２、処、釦、Ａｌ３，４、Ｃｌ１）、問個人の性癖（躯、鍋、妃、
蛆、媚、錨、灯、蛆、蛆、印、皿、顕、訂、詔、弱）。
このスケルトの六類型のうち、口と囚の時と空間の状態が、いわゆる境界領域に属するのは一目瞭然である。
「太陽が昇る時、沈む時」は、夜と昼の交替する境界の時であり、悪霊が最も政屈しやすい危険な時である。また
昼の一二時をジャワ語でポロン（穴の開いたもの）というが、まさに午前と午後の中間で何もない時間のことであ
る。ちな象にジャワの恐ろしいお化けのなかで、スソデルポロソとは背中のない美女のことである。このコードで
いう「寝ている人」とは「異性と共に寝ている人」のこともさすだろうから、不適当な性交の意味もあるだろう。
躯はロのカテゴリーに入れてもいいが、生れた時の空の状態が異常な時だから、白の時のカテゴリーに入れる。空
間のコードでは、蛆、虹の敷居の境界は明らかで、鍵、訂、詔の窓の覆い、蓋、天井（床）も内界と外界をつな
ぐ部分で、そこは悪霊の侵入ロとなりやすい。日食時に人為が窓を布や紙で覆ったのはこのためである。記は今〈ナ
ナの葉のもつ悪霊を防ぐ呪力に関るが空間のコードに属することは確かである。口と囚で確認した境界性のもつ危３ 
険性は他のコードでも見い出すシ」とができる。ロの出生時の不具性は、その原因を禁忌の侵犯に求められる。回で
は妊娠中の妻を捨てることで片側人間が生れる。日・月食時には家のなかに隠れる、呪文を唱える、武装（？）す
るなどの手段をとらないと不具が生れるとされる。蝿、型、銘では直接不具性のことは言及されていないが、旅行
中、庭、敷物の上でない出産などときわめて異常な状況であり、特別な儀礼が要求されるのは確かである。この三
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つば時のコードに入れても良いだろう。㈲の個人の性癖も禁忌の侵犯に関る。それは、適当でないもの（タマネギ
の皮、髪、敷物、チロールの木、骨）を焼く、不作法９ミ、汚れ物の処理、黄柄さ）、反料理的行為（塩を捨てる、
ご飯を炊きかけたままでかける、米臼に米を残す）などである。弱の理由はよく分からないが、これで思い出すのは
ニーダムの「血、雷、動物の廟笑」である。マレイ半島のセマン族とボルネオの．へナン族は同じ狩猟・採集民であ
ること以外、言語、人種的にも全く異なる。なのに彼らは雷が鳴る時雷神の怒りを恐れて、自らの足を傷つけ血を
とり、それを空中に放り投げて救しを乞う。更に彼らは血を吸ったヒルを殺したり、焼いたりすることを嫌う。一一
１ダムはそれも、ガジニ・ダャクの供犠獣を潮笑する最大の罪に比して、結局、禁忌の侵犯を解消する行為は共通
（九四）
すると結論する。㈹は単なる個人の性癖だけの問題ではなく、文化の体系における罪の問題と関ることは確かであ
る。固の物の状態に関るコードは、物（炊飯中の鍋、乾燥中の種子、クリとの倒壊、物（播鉢、橘子不、鋤）の
破壊、騒音などであるが、私がジャワで確認した限りでは、故意、過失による事故よりは不可抗力的な原因で物の
状態が変化した時のこととされている。我々が偶然と呼ぶ因果の間隙を妖術が埋めることは第一章でも述べたが、
原因が分からないが故に神秘的原因が追求されるのである。兜ｇ
Ｈのきょうだい関係のコードは一見何の論理もないかのようである。だがこのコードだけ例外ではありえない。
Ｈを解明する手掛かりは、我だが前章で確認した日・月の対立と接近というモチーフにありそうだ。日・月の対立
と接近は、日・月食の起源、夜と昼の交替、天地の分離、・ハンジ・ロマン、稲の起源の伝承群を構成するが、それ
が
き
ょ
う
だ
い
関
係
に
適
用
さ
れ
た
場
合
、
き
ょ
う
だ
い
間
の
イ
ン
セ
ス
ト
と
葛
藤
に
関
る
問
題
を
意
味
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
同
じ
両
親
か
ら
生
れ
た
き
ょ
う
だ
い
間
の
イ
ン
セ
ス
ト
は
、
ジ
ャ
ワ
で
も
最
も
重
い
罪
と
さ
れ
て
い
る
。
カ
ロ
・
バ
タ
ッ
ク
に
は
おじとめいの近親婚で大旱魅が生じ、罰せられた二人は空に昇って虹となり雨を降らせる民話がある。これは天↓
地、地↓天という物語の骨格上の違いはあるが、モチーフそのものは稲の起源神話に酷似している。また、ミナハ
サ族の起源、トラジャ族の稲の起源、西ジャワのタンクパソ・プラゥ仙巍起源（サンクリァソ伝説）などでは、母
と
息
子
の
イ
ン
セ
ス
ト
が
お
こ
な
わ
れ
、
そ
れ
自
体
は
そ
う
問
題
と
は
さ
れ
て
い
な
い
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
民
話
で
は
、
近
親
婚
の
禁
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忌、回避を主題とする物語群のほかに、特に母と息子の近親婚のモチーフがあり、またそれが特別の災厄をもたら
さないという特徴があり、今後深く検討すべき課題である。きょうだい関係において、異性きょうたい間の接近
（イソセスト）は、同性のきょうだい間の葛藤（兄弟姉妹殺しなど）と同一の結果をもたらす。インドネシアの動
物婿の物語の多くは、姉妹間の葛藤を重要な骨格としている。一人っ子はその関係の不安定性故に危険とされる。
二人きょうだいば、双児の場合を含めて、すべての場合（男男、女女、男女）がスケルトの範鴫に入っていること
は意味深い。双児（【のョ冨○のなかで、男女の双児はロ由日凰一として特に弁別されていることは、彼らの関係が
しばしば母の胎内でイソセストをおこなったとされるからである。私はきょうだい二人の関係が、Ｈの範艤を決め
る鍵であると確信している。三人きょうだいでは、上下が同性で真ん中が異性の関係だけがとりあげられているの
も同じ論理で説明できる。四人きょうだいでは四人全員が同性の場合だけスヶルトであるが、それは関係の不安定
性と対立が示されているから。五人きょうだいでは全員が同性の場合と、四人は同性で一人が異性の二種類があ
る。五人全員が同性のことを冨目８旨囿日日（弓巨菖）というが、これは（クリスノのように）何にでも変りうる
ことを意味しているので、その関係の不安定性は明らかである。一人だけが異性の場合、通は（種子を取られたト
ウモロコシのように）むしりとられたしの、焔は料理用の小屋のことで、両方とも良い関係ではない。そもそもプ
トロ。コロは、シ尋〈が妻／女修行者に欲望をもよおしそれをこばまれたため海上に落とした彼の性液より生れた化
け物である。本章の最初の古代ジャワの占いの問題で扇堅山の時に生れた者は激情のとりこになることとそれは多
分関連するであろう。それは禁忌の侵犯あるいは不適切な性関係より生じたもので、コロに狙われた人為がそのよ
うなカコゴリーに入ることは論理一貫している。そもそもコロとは尻堅餌のことで、スケルトの特性が時の変調に
関るコード群であることはむしろ当然である。イラストⅡで太陽を飲承こむラーフ像が、実はブトロ・コロの図像
表現そのものであることは重大である。ジャワでも雫くりでも、日・月食をおこす怪物をコロ・ラーフと呼ぶことが
あり、ゴロとラーフのイメージは殆ど区別されていない。三戸は父親の禁忌の侵犯より生れた鬼子であり、ラーフ
は日・月を飲みこむ（より深層では日・月の対立と接近）怪物である。ゴロは境界領域にいる危険な状態の人を襲
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（九七）
ニ
ー
ダ
ム
は
「
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
移
行
」
と
題
す
る
短
い
論
文
で
、
打
楽
器
に
よ
る
騒
音
は
あ
る
地
位
（
状
態
）
か
ら
別
の
地
位
（
状
態
）
に
移
行
す
る
際
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
’
－
－
ダ
ム
に
よ
れ
ば
、
シ
ャ
マ
ソ
が
霊
界
と
の
交
流
に
太
鼓
を
用
い
ることと、日・月食時の大騒ぎは、ともに通過儀礼の移行の段階という共通性をもつとされる。我☆は前章までに
お
い
て
次
の
こ
と
を
確
認
し
た
。
日
・
月
食
の
起
源
は
物
語
の
シ
ス
テ
ム
そ
れ
自
体
と
し
て
は
閉
じ
て
お
ら
ず
、
神
話
は
神
話
以
外
の
世
界
に
よ
っ
て
そ
の
シ
ス
テ
ム
の
完
結
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
。
日
・
月
食
と
い
う
天
体
現
象
は
時
の
運
行
に
狂
い
を
生
じ
さ
せ
、
世界を混沌へとおとしいれる危険性をもつ。そのような時の非調律による危険性は、ブトロ・コロにつかれ、命を
狙われるスヶルト達という範鴫に具体化してあらわれている。プトロ・『一口の物語は、ルワタンをおこない「真実
の知識」を授けられることで完結する。日・月食の場合その物語のシステムを完結させる行為が家のなかに隠れて
自衛することであり、また激しい騒音をたてることである。この時の騒音はよく「日・月を飲詮こむ悪魔を追いは
ら
う
た
め
」
と
解
釈
さ
れ
る
が
、
は
た
し
て
本
当
に
そ
う
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
レ
ヴ
ィ
Ⅱ
ス
ト
ロ
ー
ス
は
、
悪
魔
の
出
現
で
一
時
的
に
（九八）
破れた生／死、文化／自然、地／天などの分類原理を象徴的に埋める試みと解釈する。レヴィⅡストロースのこの
考えは、シャリヴァリという鍋鎌狂騒と関連して論ぜられている。音の問題は彼の『神話学』を貫く重要な主題と
なっているが、彼のシャリヴァリ論は社会史の分野でその後とりあげられ、大いに議論されていった。それについ
にラーフは日・月の運行を乱しで特に妊婦に危険をおよぼす。妊婦はスケルトに特定されてはいないが、ルワタ
ン
を
見
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
て
、
コ
ロ
と
ラ
ー
フ
の
イ
メ
ー
ジ
の
共
通
性
を
裏
づ
け
る
。
ロ
ロ
の
危
険
に
対
し
人
々
は
ル
ワ
タ
ン
を
も
よ
お
し
「
真
実
の
知
識
」
を
授
け
ら
れ
る
が
、
ラ
ー
フ
の
危
険
に
対
し
人
女
は
自
制
自
戒
し
大
騒
音
を
た
て
て
そ
れ
を
祓
う
。
三
戸
と
ラ
ー
フ
は
そ
の
襲
う
対
象
が
人
間
と
天
体
と
異
な
っ
て
は
い
る
が
、
「
懸
か
れ
た
」
ス
ヶ
ル
ト
と
「
と
ら
わ
れ
た
」
ゲ
ル
ハ
ナ
は
、
意
味
論
的
に
は
共
通
の
背
景
を
も
っ
て
い
る
。
一
方
は
天
体
の
運
行
を
人
間
の
問
題
へ
と
還
元
し
て
ゆ
く
問
題
群
で
あ
り
、
他
方
は
性
・
罪
の
問
題
か
ら
、
き
ょ
う
た
い
関
係
、
時
間
、
空
間
の
問
題
へ
と
展
開
し
て
ゆ
く
問
題
群
で
あ
る
。
五
、
境
界
と
音
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ての私の『一メントは本章の最後で述べることにして、しばらくラドクリフⅡブラウン（”且。］葛－ｍ『○三口）の『ア
ン
ダ
マ
ソ
島
民
』
の
場
合
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
アンダマン島民は日・月食を説明する発達した神話をもっていない。セマン族と同じネグリート系の狩猟採集民
である彼らは、殆ど外界と接触をもってこなかった。ラドクリフⅡブラウンの記述は首尾一貫性に欠け、またＥ・
（九九）
リーチ（旧の山。ｐ）に言わせると先行する研究の誤読が多いとされているが、可能な限り要約してふる。アンダマソ
島民の間で、日・月の性別について一致した見解はない。北アンダマンでは太陽は月の妻で、星々は彼らの子供だ
とされている。同じ地域で月は女で夫がいて、太陽は男とされる（夫婦関係なし）。南アンダマソでは月は男で、望
む時に豚に変身でき、地上におりてきて豚が食べるものを食べるという。同じ地域で、月は男で太陽は彼の妻とさ
れているが、同じ部族で違った表現をされて、月は女でトモという男の妻とされている。トモはアソダマソ島民の
最初の祖先で太陽と同一視されている。更に月は光る石からトモによってつくられたとも、月の天空での通路を支
配するのはトモであるともいう。アンダマソ島民の間では、太陽省月はそれほど重要な象徴を担っていない。それ
に代る基本的隠噛については後述する。もう少し日・月の問題を検討してふよう。ラドクリフⅡブラウンは明言し
ていないが、月が悪いアドバイスを受けて永久に光りを放たなくなろうとしたり、不快感を感じた時が月食である
とされる。月が不快感を感じる最大のものは、日没直後の焚火の火が外に漏れる時である。月食がおきると、たくさ
んの弓の弦を弾いてガラガラ音をたてる。あるいは竹の矢尻に火をつけて、月に射かけるともいう。そして「月ょ、
ダラヅクの種子を与えるから姿を現してくれ」と叫ぶ。これは月を潮笑しているのではなく、月は豚に変身できる
と信じられているから、豚の好む食べ物を与えるというのである。逆に日食の時は、あたかも大災厄が彼らに迫っ
ているかのように、日食の間沈黙している。日食の原因は特定されていないが、夜明けから日の出までの騒音がそ
の最大の原因である。音をたてると太陽が傷つけられ、日食、嵐、他の不幸が訪れるとされている。日・月は特に
Ｃｏｏ） 
夜と昼の交替時の宰曰と光に傷つき、嫉妬するのである。
アンダマソ島民の間では、夜と昼の交替はいくつかの異なった説明をなされる。ある異伝では夜はミミ。バット
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（
夜
の
婦
人
）
に
つ
く
ら
れ
、
昼
は
マ
イ
ア
・
ト
ー
ロ
デ
ィ
ウ
（
満
ち
た
太
陽
Ⅱ
南
中
し
た
太
陽
）
に
つ
く
ら
れ
た
と
い
う
。
他
の
説
で
は
昼
は
空
に
住
ん
で
い
る
タ
ン
ト
ー
ビ
タ
ッ
ト
モ
に
つ
く
ら
れ
た
と
い
う
。
彼
は
夕
方
空
を
石
で
蓋
を
し
て
、
翌
朝
そ
れ
を
開
け
る
。
彼
は
時
々
夕
方
の
空
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
ラ
ド
ク
リ
フ
Ⅱ
ブ
ラ
ウ
ン
は
こ
れ
が
い
か
な
る
自
然
現
象
の
こ
と
か
よ
く
分
か
ら
な
い
と
い
っ
て
い
る
が
、
黄
道
光
の
こ
と
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
空
の
霊
が
昼
を
布
や
マ
ッ
ト
で
つ
つ
む
と
夜
に
な
る
と
い
う
説
も
あ
る
。
だ
が
次
の
異
伝
ほ
ど
魅
惑
的
な
物
語
は
な
い
。
例
に
よ
っ
て
ラ
ド
ク
リ
フ
Ⅱ
ブ
ラ
ウ
ン
の
説
明
は
焦
点
が
絞
ら
れ
て
い
な
ｏ
 
いが、まとめるとそれは次のようになる（、）。原初夜はなく、昼だけの世界であった。祖先の一人は魚を矢で射抜
く
こ
と
に
失
敗
し
て
イ
ラ
だ
ち
、
地
面
に
矢
を
う
ち
こ
む
と
セ
ミ
、
ヤ
ム
、
樹
脂
を
発
見
す
る
。
だ
が
彼
は
セ
ミ
を
押
し
波
し
て
し
ま
っ
た
。
セ
ミ
は
悲
鳴
を
あ
げ
、
そ
の
瞬
間
暗
闇
が
世
界
を
お
お
っ
た
。
祖
先
は
暗
闇
を
恐
れ
、
樹
脂
に
火
を
つ
け
る
こ
と
を
知
っ
た
。
そして歌と踊りを発明し、何時間も光が一灰るよう努めた。簸初にある鳥が歌い、次にカブトムシ、更にヒヨドリがな
い
て
も
ダ
メ
だ
っ
た
。
や
っ
と
蟻
の
歌
が
功
を
湊
し
て
昼
が
一
尻
っ
た
が
、
そ
の
後
夜
と
昼
は
定
期
的
に
交
替
す
る
よ
う
に
な
り
、
セ
ミ
を
殺
す
こ
と
は
固
く
禁
止
さ
れ
た
。
ラ
ド
ク
リ
フ
Ⅱ
ブ
ラ
ウ
ン
は
、
こ
の
伝
承
群
の
共
通
項
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。
Ｈ
夜
の
起
源
は
（
後
の
）
規
則
の
侵
犯
に
よ
る
、
ロ
侵
犯
者
は
反
社
会
的
感
情
を
も
っ
て
い
る
、
口
暗
闇
を
中
和
す
る
手
段
と
し
て
の
踊
り
と
０
 
歌の起源。この囚は日本の天岩屋神話と何と似ている》」とか。天岩戸にアマテラスが隠されたため国々に災厄が襲
い、神々はアマテラスを呼び戻すため種☆の試みをする。それはアマノウヅメの原初ストリップで解決されるが、
０
 
，はそれと全く同じモチーフをなす。勿論文化の伝播の可能性など、日本とアンダマン島では殆ど考えられないか
ら、文化の本質の物語として捉えた方がよいだろう。つまり文化の体系における音の問題である。アンダマンでは
セ
ミ
を
殺
す
の
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
夜
（
災
厄
）
を
招
い
た
原
罪
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
季
節
の
運
行
と
も
密
接
に
結
び
つ
い
て
Ｃ
Ｏ
Ｃ
 
考膣えられている。
アソダマン島の季節の変化は、北東と南西のモンスーンによって規定されている。前者をつかさどる人格神がビ
リクで、後者をタライという（南アソダマソではブリとガダリア）。一年は大きく雨期（５月’９月）と乾期（、月
’５月）に二分されるが、厳密に言うと四分されている。それは、一一一月初旬から二月中旬までの北東モンスーン
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（ビリク）の卓越する冷くて雨の少い時期。二月中旬かち五月中旬までの季節風の安定しない雨の少ない暑い季
節。五月中旬から九月下旬までの南西のモンスーン（クライ）の卓越する雨期。そして一○月から二月にかけて
の「キミル」（昏目｝）と呼ばれる季節で、雨期と冷い季節の中間をなす。このキミルの季節の天候は不安定で、風
向きも一定せず、好天も一転して大嵐となる。アンダマンの社会生活（移動、食糧）は殆ど季節の変化に依存して
おり、それゆえビリクとタライというモンスーンの人格神の隠嶮的価値は商い。ピリクとタライの関係も一定しな
いが、北アンダマンではビリクはタライの妻とされる場合が普通で、彼らから最初の祖先、太陽と月が生れたとな
る場合も多い。南アンダマンでは、両者の関係は男同士である（兄弟関係ではない）のが普通である。人々は大嵐
をピリクの怒りのため生じたと解釈する。ビリクを怒らせる禁忌の侵犯に、頚蝋を焼くこと、セミを殺すこと、早
朝や夕方セミの「歌って」いる時騒音をたてること、食用植物（二種類のヤム芋）の使用などである。蜜蝋とヤム
は神話でともにビリクと結びつく。ここで再び我々は、セミを殺すこと、早朝や夕方鳴く（アンダマン人は歌うと
表現）セミの邪魔をすることが悪天候を招くことを見い出す。彼らの神話でセミはビリクの子供だとされ、夜と昼
の交替、季節の変化に大いに関連づけられている。セミに関する禁忌を更に細かく検討すると、我☆を驚かせる事
実に出会う。セミは好天の季節（’二月’三月）には姿を見せない。セミは雨期の開始の不安定な時期に現われ、嵐
の多いキミルの終りまで姿を見せる。つまり、セミは一年のうち雨期と風の多い季節に出現し、そのためセミと天
候（ビリク）との結びつきが生じたのであろう。アンダマン島民はセミを殺すことは禁忌であるが、陸上の動物食の
少ないキミルの季節にはセミやカブトムシの幼虫をしきりに食べる。そしてキミルの終る頃の夕方、村中総出で森
へ行き、大騒音をたててセミの声をカキ消してしまう「セミを殺す儀礼」を行う。これは普通なら嵐を呼ぶ行為なの
だが、「セミを殺し尽くす（追い払う）ことで、（嵐とセミとの関係そのものを破壊して）、好天をもたらす」と原住
民は説明するという。実際その後の数ヶ月は、嵐と雨の少ない季節が続き、セミは姿を見せなくなる。ビリクは肢
二○二）
初の火の所有者で、カワセミがそれを人間界に盗んでくる。
アンダマソ島において、夜と昼の交替時（早朝、夕方）に騒音をたてることは禁忌とされている。それは太陽を
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弘辨棹輌厨罷ご一窪彌》鋤澆聯肱州錨鐸宰触に幻野澤靖鍼》啄針》肪麺糊以壷醗訪咽、銅鮒匹鑪奉鰐錠紗蒋詫》やⅦ煙
の時も人点は弓の弦をはじいたり、火のついた矢を月に射かけたり、月によい食物をやるから戻ってこいと歌った
りする。アンダマン島において、音は移行の時期に単純に禁忌されているのではなく、積極的に騒音を利用して
状態の変化を図ろうとされる。アンダマン島人の思考様式を解く鍵は、キミルという言葉の多義性の解読にある。
これまでキミルを雨期の少い冷い季節との移行の時期と解してきたが、それ以外にキミルは種々の意味をもつ。ラ
（一○一一一）
ドクリフⅡブラウンはそれを次のように整理している。Ｈ英語の《国・｛》（暑い）、ロ病気と関連する、曰嵐をさす、
四雨期の後半（暑くなく冷い、前述）、国イ一一シェーションを受けている男女、イーーシェーション儀礼そのもの、門
ある食物（豚、カメ、ジュゴこを食べたあとの危険な状態。それらの肉を食べると体が暑くなり、霊を呼び、危
険だから、体に粘土を塗る。リーチは言う。ラドクリフⅡブラウンはキミルの多義性を認識してはいたものの、そ
れらを貫ぬく構造を見抜くことができなかったと。リーチによれば、Ｈ１肘のキミルの用法を貫く論理は、ヴァソ
・ジュネップの言う移行の状態、ターナーの一一一一口う、《国の冒賞目旦国の葛の①ロ・の状態、つまりその境界性にあると
二
○
四
）
いう。暑いというキミルの原義は、病にも、嵐にも、不安定な天候にも、通過儀礼中の男女にも、食の禁忌にも隠
嗽的に抜大して使用されているというのである。私はリーチの解釈を支持するが、そのラドクリフⅡブラウン攻喋
の激しさに抵抗を覚える。アンダマン島における音は、禁忌と積極的利用という対照的な形態でもって、キミル
（境界）の時・季節に用いられる。騒音が禁じられるのは、災厄（悪天候、日・月食）を避けるためで、職種的利
用は危険な状態から安定した状態への秩序を確かなものとするために用いられる。ビリクは人間に嵐をもたらすこ
とで罰を下すが、嵐をとめる方法はビリクをおどろかすことだという。ある種の．ハチ．〈チと燃える草をピリクは嫌
二
○
五
）
うとか、あるいは蜜蝋を燃やす、ビリクに属する森のカズラを切る。こうしたことは非常に効果的だという。この
一見矛盾する見解を解く鍵は、音の利用と禁止と移行という視点である。既に我☆は第一章で日食時の喧騒と静寂
について知っている。それはアソダマソにおける、境界時の音の禁忌と利用という現象に対応する。－－１ダムは、
Hosei University Repository
5５ 音と移行という問題を音の利用（積極的使用）という側面に限定して考えているが、実は青の禁忌（積極的不使
用）ということも移行に関る。－－１ダムの前提は不十分なものと言わざるをえない。
レヴィⅡストロースの文化論において、境界領域の問題はそう取りあげられない。レヴィⅡストロースの『生の
ものと料理したしの（神話学第Ｉ巻）』における「沈黙と騒音」の問題は、人間の死の起源の問題として展開され
る。そして音への注意と料理の起源は同一の問題とされる。というのは、食のコードは沈黙を要求するから。レヴ
ィⅡストロースは人間の死の起源の神話を、将来と過去の観点から整理する。将来というのは、死を避けることで
人間のみに関る。神話のコードでは、あるものを聞かない、感じない、触らない、見ない、味わわないといった禁
忌の体系で列挙されているが、人間はそれを破ったために死が訪れるとされる。過去というのは、前述の五官のコ
ードの肯定形で、動植物はその皮慮を変えること（蛇の脱皮など）で若返る（死をさける）。五官に関るコードは他
９
 
のコードのメッセージをお互いに変換して表現しうる。西で口を開けて笑う龍蛇が少年に殺されるが、それは笑い
（音と体腔の開口）、斧の侵入（転倒した料理）、そして死といったコード群で構成されるとレヴィⅡストロースな
ら説明するだろう。だが、そのなかで、味覚に関るコードが特権的な地位としめているという。レヴィⅡストロー
スの『神話学Ｉ』を貫く問題は、天と地、火と水、男と女、味覚と他の感覚、天体と他の自然現象といった変換の
（一○一○
コード群で、火、料理、死の起源を神話がいかに語っているかを明らかにすることである。そしてレヴィⅡストロ
ースは『神話学Ｉ』の最後で、天体食とシャリヴァリ時の大騒ぎを沈黙と音の応用問題として解こうとする。彼は
シャリヴァリを、年齢、地位、身分、財産の大きく異なる結（再）婚に対する椰楡、咲笑、攻撃と定義して、それ
と日・月食時の大騒ぎの問題の共通生を考える。レヴィⅡストロースはその両者の共通性を、通常の運行（日月、
昼夜、熱冷の入れかわり、社会学的には男女の地位、年齢、富などの適合的関係）の破裂と捉える。両者の相違
は、シャリヴァリが社会的なコンテキストであるのに対して、天体食は宇宙論的コンテキストにあるとされる。両
者における大騒ぎは、統辞論的連続生を破るほかに、その際のアノマリティーにも関心をひきつけるという。レヴ
ィⅡストロースの頭のなかには、新年を迎える際のクラショソを派出に鳴らす慣行とシャリヴァリ、日。月食時の
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大騒ぎの共通性が潜んでいる。更にレヴィⅡストロースは、日・月食時の禁忌が、死の恐怖、不具、火（料理）に
対する悪影響という要素があることを指摘して、五官のコードによる変換の論理をここで用いる。またレヴィⅡス
ト
ロ
ー
ス
は
フ
レ
ー
ザ
ー
を
引
用
し
て
、
結
婚
や
子
供
の
誕
生
時
で
の
沈
黙
の
民
俗
誌
上
の
例
か
ら
、
生
（
性
）
と
沈
黙
の
問
題
に
関
心
を
移
す
。
だ
が
シ
ャ
リ
ヴ
ァ
リ
、
日
・
月
食
と
の
関
連
は
次
第
に
遠
く
な
っ
て
ゆ
く
。
そ
も
そ
も
シ
ャ
リ
ヴ
ァ
リ
と
は
ヨ
ー
ロ
ヅ
．
〈
の中世から近代にかけて特徴的に現れた慣行であり、それとほぼ普遍的といいうる日・月食時の大騒ぎを同列に扱
お
う
と
す
る
こ
と
は
無
理
が
あ
る
。
レ
ヴ
ィ
Ⅱ
ス
ト
ロ
ー
ス
自
身
も
何
度
も
そ
の
こ
と
に
ふ
れ
、
そ
れ
で
も
両
者
の
共
通
性
を
解
こ
う
とする。レヴィⅡストロース的に言えば、騒音と沈黙双方が、神話の統辞論に関る。彼は騒音はその統辞論連続性
を
破
る
と
言
う
が
、
む
し
ろ
統
辞
論
上
の
ア
ノ
マ
リ
テ
ィ
ー
の
強
調
と
言
っ
た
方
が
正
確
だ
ろ
う
。
私
の
表
現
で
は
、
神
話
の
閉
じ
て
い
な
い
シ
ス
テ
ム
を
、
そ
の
神
話
外
の
世
界
で
完
結
さ
せ
る
行
為
で
あ
る
。
す
る
と
、
沈
黙
と
騒
音
は
と
も
に
そ
う
し
た
機
能
を
は
た
こ
○
七
）
しうることが明らかになってくる。一方は禁止される音の形で、他方は過剰な幸口の形で。
反
社
会
的
結
合
へ
の
攻
撃
と
い
う
レ
ヴ
ィ
Ⅱ
ス
ト
ロ
ー
ス
の
シ
ャ
リ
ヴ
ァ
リ
論
は
、
近
年
社
会
史
の
側
で
大
き
く
取
り
あ
げ
ら
れ
、
論
争
を
ま
き
お
こ
し
て
い
る
。
Ｅ
・
ト
ム
ス
ン
の
「
ラ
フ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
は
最
も
強
い
レ
ヴ
ィ
Ⅱ
ス
ト
ロ
ー
ス
批
判
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
ト
ム
ス
ソ
は
過
去
の
シ
ャ
リ
ヴ
ァ
リ
の
事
例
を
細
か
く
検
討
し
て
、
レ
ヴ
ィ
Ⅱ
ス
ト
ロ
ー
ス
の
い
う
不
適
切
な
婚
姻
結
合
へ
の
椰
楡
と
い
う
場
合
は
少
な
く
て
、
大
部
分
は
政
治
的
・
思
想
的
背
景
を
含
ん
だ
公
権
力
に
よ
る
「
法
の
執
行
」
で
あ
る
場
合
が
多
い
と
主
張
す
る
。
す
る
と
シ
ャ
リ
ヴ
ァ
リ
も
疎
外
と
か
法
と
い
っ
た
歴
史
的
過
程
の
な
か
で
捉
え
ら
れ
る
べ
き
で
、
レ
ヴ
ィ
Ⅱ
ス
ト
ロ
ー
ス
の
よ
う
に
構
造
の
な
か
に
冷
凍
す
べ
き
で
は
な
い
と
さ
れ
る
。
Ｃ
・
ゴ
ヴ
ァ
ー
ル
と
Ａ
・
ゴ
カ
ル
プ
の
「
中
世
末
期
の
シ
ャ
リ
ヴ
プ
リ
」
で
は
、
レ
ヴ
ィ
Ⅱ
ス
ト
ロ
ー
ス
論
を
基
本
的
に
評
価
し
な
が
ら
、
ヌ
デ
メ
ス
と
い
う
共
同
体
の
な
か
の
望
ま
し
い
結
合
と
シ
ャ
リ
ヴ
ァ
リ
を
比
較
し
て
、
シ
ャ
リ
ヴ
ァ
リ
の
本
質
を
捉
え
よ
う
と
す
る
。
ム
ル
デ
ィ
ッ
ク
夫
妻
の
「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
言
説
と
民
衆
の
慣
習
」
で
は
、
農
村
的
生
活
と
価
値
観
を
失
っ
た
人
々
に
よ
る
共
同
体
の
敵
を
目
に
見
え
る
形
で
し
か
る
べ
き
位
置
に
戻
す
試
み
が
シ
ャ
リ
ヴ
ァ
リ
と
さ
れ
る
。
こ
の
ム
ル
デ
ィ
ヅ
ク
夫
妻
の
論
は
、
私
が
ア
フ
リ
カ
の
反
妖
術
運
動
を
分
析
し
た
視
点
と
共
通
し
て
い
る
。
た
だ
私
自
身
は
シ
ャ
リ
ヴ
ァ
リ
に
つ
い
て
は
何
の
資
料
も
も
っ
て
い
な
い
の
で
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
は
何
も
言
え
な
い
が
、
シ
ャ
リ
ヴ
ァ
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リで何が意味されているかが問題である。社会史の立場からレヴィⅡストロースを批判する人との大部分が、レヴ
ィ
Ⅱ
ス
ト
ロ
ー
ス
の
「
神
話
学
』
の
体
系
そ
の
も
の
を
問
題
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
全
く
（一○一Ｃ
一一一一口及されていない。ゴヴァールとゴカルブ論文はその数少ない例外と一一一一口えよう。シャリヴァリという言葉が何を意
味
し
て
い
る
か
、
ま
だ
定
着
し
た
考
え
は
な
い
。
け
れ
ど
も
レ
ヴ
ィ
Ⅱ
ス
ト
画
－
ス
以
外
の
シ
ャ
リ
ヴ
ァ
リ
論
を
読
む
限
り
、
人
類
学
的
に
シ
ャ
リ
ヴ
ァ
リ
を
扱
う
時
に
は
、
レ
ヴ
ィ
Ⅱ
ス
ト
ロ
ー
ス
的
な
問
題
設
定
で
は
な
く
て
、
儀
礼
的
転
位
、
境
界
性
、
異
人
と
い
っ
た
問
題
領
域
の
な
か
で
分
析
す
る
方
が
よ
い
と
思
う
。
レ
ヴ
ィ
Ⅱ
ス
ト
ロ
ー
ス
の
騒
音
と
沈
黙
論
で
は
、
結
局
他
の
コ
ー
ド
に
転
換
さ
れるための操作の一段階にされてしまって、社会過程の分析の視座が欠落している。そのためにレヴィⅡストロー
ス
は
、
シ
ャ
リ
ヴ
ァ
リ
と
日
・
月
食
時
の
大
騒
ぎ
に
、
音
を
使
用
す
る
と
い
う
表
面
的
類
似
し
か
承
な
い
。
両
者
は
音
の
秋
極
的
な
使
用
と
い
う
点
で
は
似
て
い
る
が
、
日
・
月
食
時
に
は
音
の
禁
忌
が
あ
る
と
い
う
点
で
は
異
な
っ
て
い
る
。
レ
ヴ
ィ
Ⅱ
ス
ト
ロ
ー
ス
の
あ
げ
る
結
婚
、
出
産
時
の
沈
黙
の
慣
習
は
シ
ャ
リ
ヴ
ァ
リ
と
は
関
係
が
な
い
。
音
の
使
用
と
不
使
用
は
、
と
も
に
移
行
、
境
界
に
関
る
こ
と
が
で
き
る
。
調
和
の
と
れ
た
音
階
の
連
続
は
宇
宙
論
的
体
系
の
秩
序
の
と
れ
た
世
界
を
あ
ら
わ
し
う
る
。
過
剰
な
ま
で
の
騒
音
は
破
れた宇宙論的秩序を埋める試みであり、その点ではレヴィーーストロースは正しいが、厳しい音の禁忌（静寂）はあ
ふ
れ
た
（
危
険
な
）
宇
宙
論
的
秩
序
を
安
定
に
す
る
た
め
の
試
恐
で
あ
る
。
注（一）プトレマイオス、一九八二、二六二－二九九。
（一一）矢野、一九八○、六－八三。
（三）ｚ色②『．］匹忌｝『、‐田・矢野、一九八二、一一一一一一’六六。
（四）吉田、一九八二、七一’一○一。
（五）プリーーウス（１）、一九八六、八三。
（六）同、九○．ピュタゴラスの天体律動論は以下のとお
り
。
「
地
球
と
月
の
距
離
は
全
音
、
月
と
水
星
の
距
離
の
そ
れ
は
半
音
、
水
星
と
金
星
の
そ
れ
も
同
じ
く
、
金
星
と
太
陽
と
の
そ
れ
は
一
昔
半
、
太
陽
と
火
星
の
そ
れ
は
一
昔
つ
ま
り
地
球
と
月
の
距
離
と
同
じ
、
火
星
と
木
星
の
そ
れ
は
半
音
、
木
星
と
土
星
の
そ
れ
は
半
音
、
土
星
と
黄
道
帯
の
そ
れ
は
一
音
半
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
七
音
が
い
わ
ゆ
る
旋
律
、
す
な
わ
ち
、
宇
宙
の
音
の
調
和
を
つ
く
り
だ
す
。
こ
の
な
か
で
土
星
ば
ド
リ
ァ
式
に
動
き
、
他
の
諸
星
に
つ
い
て
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
い
え
る
」
。
神
話
は
音
楽
（特に一八世紀のヨー戸シ，〈に完成した古典音楽）であ
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ると断定するレヴィⅡストロースの『神話学』は、ピュ
タゴラスの天体律動論を努露させるものである。原ａ１
の宮目⑩の．こ『画》屋‐圏・原『】Ｉの［【目の、．］冒曽》堂‐段参
照。
（七）新聞は、「コンパス」（尻。ヨロ：、磁石）、「シナール・
くう．〈ソ」（の冒胃四四『眉目、希望の光）、「スアラ・カ
ルャ」（の目『囚【②『旨、労働の声）、「ジ・インドネシア
ソ・タイムズ」（目ヶの百号目のの一目ヨョのの）の四級。週刊
誌は、「テンポ」（日の目目、時代）である。
（八）【勺、壹冨ご腐巨》旨Ｉの１ｓ困亟の四壱ｍ：日壹巨‐のＩ巳田
（野望）・
（九）日食時の星の美しさを夢幻した野尻抱影の「日食と
星」［野尻、一九七八、一一三九’二四一］参照。私も一度
日食を体験したことがある。それは、一九五八年四月一
九日に、南西潴島から八丈島にかけて見られた金環食で
あ
っ
た
。
屋
久
島
で
育
っ
た
私
は
、
当
時
小
学
三
年
生
で
あ
っ
た。その時の体験は今でも、強烈な印象をおびている。
なお、日本ではオリオンの三つ星を鋤と見なす地方が多
い［野尻、一九七一一一、二一三’二二九］が、ジャワでも
同様で、アルデパラソはその鋤を用いて働く農夫とされ
ている［尻目②ごロの『←》］＠コ・Ｐ勺四口己の汚◎の声》ごｇ》、⑤］。
（一ｓ炭田Ｐ。》の■一コ》の【》の①昌厚］四Ｉ①ｌ】①田・
（二）炭勺少。．
（三）の困壹。．
（一一一一）竹や木をくりぬいて作った打楽器で、「トン、トン」
（皀冨目、．》《白目唖）という音がする。インドネシアの町
では、よく物売がこれを使って道を歩いている。
（一ｓ警戒を知らせる音のことで、特に、米臼、クントンガ
ン、シンペルなどを鳴らしてあらわされる。
（｜ごモスクにある大型のドラム。
（宍）ガムランを構成する一楽器で、小さなゴング。
（一己打楽器の一種だろらが、今のところ不明。
（一〈）【勺の．。》印西．。『目のョ己。》］】‐⑤‐ご閨（串冊謎斜）・
ＣＧの四・コ・
（一一ｓ沢田の．。｝の漫画・
（一一一）民囿⑫》國罰の餌皀。》の尻壹のＰ耳Ｆ］〕Ｉのｌ】⑤忠・の①巳Ｐ
】⑬Ｉ③Ｉ】①⑪駕月・嵩目・』翠‐⑤‐】⑤困・
（一一一一）炭田⑭．》の四・コ．
（一一一一）禺勺、国》叩国》。．
（一一ｓ浜田、》。》の国．。．
（一三）【祠の．。》の酉．。．ｓ・Ｈ・ナスル（三四閂）は、ムス
リ
ム
の
自
然
へ
の
態
度
を
次
の
よ
う
に
述
ぺ
て
い
る
。
「
コ
ー
ラ
ンは常に自然現象を神の顕現として熟考されることを、
信者に要求した。このため全イスラム史において、ギリ
シア哲学に影響を受けた若干の例外を除けば、科学に従
事しているモスリムは、自然の脅威、不可思議さのなか
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に神の恩寵の顕現を発見しようとした。・・…・自然の科学
で
、
ム
ス
リ
ム
は
宇
宙
論
的
諸
科
学
に
関
る
多
様
な
観
念
を
表
現
する豊かなアラビア語表現を持っていた。壹三貝旨の》は
ラテン語のｚ昌匡国、ギリシア語の宅冨、一ｍであるが、
ア
ラ
ビ
ア
語
で
は
そ
の
古
典
語
と
は
や
や
異
っ
た
意
味
を
持
つ
弓
：
】
目
（
韻
薩
十
更
）
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
コ
ー
ラ
ン
で
は
『
色
亘
昏
そ
の
も
の
は
で
て
こ
な
い
が
、
弓
：
一
は
数
回
で
て
き
て、スン一一でもシーアでもともに人間と神を隔てるベー
ルを意味すると解釈されている」〔三ｍｇ』の司・①‐①］。
（一一六）侭田の】画可の胃戸胃．］漂底・辰桿ｌ】鼠・
（一一迄）の白竺①］ご巳『『・函娼⑭ｌ鱒遍・
（一一〈）凶日日の『・巳忌『】『③Ｉ』『。
（一一九）、丙①ｇ』ご『画一】』》乏甘、［Ｒ】一章】①臼・韻・
（一一一つ）凶日日閂三】＠つＰ圏、Ｉ圏④（ごＣ一・］）・
（一一一一）田⑭ロ嵐Ｐご篭。］農ｌ】①Ｐ
（一一一一）国画風ロ閂・】＠圏・］臼・
（一一一一一）の［昌一（増苞］Ｐ。ご噌念・
（’一一四）炭】Ｈ［］①］》Ｓ『］ごｇ・
（一一一三）旨Ｃ目①冒壹ら詔壹］、‐』争・
（美）この段落では以下の文献を主に使用した。ミヅトソ、
一九八○、古在、一九七九、ヘールマソ、一九七六、ク
ーデール、一九七三、ケソトソ、一九七七。なお、古在
由秀は、「サロス周期はアラビアの天文学者によって発
見された」［古在、一九七九や二三］と言っているが、間
違いである。
（’’一七）矢野、一九八○、二二’二九。
（一一六）八’一四世紀の間、中東からイベリア半島南部にまた
が
る
広
大
な
イ
ス
ラ
ム
教
圏
で
花
開
い
た
イ
ス
ラ
ム
天
文
学
の
西
欧近代科学に与えた影響については、ギンガリッチ、一
九八六、一一一二’四三参照。また、矢島、一九六五、七九
’一○七も参照。
（一一一九）因胃Ｂ①『》」温函》】段ｌ〕圏・
（四つ）粋ヴーロマ』、⑬Ｉ甘切⑫。
（四一）矢野、一九八○、一三三。
（四一一）函自白の『》」①路》』出‐』農・
（四一一一）ｚ、質ご〕垣『、ご】⑦。。
（圏）］す昼忌三田胃冒関．］ｇ⑭》］瞳・
（四三）の一宮二の『・〕①『『・】つ鱒
（笑）の。且Ｐ】①『い》①ｓ・
（瑠）旨』・』恩。なお、ジャワ語、パリ語の愚の国目》に
「胴金、科料」の意味があることは、箪者の手許にある
ジャワ語、パリ語の辞書では確認されていない。
（四八）貸す』□・】②。
（男）曽昼四＄Ｉ筐Ｐ
（識◎）】ず】。。』①騨
（三一）の宍の色→句宮②『酸】函０
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（三一一）尻の日や円二ｓ、。『一ｍＩ『臼・
（彗一）題画◎底Ｐ】⑨い⑬》ごｍ・
（謡）の丙の胃・】臼いい倉１，巴・ジャワのモソチョ。。〈ツトに
ついては、国曲図巨・巳。．ｓ１ｓ参照。アラビアの星宿
については、山本、一九八五、二二五’二三○参照。
（蓋）凶】ヨョの『．］垣目．］『⑰‐］豊・
（美）困胃匡艮］温蟆②②．
（署）大林、一九五六、二一七－二七八。
（夷）レヴィⅡストロース、一九七八、四一○－四一九一
田かぐ】１ｍす■目の理］⑤『、す。画停』１，画』・
（莞）尿１１の戸日巨⑩、》］①ご・】ヨー】ｇ・
（末Ｓ■◎餌『の】】。Ｓ圏・田Ｉ③塑・
宍一）大林、一九五六、二五四。
宍一一）同、一一五○．ヨクャカルタ市内には、太陽を守る（多
分
飲
承
こ
む
姿
…
繁
者
注
）
〈
ヌ
ス
ン
像
が
描
か
れ
た
国
・
日
》［◎己』色昌》①ＩｍＣ－■＠ｍ⑬」。
（六一一一）Ｎ一宮頁已のい〕⑨司噌一コ⑬Ｉ『②。
（茜）清野、一九四一一一、三二八。函巨『砲『。ｐ）の．届９．（Ｓ》
山ｍｍＩｍｍ①。
（云三）国凹『己⑩》］①『一・］つ理Ｉ目の．Ｒ・ディクソン（ロ貝○口）の
紹介するインドネシアの天地の分離神話には次のような
ものがある。イフガオ族では、空はかつて地上に低くた
れこめていたので人汽は槍が使えなかった。また空は人
を食べることが好きで人間は絶滅しつつあった。このた
め助力を要請された神左の一人が、坐ったままの格好か
ら突然立ち上り、頭と肩で天を高く遠くに押しあげた。
タガログ族では、空はかつて非常に低かったので手でふ
れることができた。人間は遊んでいる時頭をよく空にぶ
つけ、怒ると人交は空に石を投げつけた。このため神念
は
現
在
の
位
置
ま
で
空
を
ひ
き
あ
げ
た
。
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
の
マ
ナ
ポ族では空が非常に近づいていたので、ある女が稲を搗
く杵で空をたたいた。すると空は高く高く上っていっ
た。他にボルネオ、ニァス、ロティなどからも報告され
ている〔Ｄ－ｘＣＰ］巴。］『、］。
（棗）シェーヲー、一九七九、二一一一七’二四九。
（老）ドゥ・プリース、一九八四、五七六－五八四。
（天）シニーラー、一九七九、四七’七四。
（充）クネヒト、一九七九、二五四。
（き）丙陽、の『②》】湯Ｐ彫擁・
（七一）中島、一九八六、一七二’一七三。
（七一一）幻閉・』の己・』】⑤‐台ＰＪ・プーン（国。：）は、時代の
変化による古代の叙事詩、物語の解釈の変化と、結婚の
配偶者の選択（規定婚対恋愛婚）、結婚式の象徴性と現
実との矛盾などの問題として、バリ島におけるパソジ・
ロマンを再解釈している［因・目．】ヨヨ》】⑤Ｆ山Ｂ］・ラス
は．ハンジ・ロマンおよびワャン劇の解釈をガジュ・ダャ
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ク族の世界観に求めている［両凹、．】召孚造図‐』＄］。筆者
と
し
て
は
養
成
で
き
な
い
見
解
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
稲
を
改
め
て
論じたい。
（雲一）可』函⑦的巨ｇ】②①Ｐ］、。
（壱ｓｏ幻（『）》］①『９『Ｃｌ『⑫。
（七三）の丙の胃》』＠コ頤】①》困國Ｐ＆萬閉－国『◎或己ご】②＆》】＠国・
（七六）○両］、目』日やＳ『『・巴１ｍ『・
（老）中島、一九八六、一六一’一六四。
（こく）ｏ肉（ご）】］①『。』』』ｌ』、画・
（完）ドゥ・フリース、一九八四、三七’四七。
（くつ）の丙の凹芹・】②ゴ函已四ｍ。》ごく】口⑩［のロ【■』②切璋】○四Ｉ］つ』。
（〈｜）■：丙冒・屋呂・』９１届の。
（〈一一）の自薗『》巳置》】置・
（〈一一一）クロム、一九八五、六五・東ジャワのテンゲル人の間
ではこのアジ・サカ伝説は次のように伝えられている。
「アジ・サカはモハメットの弟子でジャワのイスラム化
の
た
め
に
や
っ
て
き
た
。
だ
が
ジ
ャ
ワ
に
着
く
と
彼
は
毛
〈
メ
ットを裏切る。ジャワの西部はモハメットの地とし、東
部とパリはアジ・サカのものとした」［国の旨の『》］①雷》
①『①］。
（へ四）、凹閂丙凹印】①哩全】いいＩ』』』・
（〈三）尻田の。届Ｉ①ＩＳｇ・
（会）曰宛（胃）ご】垣Ｂ』倉Ｉ圏。
（ハゼ）。■ロロコ国口ご】①めいｍｍｌ③画・
（〈○戻巳、頁・』①困壹巴－９．
（分）シェーラー、一九七九、一四八’一五一。
（さ）清野、一九四三、三一五。
（九一）国餌引口酔浮①『」画】】③。
（九一一）閃回腸の扇一ら、Ｐ』。。
（空一一）の国ご【巨］『ＣｐＰ』①『ｐいら’②①。
（茜）ｚの⑦呂閏厚后ｓＰ国】Ｉ呂切．なお、国］ロ②戸》］や巴・屋ｍｌ
巴虫では－－１ダムのこの提起に対するブリーマン（厚の‐
①日目）の反論と、インドネシアで広く駆られる「石化す
る息子」の物語との関連が詳細にとりあげられている。
（菫）の①の『冨・］息】・畠‐ｇ・ジャワの許されざる婚姻につい
ては、尻◎のロー閏目百四質・已思》届四１局』参照。
（突）○”（ご）ご后『⑰》圏Ｉ凹切ごシ曰、ロユら⑭。】ｌ』。】ＣＩ】←》
尻ロロロどの耳》ご『『口昂『－】ｇ・
（ん恒）ｚの①』ず色日ご后②ベヮ①ＣｍＩＳｍ・
（夫）原『一‐の（『自切②．こ『、．温『１９①．
（土ひいの：巨后『』．ｇ・
（一ｓ）両且ｏ二（【‐国『○コ『Ｐ］患」》］←］‐］億．〕訊・
（一○一）」す一ロ》］」」Ｉ】』ｍ・函】四ｌ画揖印璽②。－画』Ｐ
（一つ一一）》ワー」ロ】一コＩ］ｍ９ｍｃ骨－国○画』⑫一房！⑭」。⑬酊再Ｉ⑫⑦、。
（一○一一）】ワ】曰や画⑤『’四］Ｐ
（ご西）田の■Ｃ嵜口］①『］。』⑪１』９
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のＣｐＰ四】］。。】冒酋】の四目の。己《冒冒」。ｐの、国・噛口』向島二○口》閂ロ戸図ロ呉一．百四一シＱｍｇのョ］。【門口＆由ロ○三旨『の。
ＣＥｐｍ葛、Ｐ『■一一章巳Ｓご○ロユロｍ目彦の○●曰日巨ローミル宛』自国］閃の、ごＣｐ８ｍご国ご筐⑥日〕◎巳］回のの⑩雪冒《（閂ｐｇＣｐ８冒口富の＆◎色一
目日日三．目的団『旨、曰頃円。、の房の『目ロの。匡口ロ』夢のｚの急菖》ロ、くぼ旨笄呂の］｝（固已）・二［○口口呂ごロゴ①円の】ご・
ゴヴァール＆ゴカルプ（の色冒凹ａｇＯｃ冨一ご）、中世末期のシャリヴァリ、喧騒行為とその意味、『魔女とシャリヴァリ』（二
国冒の庁．宛◎ワの耳．］②巴・口月日②二・国ご苞のロ８門ｏｎｍＣＢの固閏】］し巨⑭【『。ｐ⑦、》眉目：。◎の》邑蔦司寄§』員寄§＆◎国農困・
国ＣＣＰ］曲ョの②』巳『『》日ロの缶具胃ＣｐＣ－Ｃ日ＯＢ閃。目色目８．【国巳】］＄『１ｓ『画・ロ望口四日－．勺⑦『、□の。（一くの、冒旨色目旨、の図ロロ○回、【の》
宅。］三８ｍロ且肉の一筒一．ロ。○曽曰ごＨ昼頃のご巳『の儲】ご弔忌、ｍ・
国８刮日》祠の（の『い・・］召。言①彊一】号、壹旨旨戸自旦員のＰしｐＨ員８目昌目一．衿⑩百○‐しＨｏｐの。］◎巳・崖②且（。ａ石『の⑭ｍ・
クーデール、ポール（○．巨曾。》勺・）、一九七三、『占星術』、有田・菅原訳、白水社（文庫クセジュ）。
ドゥ・フリース、ヤソｅの甸己のの》］・）、’九八四、『インドネシアの民話ｌ比較研究序説』（斎藤正雄訳）、法政大学出版局。
ローＨＣＰ丙。］、ロ』】国．。］巴⑦】。、８己。》曰汀の富］房○一。、］Ｃ〔シ］』宛胃の⑪『○一・房》冨胃⑪けい］』〕Ｃ口の⑫ＣＯ自己回目黒・
の①臼百・浬一一日の□】忌巴》目百の］いす凹口のいの匂日日』】“シの目Ｐ『。【【百ｍｐご回ｐ９ｍＣＤ厨一一圏甦○回》日ロ①司吋の①田坑の脇。（の］のｐ８の］旨◎・
ギンガリッチ・オーウェソ（⑦旨、の己。戸。。）、一九八六、中世イスラムの天文学、「サイュソス」（日木版）、四月号、日経サ
勺吋の⑩酔
国冒呂〕罰
引
用
文
献
し巳目》ｚ］・の．□・■・・Ｓｍ①（Ｓ『ｅ亘司◎房目巳のの芽。Ｂ百Ｐｏｐの、国一句のロの昌一【ご旨日ず回国Ｐ
国胃ロ、》罰・函．ご巳『』・民殿ロロ硯・少の冨已罠。【房の○．］】の⑤芹ゴの日ロ。巨餌耳。【餌ロ㈲閉庁関口目Ｐｏｐの②旨目祠のＣｐ－の》Ｑ日の目Ｐｏｐ
（一三）宛回号冨下田８尹己一］①震）」、⑤Ｉ】田・
（一笑）尿１－ｍ耳目、“．】①『⑰三国』‐岳」・
（一毛）ご昼圏『ｌ酉置・
（’。〈）二宮、樺山、福井（編訳）、一九八二、Ⅲ章、Ⅳ章、Ｖ
イニンス社。
章。シャリヴァリについては、「思想」一九八六年一一月
号（特集、歴史における文化）を大いに参照した。また
反妖術連動については拙稲、一九七八、一－九参照。
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ヘールマン、一九七六、『カラー天文百科』（小平桂一監修）、平凡社。
田。弓の】一一段、ロのご巳⑫心。、Ｃａのご凹口ｇＯＣｍＢｏの。○け２「。□函。【勺の巳口印巨一色Ｒご【巳画邑②国己。×｛Ｒニロ員ぐの『の一口宅忌の印・
函冒頓８口）の】のロＣＥＤ戸○・》巳Ｃ⑤ご曰盲の』、ロのロの、の】『国口、』シ・三・ｍ．。》叩巳］ご凹厚少昌の勺『の、、．
【の目巳の『・の［の『⑦ロ・】＠ｍＰ目一日の》勺の『⑫。Ｐレロニの①ロユの門旨印ご宮凹】の、の』異『。－．頃昌一」ミミ奇§同一曹具。、質。ご◎一・コ・Ｚ。．←・
ケントン・ウォレソ（【の具目》三・）、『占星術、天と地のドラマ（イメージの博物誌１）』（矢島文夫訳）、平凡社。
嵐【この望》国：】一同。．】①ヨマン言。臣［ムロロの〆。【目田島［一．口色一勺◎一望ロの、】目Ｚ色『『呉ざの切毫己昌『①『⑪－ごＣ【国豊『巳一己『の、ｍ・
尻目目の『【・］目》】ヨヨ・冒望ｓの目色綿の頭①且②＆旨８口の、旨》■の曰のヨロ回田》目日菖。：一国。◎戸⑩（缶⑭旨）■目ロ
クネヒト、、ヘトロ、一九七九、訳者解説、『ガジュ・ダャク族の神観念』、弘文堂。
尻昌、耳・○ロユの。■垣⑭⑬ご【●の負－ｍ←『凹巨脇色ロ」岳。ご円白頭。■恥冨竜島。」。、ご口①⑫宛①Ｃｏｐｏ区①息已冒房の巨頭耳。｛四口シ巨巴『画一旨ロ
レワ。『一ｍ旨口］冨冒戸量官斡（ｚ・の．）・ぐ。】・】函・Ｚ。。】・
宍○のロー色『色目冒頭国（》〕垣⑬。］回『凹已の⑩の○巳ＥＨの】○Ｋ【日ロロ日『円の胃】勺『の、ｍ・
古在由秀、一九七九、月の運動と環境、『月と小惑星（現代天文学講座）』（古在編）、恒星社。
クロム（犀◎ョ》ｚ・］・）、『インドネシア古代史』（有吉巌編訳、天理南方文化研究会監修）、道友社。
炉①：戸固ｅ已巨ロロ閃・巳『』ご宍与員一ＭシＣ自の頃。『『。［Ｐ自己色目囚目の②の司旨◎回、言・甘言、→『巨、盲『四］シロ画一厨一⑰。（○国一目日ロ三目ご
（向』再巳す］三色【目。■陣旨囚『、ロ』い）．ご己『の厨一ご◎【弓目ロミ】『目冒句吋①②ｍ・
原１１⑫［【凹房、．○・〕①『、》弓匡①河自コロロニ夢のｏ：赤８．旨｛８ｑＥｇ】Ｃロ｛○回の凰自８．｛言胃豈ｃ一○ｍ］皿」困貰ロの討陣宛。毛．
歸冒言一日やく。］。、。
■の甘の円一丙◎ずの農乏
宮、樺山、福井編訳）、新評論。
函：嵐Ｐ］・・巳篭》し巴具】◎冒臣旨。】Ｃ巳・シロの画一］８□のい○己已一】○回色目因滉ｂ一目ｇ－８Ｃ（房の冨望夢。］Ｃ巴。｛巳一言の⑦ｎ⑪員
三巳－．口の。【シ②薗・『百．日腸■。。『◎君①二○．日已凹口罠・
量胃目の『・言三］・］９ｍ．『宮の曰②の且○や一目の白旦Ｚａの、Ｃ｛ｓの旨ＣＣｐ㎡。『己辱ご国ご目：巳】い］■ョ－．．８：い『眉亘⑦、．」『②
Ｚ
Ｐ
会
二・】』⑤の②】閃一Ｅ巳色ｐＰＯＥ－（Ｐ色】用の已吋◎皀巨、一一．巨冒ｚＣｐＩ尿一色日一．］固く、》』ミミ（目再向二弓｛Ｃ嫡冴（。『。－．】Ｐ
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国頃８己》日ロの。：『の⑦．Ｈ盲．．］の⑤Ｐ］回国ご岳の匡昏Ｏの口冒『］．シ叩［且］ご○巨一自『回一国、【。【『・畠（目『自切］色丘目印）・司豈の
■畠巨の‐冨閏【冒房冨一ラ。［｛・
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ムルディック＆ムルディック（言◎周＆◎丙①（嵩◎の『巳・丙）、一九八一一、ブルジョワの言説と民衆の慣習、シャリヴァリをめぐっ
て、『魔女とシャリヴァリ』、新評論。
中島成久、一九七八、妖術者探知運動の論理ｌアフリカの事例を中心として１、「九州人類学会報」第六号。
ｌ、一九八六、天の川砿ピ霜の七”二アイ、「法政大学教甕部紀甕」蕊五十九号、社会科学編．
ｚ四ｍ『寧叩の『］の色四・・巳『⑭』し口田口弓。已巨◎毎．ロ３房一日貝◎○ｃｍ『ロ。】Ｃ四○巳ＤＣ◎冨冒の、。”のぐ】、の』向島ば。Ｐ『ロ餌己のの回己□■巨已ｍＣｐ・
Ｚｎの目四日》閃○目の］．】患『餌・口］ＣＣＢ目匡巨ロロ閂．■且言。ｎ斤①ｇｏ【し口冒】餌一⑩》ご賃冨算面目ＰＯＣ⑩日。⑩国（固」茸巳ワ］］，冒己，
巳の（Ｃｅ・日ロのｚ日巨『、一屋⑫芹。ご囿円①⑩の．
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野尻抱影、一九七三、『星の方言集、日本の星』（新装版）、中央公論社。
Ｉ、一九七八、『曇三百六十五夜（上）』、中公文庫．
大林太良、一九五六、東南アジアの日蝕神話の一考察、「東洋文化研究所紀要」九冊。
旧四口目の丙◎のＦ少。。』の画①。固の口冨の『百『凹色『ａ、］口『四国ロ②。■の（の貝①すの一旦》弓働房忌、（『》●『＆『辱昌吻島弓爲巳Ｉ・ドミ亘同誌．『。【雷葛託誌烏》
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レヴィⅡストロース、一九七八、天体の性別、『概造主義』（マイヶル・レイソ編、篠田一士監訳）、研突社出版。
ミットソ（冨旨ＣＰｍ・）〔編〕、一九八○、『現代天文百科』（古在、寿岳、森本訳）、岩波轡店。
富。。ｐの】・］口日の⑩弓】②＆（】９ｓ・曰昏の。ごｍ【ｌご目。①罰の］一四。ｐ管口昌のｍ－ｇｘＣ貝す『の鳥。【］②ｇ・円与のご己『の３］［］Ｃ｛ｏ嵐’
ロの巴のＰ
、色碩○勺円の、印
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乏岸す：冒庁『。：、【】目ご色の］ｏｍｍの］冒旦の］目碩・日すの星農巨のＩ冨四『一旨この三一］ず。露・
プリーーウス、一九八六、「プリーーウスの博物誌Ｉ』（中野、中野、中野訳）、雄山閣出版。
プトレマイオス、一九八二、『アルマゲスト』（薮内澗訳）、恒星社。
宛ｐｅｎ二｛（１口『◎乏曰マン・詞・〕ご段（已圏）ご曰言のシロ已色ヨ②口房－，口』の『ｍ・曰彦①詞【の①弓『の①。
”園》］・］・》］臼山・目彦の弔目一一列。冒目８ｍ目三・田・幻腸⑩の『⑫．シ目一望の｛の。［一厨目戸の曰の霄画錘鳥白蛆譽弓已烏ヨロミー一目ミー
面詰●一三寺賢討損詫鳥・『。］・】国Ｐ
罰凹の、の『⑩．ご『・田。。］＠＄ご勺、己一・日すのＯ己［日の田の『Ｐ司豈の出、頃巨の１冨胃ニロロ、ｚ】〕ず。｛（．
、胃歸凹『雪国・国．．】ｇ』》】口昌四回目｛盲の回８⑪Ｃ口冒の口（の日日『のＣ【］、箇陣因由一一雪シ富の勺『の⑫ｍ・
清野謙次、一九四三、『インドネシアの民族医學』、太平洋協愈出版部。
の丙の画芹ご己『巳（の託二言・・惇①『⑱（］②。。）ロ』［色盲国》［団曲旨・国の自営日冒ロ－．日ご閂目○・
シェーラー・ハソス（の呂冴の『・因・）、一九七九、『ガジュ・ダャク族の神観念』（クネヒト、寒川訳）、弘文堂。
のユ冨巳】○口。》岸・】】⑤『Ｐの旨】す。二ｍョの皀稗目冨一②二三ｍ【ロの□巳四日ご『、望騨口碩・句目⑦色目ＥｐｍＩシ、巨自晩・
の冨二①里亨旨胃顔色『①｛伜］②曰の、．』＆『・シロ百二．ロロご◎【田ご□巳のョの》幻◎呉］の凸、の陣射の噸色口勺抄已・
トムスン（曰冒白ｐｍＣＰ団・勺・）、ラフ・ミュージック、イギリスのシャリヴァリ、『魔女とシャリヴァリ』、新評論。
三旨⑩（の号ご”・》】。、】ご日ロの言、一口］嵩色凰ｎ国ロ・閃◎巨二の口碩の四コ曰宍の喰ｍｐ勺色巳・
矢島祐利、一九六五、『アラビア科学の話』、岩波新露。
山本啓二、一九八五、アラビアの星宿について「科学史研突」第１期第塑巻（Ｚ。．】認）。
矢野道雄（編）、一九八○、『インド天文学・数学集』、朝日出版社。
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吉田忠、近世天文学史ｌ天体力学の成立へ向けてｌ『天文学史』、恒星社。
凶己冒の『・畠の旨【一．戸巳ｇ・円ロ①シュ。［冒昌僅口抄、旨】・ｍｐｇ因○葛。ｐ・勺『旨８８口ごロゴの『⑩》ご勺忌、、．
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インドネシア民話集
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付記本稲に転載した写真、図のうち、インドネシアの新聞、週刊誌からの曠救については、一ノジーノ経済研突所の平川栄一
氏、松井和久氏のご好意を得た。また写真ⅡとイラストⅢについては、東大東洋文化研究所の蔵書からの転減を許可してい
ただいた。
イ
ン
ド
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シ
ア
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・
週
刊
誌
閂『１－十日ケの門口』。ｐの、旨口司一己の、。〕⑬ｌ⑤Ｉｓｍ②》⑬ｃＩ③ＩＳｍ⑭．
【祠のＩＩＪ炭◎日ご餌③ご届Ｉ①Ｉどの酉．
、■－－↓⑫旨日田色『凹己⑪Ｐ】】１句ＩＳｍ単・
の【Ｉ１ｊの巨回『四尻貰］厚巨Ｉ⑤Ｉ』①困一】②Ｉ⑤Ｉ乞い⑭・
目のヨロ。』臣Ｉ①－巳②函．
。
宛
］
“
ヨ
ョ
ー
屍のす巨旦回国■②Ｐ
○記（ご）－１十○①ユ厨再凹丙嗜呉二・炉の日ワ四晩Ｐ、⑤一日■ロロ■口鈩口昏『○℃○一．四（□へロ伊⑩日ご画、②シニ冒涜戸置已貰ニロロ○のユ国閃凹歸］日）
勺口、口滉】団巳巴弔巨の冒丙由ごこ『⑪．
○詞］回目一日－－Ｊ○の己国用■戸邑菖］図尹国月一日宮『ご田『◎竜の戸田の目的①日すｍｐｍ②ロ言の島口【のワ巨旦、『色色ロロの□色『一日の口宅のロ島ユー丙画ロニ田口
日切（唐）－－十日］のユ厨閃色弄）菖團・己同巨留ロシ已呉１円の二ｍ目呉ロ凹口目］の【】国涕回ご餌【Ｃ〕曽『、国ロ尻のす巨旦＆、凹曰己のご肖芹己の口甸・ロ。
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